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   午前10時00分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 日程に入るに先立ち、諸般の報告をいたしま

す。 

 監査委員から例月現金出納検査の結果につい

ての報告書１件を受理いたしましたので、その

写しをお手元に配付しておきましたから、御了

承願います。 

 次に、令和元年12月３日から令和２年２月21

日までの議会活動状況を記載した事務日誌をお

手元に配付しておきましたので御了承願います。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

 これより本日の議事日程に入ります。 

────────────────── 

   日程第１ 一般質問   

○議長（浅沼幸雄君）  日程第１、一般質問を

行います。 
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 順次質問を許します。17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  皆さん、おはよう

ございます。佐々木大三郎でございます。事前

通告に従い、市長と教育長に大項目４点につい

て、一問一答方式により質問させていただきま

す。 

 本田市長の最近の市政運営は、都合のいいこ

とは市民に対して情報提供されますが、悪いこ

とは情報を提供しないという事例が見受けられ

ております。したがいまして、山積する市政課

題を示しながら質問してまいります。 

 まず、大項目１点目の「こども本の森構想」

について、市長に伺います。 

 この内容は、既に地元紙でも報道されており

ますので、市民の皆さんはある程度御承知のこ

とと思いますが、このこども本の森構想とはど

ういうものなのか、伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  佐々木大三郎議員の一

般質問にお答えいたします。一問一答方式でご

ざいますので、まずこども本の森構想はどんな

ものなのかと。 

 これも、これまでもいろいろお話を申し上げ

ているところでありますけども、世界的な見地

からであります安藤忠雄先生、東北復興のシン

ボルは子どもたちである。子どもたちの未来の

ためには本、読書が大事であるというような形

で、いろいろな活動を展開をいたしております。 

 阪神淡路大震災のときも、震災遺児の皆様に

大変な御奉仕の中で活動したという経緯もある

わけであります。安藤忠雄先生から、遠野市に

対しましてまちなかの古民家を活用した「こど

も向けの本の森構想」をつくってはどうかとの

提案があり、遠野市と安藤忠雄先生とが協議を

重ね、一日市の「旧三田屋」を改築して、子ど

も向け本の森構想を整備することと合意をした

という経緯があります。 

 こども本の森構想は、子ども向け本の施設を

わらすっこの居場所と位置づけて、遠野小学校

周辺からとおの物語の館までの一帯を、本を活

用した「子育てゾーン」として面的に展開して

いくとともに、それぞれの東日本大震災の献本

活動などを行った遠野市のプロジェクトの実績

を踏まえながら、沿岸被災地の皆様ともしっか

りタッグを組みながら、県とも連携を図りなが

ら、この構想を実現していくという一つの構想

でありますので、御承知おきいただきたいと思

っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  市長の御答弁内容

から、大変すばらしい構想だなということをわ

かることができます。 

 また、新聞等でも報道されましたので、市民

の皆さんもこの構想には共感し、賛同されるこ

とと思います。もちろん私は、この構想に最初

から反対するつもりはありませんが、課題が山

積する当市の現状を考察したときに、多くの疑

問が浮かんでまいりますので、確認をさせてい

ただきます。 

 例えば、当市の現状は少子高齢化と人口減少

に加えて財政難に陥っておりますが、このよう

な中で第２図書館とも思えるような施設は必要

でしょうか、御所見を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  第２図書館という言葉

がありましたけども、先ほどの答弁の中で申し

上げましたとおり、この「こども向け本の森構

想」は既存の図書館とは全く異なる機能を持つ

施設であるというふうに考えております。本の

貸し出しは行わず、繰り返し繰り返し訪問して

いただき、本と遠野の文化に親しんでいただく

「わらすっこの居場所」、そのような位置づけ

であります。 

 親子や友達同士で会話をしたり、寝転んで本

を読んだり、自由な形で本に接することができ

る、親しむことができる場所というように位置

づけております。また地域の集会施設としても

活用できるように、十分配慮をするものと位置
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づけております。 

 財政難の中でという話がありました。施設の

改築費用については、この本棚等の備品を除き、

ほぼ全額安藤忠雄研究所に負担していただくと

いう、そのような内容になっていることも申し

上げて答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  御答弁では、建築

費用のほぼ全額は建築家の安藤先生のほうから

御負担をいただくということです。また、図書

館ではないという御見解のようでしたが、わら

すっこが会話をしたり、あるいは寝転がったり

しながら読書をするということでありました。

これは、誰が考えても図書館の類いではないで

しょうか。 

 次の疑問でありますが、この施設はどれくら

いの利用者が見込めるでしょうか。また、施設

の管理運営費、いわゆる人件費や水道光熱費、

建物の維持管理費はどれくらいになるのか、試

算しておられるでしょうか。そして、この費用

をどなたが負担することになるでしょうか。こ

の点を事前に確認し、慎重に検討した上で判断

すべきと考えますが、御所見を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  構想の中身あるいは位

置づけ等につきまして、御答弁を申し上げまし

た。 

 この構想を形にするためには、いろいろな検

討しなければならない課題があるわけでありま

す。ただ、安藤忠雄先生が全額建設費用を負担

するんで、それでよしとするわけにいかない。

しっかりとした中身あるいはその維持管理も含

めながら対応していかなきゃならないってこと

は、申すまででもありません。 

 そのような意味合いを込めまして、昨年の11

月に、年度途中でありましたけども、この構想

に対応するための専従の体制を構築いたしまし

た。文化振興担当部長をその中に位置づけなが

ら、今具体的にその中身等について検討を進め

ているところでございますので、担当の文化振

興担当部長のほうから、今の検討状況等につき

まして御答弁を申し上げます。 

○議長（浅沼幸雄君）  文化振興担当部長。 

○市民センター文化振興担当部長（石田久男

君）  命により、御答弁させていただきます。 

 この施設については、現在、安藤忠雄建築研

究所により設計検討中であります。そこで、具

体的な機能などにつきましても検討中であるこ

とから、施設利用者数や運営管理費については

まだ積算はしていない状況でございます。 

 また、施設利用者につきましては、遠野市内

の子どもとその親、そして沿岸の子どもたちと

その親が中心になると考えております。また、

安藤忠雄先生には欧米を中心に世界中に多くの

ファンがいらっしゃいます。安藤先生が設計し

た建築物を見るために、来日する方もいるほど

であります。そのようなことから、遠野市への

インバウンド効果も見込まれると考えておりま

す。 

 また管理運営費につきましては、市の施設と

なることから市が負担するものと考えておりま

す。ことし１月10日にこども本の森構想懇談会

とワーキンググループを立ち上げたことから、

この２つの組織による検討内容を参考にしなが

ら、市として施設のグランドデザイン、運営方

法等を作成して、具体的な利用者数の目標、管

理運営費の積算を行っていく予定でございます。 

 このこども向け絵本の施設は子育て、復興支

援、中心市街地活性化及びインバウンドなど、

多角的な波及効果が期待できる施設であると考

えております。今後、さらにあらゆる角度から

具体的な検討を行いながら、事業を進めてまい

りたいというふうに思います。 

 終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  今の御答弁内容で

すが、私は３点質問したんですが、期待する答

弁は１点もいただけませんでした。一番大事な

ことなのに、しかも事前に質問原稿まで提出し
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ておいて答弁できないと。これはいかがなもの

かと思います。 

 私のほうからお話しさせていただきます。今

の市立図書館を開設した平成19年ごろの利用者

は、年間２万2,000人もおられたようです。し

かし最近は、平成30年度ですが、半分の１万2,

000人台まで減ってきております。そして今後

は、さらに少子化と人口減少が見込まれますの

で、図書館の利用者はますます減少することが

懸念されます。 

 このような環境下で、こども本の森構想を進

めて、期待したほどの利用者は見込めるでしょ

うか、再度御見解を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま、現在の図書

館の利用状況等につきまして数字を挙げながら、

御質問を受けたところであります。 

 この既存の図書館の役割、単に本を借りる場

ではなく、市民の憩いの場、学びの場として位

置づけなければならないというように認識をい

たしております。 

 そして、これは当市の特徴でありますけども、

博物館と一体となった施設であるということも、

その中に改めて認識をしなければならないかと

いうように思っております。それぞれが連携を

し、各種それぞれの講座、いろんな講座が行わ

れております。まさに、生涯学習の場としての

図書館機能を有しているということにもなろう

かというように思っております。 

 特に、これからふえる高齢者の方々が、居場

所として私も時々お邪魔するわけでありますけ

ども、高齢者の方々が新聞を読んだり、あるい

は週刊誌を読んだり、いろんな形の方が来てお

りますけども、その十分なスペースもないとい

うような状況の中にあります。 

 したがいまして、ふえる一方の高齢者の方々

の生涯学習の場としての図書館の利用の増加な

ど、図書館の果たす役割がまた改めてそのよう

なニーズにも応えなければならないんではない

のかなというように思っております。したがい

まして、こども向け本の施設、整備することに

されることによりまして、既存図書館の子ども

スペースの一つの新たな活用、広い展開、自由

に本を読んだり、そしてまたいろんな形での周

りを気にすることなく会話をすることができる

ような環境も、その中につくれるんではないの

かなというように思っております。 

 こども向け本の施設の有効活用を図ることで、

既存の図書館の兼ねたスペースをさらにこれを

拡充、見直すこともできるんではないのかなと

いうように考えておりまして、いうところの相

乗効果がその中に見出すことができるんではな

いのかなというように思っております。 

 今回の施設改築におきましては、旧三田屋の

町屋としての外観や間取りを最大限生かしてい

くこととしているために、改めて大きな駐車ス

ペースを確保する予定はとっておりません。 

 そのようなことも含めながら、これからの一

つの対応につきましてしっかりとすみ分けをし

ながら、役割分担、特にも生涯学習の場として

の位置づけとしての機能を充実してまいりたい

というように考えているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  市長、私が伺って

いるのは、利用者はどれぐらいなのかというこ

とを伺っていることに対して、施設の機能がど

うのこうのという答弁はいいんですよ。私、質

問していないんですから。これ以上は答弁求め

ませんが、いずれ質問にはしっかりとお答えい

ただきたいと思います。 

 先ほど話した管理運営費、どれぐらいになる

んですか。これもお答えできませんでしたので、

私のほうから参考までに御紹介させてあげます

けども、例えば人件費だけ考えた場合でも非正

規職員であっても、少なくても１人当たり年間

200万円以上はかかるはずですよ。これが正規

職員だったら、どれぐらいかかるかっていうの

はおわかりいただけると思いますけれども、い

ずれそれだけの費用がかかる。しかも、これは

国からとかよそからの補助金ではなくて、全て
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自主財源を投入することになるんですよ。ぜひ、

その件はしっかりと考えていただきたいと思い

ます。 

 それと、以前からお話ししておりますが、こ

れまで中心市街地の活性化ということで、観光

交流センターや、とおの昔話村、伊藤家、博物

館など、多くの建物整備に総額で80億円以上の

予算を投じてきました。市民への御説明では、

観光施設の魅力アップを図ることによって、観

光客や交流人口大幅にふやして、商店街を活性

化させるんだという構想でした。もちろんこの

ことを受けまして、観光協会、商店街の皆さん

あるいは関係者の皆さんが懸命に頑張ってもこ

られました。 

 しかし、観光客が平成22年度の11万人をピー

クにしまして、毎年減少傾向が続いて、平成30

年度は半数以下の4.7万人まで激減しておりま

す。また、駅前の旧ＪＡビル跡の「あすもあ遠

野」は商工業や町おこしの相談等について、ワ

ンストップで対応することを目標に掲げて、改

装費に３億円以上も費やしてきましたが、現状

はいかがでしょうか。１階部分はほとんど使わ

れない状況が続いております。 

 以上からおわかりいただけるように、理想だ

けを掲げてこども本の森構想を進めても利用者

は少なく、施設管理運営費だけが残ってしまっ

たということにはならないでしょうか。これで

は、将来に大きな負担だけを残してしまうこと

は、私は懸念しますが、市長の御見解を伺いま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまいろいろ数字

を並べながら減少をしてるという中でどうする

んだという、そのような視点に立っての質問と

受けとめたところであります。 

 いろんな形でさまざまな形に取り組んでいる

わけでありますけども、数字はこれは文字どお

りそのとおりであります。懸命に関係者が頑張

っているわけでありますけども、なかなかしっ

かりとした数字を確保できないという状況にあ

るわけでございますので、それを踏まえながら

新たな魅力づくりを行っていかなきゃならない。 

 今まで取り組んできたさまざまな事業が、や

っぱり生かしてかなきゃならない。そのために

は繰り返して申しますけども、それぞれの機能、

それぞれの役割、それを踏まえながら新たな魅

力をどこに見出していくのか、それを伴って全

体を、中心市街地を回遊できるような、そのよ

うなスポット、それぞれの魅力、それぞれ一つ

の持つ機能といったものを絡め合わせながら、

新たな中心市街地の魅力づくりに持っていくと

いう部分が、この「こども本の森構想」の中に

も見出していかなきゃならない。 

 こども本の森構想が点としてあるのではない。

それぞれ既存の施設あるいは今さまざま申し上

げておりましたけれども、それぞれの施設ある

いは市民の皆様の理解をいただきながら、整備

をしてきたものをさらに魅力のあるものにどう

もっていったのかってことにつきましての相乗

効果を、その中に見出していくというとこに中

心市街地の活性化と魅力を形に持っていきたい

という中に、この「こども本の森構想」も位置

づけている。 

 こども本の森構想は、文字どおり「わらすっ

こプラン」そして「わらすっこ基金」、それを

裏づける10年ぶりのわらすっこ条例の全面見直

しということを、昨年の12月議会におきまして、

議員各位の御理解いただきまして承認もいただ

いておりまして、いよいよ第２ステージに入ら

なければなりません。 

 子育てするならば遠野ということが、単なる

スローガン倒れに終わってはならない。しっか

りとした子どもたちと向き合う、それが安藤先

生の思いともしっかり遠野が重ね合わせること

ができたという中に、こども本の森構想があり、

そこにはわらすっこの城というような一つの大

きな構想もその中に持っているということであ

りますから、現状をしっかりと踏まえながら、

それにどう向き合い、それをさらに可能性のあ

るものにどう持っていくのかということにつき

まして、一つ一つハードルをクリアしながら、
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その可能性に向き合っていきたいというように

考えておるところでございますので、さまざま

いろんな形で具体的な答弁がなかったというよ

うなお話もいただきましたけども、これは今盛

んに関係者の皆様英知を集めながら検討を進め、

そしてまたどうすればいいことにつきましてい

ろいろ知恵を絞り、そして安藤忠雄事務所のほ

うからもしっかりと御指導いただきながらとい

う部分を含めてやっておりまして、先ほど担当

部長が答弁いたしました懇談会あるいはワーキ

ングにも県の関係者、あるいは中央のマスコミ

の関係者、あるいは読書関係のボランティアの

方々、多くの方々の参画を得ながら、その構想

をどのようにというような場合におきましては、

ただいま御質問あったことも十分踏まえながら、

検討を進めているってことでひとつ御理解をい

ただければというふうに思っております。 

 さまざまな課題はあることは承知しておりま

す。しかし、今はこのままで座して待つわけに

いかない。遠野も打って出る。まさに向かい打

つというような、そのような気概の中で遠野の

活性化と、単なる子育てするならば遠野をス

ローガンだけに済ませるわけにはいかない。そ

れを形にしなければならない。そのために、こ

のような一つの構想を受けとめたということで

ありますし、遠野物語発刊110年という一つの

節目の中に、このようなものが持ち込まれた、

遠野に寄せられたという部分を、私どもはしっ

かりと受けとめて、この課題に向き合ってまい

りたいと思っているとこでございますから、御

理解をいただければ思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  次に、事前に口頭

で通告しておりましたので伺いますが、これま

で旧三田屋の活用方針は遠野の町屋文化を生か

しながら、誇りを持ったまちづくり活動を実践

する拠点として、多世代の人々が集まって活用

できる空間を再生してにぎわいを創出するとい

うものでした。 

 これを達成するために、毎年500万円前後の

コンサル料を外部に支払いながら活用策を練っ

てきました。また、２年ほど前には4,000万円

で土地を取得するなど、これまで三田屋プロジ

ェクトと称して、総額で9,000万円ほど費やし

てきました。その成果や効果について検証は今

まで行われたでしょうか。また、その結果を受

けての今回のこども本の森構想ということでし

ょうか、御答弁願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま答弁で申し上

げましたとおり、いろんな課題はあると。いろ

んなそれぞれこの旧三田屋にも、これだけのお

金をかけてきたのではないかという中で、それ

がどう生かされたのかということであります。

もちろん今のこれまで７年間、旧三田屋プロジ

ェクトに費やしたさまざまな費用、これをしっ

かりと受けとめて、それ生かすという中にこの

構想があるということを、まずもって承知いた

だきたいというふうに思っております。 

 旧三田屋活用方針検討懇談会によりまして、

検討結果報告書は約７年間の活動を経まして、

平成31年２月に遠野市に提出されました。７年

間、町屋の一つの形をどのように後世に生かす

のかっていう部分の中におきましての取り組み

がその中にあったわけであります。 

 こども本の森構想懇談会及びワーキンググ

ループでは、旧三田屋活用方針検討結果報告書

の内容を共有いたしました。しっかりそれを踏

まえながら、子ども向けの本の構想の活用方法

の検討において、十分参考にしようということ

を確認し合っているところであります。 

 また、安藤忠雄建築研究所に対しましても、

旧三田屋活用方針検討結果報告書を提供いたし

まして、取り組みの活動を周知する冊子「ＨＥ

ＩＩ press」といったような冊子も出ており

ますので、これも提供いたしまして、子ども向

け絵本の構想を具体化するためにはこのような

経過があり、その中には多くの関係者の方々の

一つの英知、あるいはさまざまな思い、そして

また遠野市の旧三田屋を含めての、中心市街地
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一日市通りを含めての子ども向けの一つの子育

てするならば遠野という「わらっすこの城構

想」も、その中に位置づけられていることも踏

まえながら、そのような情報も提供しながら、

それをどのように具体的に検討するかというこ

とにつきまして、先ほど来答弁を申し上げてお

りますけども、懇談会なりワーキングショップ、

そこには多くの方々がそこに参画をしている。 

 その参画している中におきましては、ただい

ま申し上げましたようなこれまでの経過、検討、

さらに一定の予算も投じてきているとことを生

かしながら、この本の森構想の中にそれぞれの

思いを形にしようという、その中に位置づけら

れていることを思えば、今まで進めてきたこと

についてしっかり生かされている、また生かさ

なければならない。生かさなかったならば、そ

れこそ今までの経過は一体何だったんだろうっ

ていうことになるわけでありますから、あくま

でもそういったことを踏まえながらの、一つの

プロセスを丁寧に対応しながら進めているとい

うことについて、御理解をいただければと思っ

ております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  今の件は承知しま

した。参考までに伺いますが、先週土曜日に三

田屋で女子神楽が開催されましたけども、多く

の観客が集まっておりまして、大変盛会でした。 

 また、これまでにこれ以外のイベントもさま

ざま行われてきたわけなんですが、このこども

の本の森構想が実現した際には、これまでのイ

ベントはどこの会場で行われることになるでし

ょうか、伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  町屋の雛祭りにあわせ

まして、旧三田屋のスペースにおきまして、神

楽が舞い踊っておりました。私も所用がありま

して駆けつけたときには新型コロナウイルスの

感染予防のために、時間を短縮したということ

で既に終わっておりましたけども、関係者の皆

様にはお話しいたしました。 

 こども本の森構想の具体化に進めているけど

も、このような多くの思いをこの空間に求めな

がら活動してきたことを、しっかりと踏まえな

がら、新たなこども本の森構想の中にもこのよ

うな郷土芸能の伝承と、それに基づく活性化と

いったものにつきまして、新たなステージの中

でまた舞い踊ろうということを、関係者の皆様

と確認をしてまいったとこでございますので、

それを申し上げて答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  市長、私の質問の

趣旨は、今後はどこの会場で今まで三田屋で行

ってきたイベントを行うおつもりですかってい

う質問です。もう一度御答弁ください。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま申し上げたと

おりであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  わかりました。こ

れ以上、質問しても前に進まないようですので、

この程度に抑えますが、次に設置場所について

も疑問であります。計画では、三田屋の敷地内

を予定しておりますが、これにも大きな課題が

考えられます。 

 一つには、現図書館と分散設置することによ

って、利用者がますます減ってしまうことが懸

念されます。２つ目としましては、旧三田屋の

敷地内に駐車スペースの確保は可能でしょうか。

たとえ可能であったとしても、駐車台数には限

りがあるものと思われます。３つ目は、旧本庁

舎の西館にある元気わらすっこセンターを、こ

どもの城にするという構想が持ち上がっており

ます。 

 このこどもの城構想というのは、若者の出会

いから結婚、出産そして子育て支援まで、一連

の機能を１カ所に集約して拠点化するというも

のであります。せっかくこのようなすばらしい
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構想があるわけですので、こども本の森構想に

ついても元気わらすっこセンターのエリア内に

拠点集約すべきと考えます。 

 このことによって、利用者の利便性向上はも

とより、経費の節減、そして施設運営の効率化

が図られると思いますが、市長の御所見を伺い

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この一問一答の中で繰

り返し申し上げているわけでありますけども、

旧三田屋の点だけでのプロジェクトではない。

下一日市通りのほうには、遠野物語の館があり、

まさに町屋としての伊藤家住宅も今多くの民間

の方々の大変な御協力をいただきながら、一つ

の魅力として伊藤家というようなものもその中

に位置づけられている。城下町資料館もある。 

 そして、その中にとおの物語の館やら遠野座、

この遠野座も昔ばなし祭りの中で新型コロナウ

イルスの関係で、昨年よりは訪れる方が少なく

なってはきておりますけども、昔話祭りの中で

多くの語り部の方々が遠野の、まさに遠野なら

ではの文化を語り続けているという一つのエリ

アがあるわけであります。 

 そして一日市通りがあり、一日市通りの中そ

の延長線上には、今話がありましたとおり元気

わらすっこセンター、その延長線上には遠野小

学校があり、大変な経費を投じました稲荷下の

第２区画整理事業の中におきまして、車が入れ

ない一つの大きな空間がその中にある。そして

その延長線上には大日山といったような、その

ようなものもあると。 

 大日山のほうの一つの上に上がれば、遠野の

町屋が、町並みが一望にできるというそのよう

なエリアの中に、この三田屋という一つのプロ

ジェクトが位置づけられたということになるわ

けでありますから、今申し上げましたとおりそ

れぞれの一つの点をしっかりと結べる面的な対

応を考えれば、その中に元気わらすっこセン

ターの位置づけも、その中に見出すことができ

るんじゃないのかなというふうに、私は思って

おります。 

 この元気わらすっこセンターとの関連につき

ましては、安藤事務所とも何度も議論をし、ま

た検討した結果として、まず古民家の活用でい

こうということになったわけでありますから、

その辺のところは一つこの点で終わるというこ

とではない。将来の可能性を見ながら、新たな

遠野魅力づくりに取り組んでいくという一つの

プロジェクトであるということを、まずもって

御理解をいただければというように思っており

ます。 

 これは繰り返しの答弁になりますけども、そ

の辺を踏まえながら、駐車場のお話も出ました。

駐車場の話、確かにこの駐車スペースの確保と

いう問題があります。私はむしろ発想を転換し、

また新たな切り口の中の魅力づくりということ

になったときには、今申し上げましたとおり町

中を回遊すると。家族、親子が手を取り合って

町を歩くという姿を想像してください。車で玄

関につくだけではないんです。障がい者やある

いはそれぞれの高齢者の方々等につきましては、

いうところの駐車スペース等は確保しなければ

なりません。 

 でも親子が手を取り合いながら町中を歩き、

そこで本あるいは元気わらすっこセンターとも

勉強を図るというような、そのような姿を思い

起こせば、そこには親子の会話が、家族の姿が

そこに見出すことができるわけであります。 

 旧三田屋の敷地は約2,600平方メートル、裏

庭などの一つの跡地の活用方法、今後具体的に

進めておきますけども、いずれ障がい者や妊婦

の方々のための優先駐車スペース等については

検討していくことになろうかというように思っ

ておりますけども、一つはこの発想の転換の中

におきましては駐車場ありきではない、駐車場

といったものについての一つの位置づけなども、

私は改めて発想の転換をしなければならないん

じゃないのかなっていう部分で、この構想にど

う生かすのか、駐車場がないからっていうこと

ではない。その分の一つの考え方も、新たな時

代に向き合うためにはどのように位置づけたら
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いいのかということについても、そのような一

つの構想の中で議論を深めてまいりたいという

ふうに思っているところでございますから、そ

れをもって答弁とさせていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  今の御答弁内容、

私の考えとは全く違います。何が違うかといい

ますと、市長の御答弁では、子育てゾーンをつ

くって回遊させる。それでにぎわいを取り戻す

というような御趣旨の御答弁であったと思いま

す。 

 確かにこれは、昔のように子どもが多くて、

人口が多い時代にはこれが理想だったと思いま

す。しかし、今は少子化時代であります。さら

にお父さん、お母さんは今忙しいですよ。共働

きですから、子どもも少ないですからいろんな

団体、ひっぱりだこですし、あるいは塾だ、ク

ラブだ、いろんな感じで子どもも忙しい、そう

いう中で回遊させるというのはなかなか難しい

と思います。 

 それよりは、むしろこの少子化時代にはコン

パクト化と拠点化することによって、１カ所に

行けば何でもできると。本も読める、遊べる、

みんなとお話もできる、これからは私はそうい

う一極の拠点化、コンパクト化だと思いますが、

この件についてもう一度お考え伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  構想を形に、思いを形

にという部分につきましては、いろんな見方、

いろんな価値観、さまざまな考え方があるとい

うことをそのとおりであります。全てが全く相

反する対応の中ではない。必ず重ね合わせるこ

とができるというところに、知恵とまさにいろ

んなアイデアと、そしてまたさまざま理解し合

うということが、私は極めて大事だと思ってお

ります。 

 ああだからだめだ、こうだから何、そういう

答弁があったから全然納得できないというやり

取りをしておったならば、何も前に進みません。

お互いしっかりと何のために、誰のために、何

のためにということを考えれば、必ず一つのそ

れぞれの価値観が共有できるということに私は

なると思っておりますし、またそのような議論

をしながら、よりよいいいものを形にしようと

いうとこに努力をするということが、やっぱり

必要な議論ではないのかなというように思って

いるとこでございますので、そのことを申し上

げて答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  こども本の森構想

は、既に委員会を立ち上げまして、先ほども御

答弁あったとおりですが、施設の具体的な機能

や運営方法について検討されているということ

であります。 

 この検討会メンバーの皆さんに対しましては、

ぜひ市長にとって都合のいい情報だけではなく

て、悪いことはもう隠さないで、悪いこととい

いますか、今私が指摘・提言させていただいた

ような情報、あるいは市民の思いとか、あるい

は今の当市の厳しい財政状況、この辺もしっか

りと示していただいて、慎重に検討すべきと考

えますが、御答弁願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま申し上げたと

おりでありますけども、慎重に多くの方々の意

見・提言を踏まえながら、少しでもそれぞれの

思いが形になるように、懸命に努力をしてまい

りたいというふうに考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  次に、大項目２点

目の木質バイオマスエネルギーの実証実験結果

について、市長に伺います。 

 この件も後味の悪い結果になっておりますの

で、これまでの経過を示しながら質問させてい

ただきます。 

 この事業は、総事業費約６億円が投じられ、

遠野市にとって久々の大型プロジェクトという
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ことで、市民や林業関係者は大きな期待と関心

を寄せてこられました。しかし、現状はどのよ

うになっているのか不明確な部分があります。 

 まず、この事業は林野庁の実証実験事業とい

うことで、遠野市の豊富な森林資源を燃料とし

て有効活用し、地域経済の循環を促すことにつ

いて実験するということでした。わかりやすく

表現しますと、木質バイオマスのサプライチ

ェーンの構築、いわゆる木材の生産から消費ま

での流通網の構築によって、地域経済の活性化

を図るというものでした。 

 その事業内容は、チップを燃料にする小型ボ

イラーとバーク、これ木の皮のことですけども、

このバークを燃料とする大型ボイラー及び、こ

れらの周辺機器を導入して熱供給の取り組みを

実現するというものでした。この実証実験に入

る前には、バイオマス設備の披露イベントと銘

打って、国や県の林業関係者や市内関係者、マ

スコミ各社を招待して、大々的にデモンスト

レーションが行われました。 

 また、実験期間は平成26年から28年までの３

年間の事業でしたが、実験期間が過ぎて２年が

経過しても結果の公表をいただけませんでした

ので、平成30年12月議会で実験結果はどうなっ

ているかを市長に問いただしました。 

 市長からの御答弁は、小型ボイラーの実験は

成功したものの、大型ボイラーは技術面に問題

があることから、さらに確認を要するというこ

とでした。普通であれば、このような場合には

途中経過報告があってしかるべきと、私は認識

しております。そして、平成31年２月に大型ボ

イラーの技術面の問題も解決し、実験は全て終

了した旨の報告を受けて、大型ボイラーは遠野

バイオエナジーに引き継がれております。 

 そこで伺います。小型ボイラーについてです

が、水光園や市の本庁舎などに導入されており

ますが、チップ販売事業者である遠野バイオエ

ナジーの事業収支は順調に推移しているでしょ

うか、御答弁願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  順調に推移をしている

のかということについてのお尋ねでありました。 

 これは、これまでの一般質問におきましても

答弁を申し上げている経過等につきましては、

ただいまの御質問の中にも触れられておりまし

たので、バイオエナジーの一つの今の状況につ

いて答弁を申し上げますけども、現在は燃料用

チップの製造販売が主体でありまして、市が所

有するチップボイラーのチップの供給なども行

っていただいておりまして、実証終了後の平成

29年度以降の単年度収支は黒字を確保している

ということを申し上げて答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  今の御答弁で安心

しました。 

 実は、先般の予算委員会で、当局説明では、

ボイラーの燃料となるチップ生産の採算ライン

は6,000立米ですと、これに対して需要はまだ3,

000立米にしか達していない。したがって、ま

だまだ不足しているんだよという御答弁があっ

たと、私は記憶をしております。 

 そういうことがあったもんですから、質問さ

せていただきましたが、今の御答弁では収支は

順調にいっているということでありますので、

質問はこれくらいにしておきますが、いずれ疑

問は残るところであります。 

 次に、大型ボイラーについて伺います。 

 既に、大型ボイラーは所有者である遠野バイ

オエナジーから遠野市に寄付されております。

一般的に、このような高額な機器、一式で２億

円相当するんですが、この寄附を受ける際には

議会への説明があってしかるべきと思います。

しかし、説明もないまま寄附を受けております。 

 そこで伺います。この大型ボイラーは、どの

ような理由と目的から寄附を受けたでしょうか。

また、今後どのような利用計画を立てておられ

るかについて伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま、大型ボイ
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ラーの一連の経緯等についてどうなっているの

かということについての御質問でありました。 

 昨年のこれは一般質問の中でも答弁を申し上

げておりますけども、実証終了後の設備につい

ては、木材の有効活用と山林資源の機能の維持

を促進するための継続して活用することとし、

現在に至っているというような状況にあります。 

 特にも今申し上げました大型ボイラーについ

ては、実証事業において木材乾燥に取り組み、

蒸気発生量あるいは熱変動への追従性などを含

めながら、仕様どおりの高い性能が確認できた

ということです。しかし、燃料が詰まりやすい

という課題ですね、課題や長期稼動時のコスト

に関するデータ収集のため、遠野バイオエナ

ジー社におきまして、所有のもと追加実施を行

いながら、その結果を含め昨年の２月に報告書

としてまとめているところであります。 

 また、その後については議会の各位にも御報

告を申し上げたところであります。大型ボイ

ラー設備の目的は、バーク、樹皮ですね、を燃

料として活用しながら、乾燥材への流通を促す

ということにありました。しかし、市内におけ

る乾燥材のニーズが減少傾向にあり、また一方、

熱需要が足りないため、大型のボイラーの安定

稼働が不可能な状態になったことから、中止せ

ざるを得ない状況となったということも御案内

のとおりであります。 

 しかし、これは実証事業は林野庁から、御質

問のありましたとおり林野庁から遠野市が委託

を受けたものでありまして、導入した設備等が

安定稼動するまでは、市が責任を持って活用策

を検討すべきと判断いたしまして、大型ボイ

ラーの譲渡を受け検討を進めているという状況

にあります。 

 活用といたしましては、これは基本的なこと

でありますけども木材の乾燥利用のほか、それ

ぞれの複数施設への熱供給を行う案など、複数

の案をいろいろ検討しながら今進めております。

コストをかけずに、地域産業の活性化そういっ

たものにどのように持ち込むのかっていう部分

が、やっぱりこれから一つ大事じゃないのかな

というように思っておりますので、無理に活用

し負担が伴うようでは、これはどうしても本末

転倒になりますので、したがって総合的な視点

でその活用策を検討し、実証事業としての役目

を終えた設備をどう生かすのかという一つの視

点を持ちながら、慎重にこの大型ボイラーの活

用策につきまして検討してまいりたいというふ

うに考えているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  大型ボイラーにつ

いて、何点かの課題があるんだなということは

理解できました。 

 ただ、この大型ボイラーというのは御存じの

ように重量物です。しかも外国製です。という

ことは、保守と維持管理に多額の費用が要する

と。当たり前のことですけども。ということは、

このままほっておくと費用だけがかさんでしま

うと思います。したがいまして、できるだけ早

目にどうするのか最終的な結論を出すことが賢

明ではないかと思いますが、その辺について市

長の考えを伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほどの答弁で申し上

げましたとおり、林野庁の実証プラントとして

位置づけたが事業でありまして、報告書をもち

まして一応役目を終えたという一つの事業であ

りますから、ただこれを役目を終えたから後は

知らないよというわけにはいかない。だからバ

イオエナジーのほうで譲渡を受けながら、これ

の利活用を考えているということになるわけで

ありますから、無用なコストはもちろんかけれ

ない。 

 したがって、今の状況をしっかりと把握しな

がら、よくいう川上から川下、山の手入れ、そ

してその出た部分をどういうように再生可能エ

ネルギーとして活用していくのかという部分が、

やっぱり大事じゃないのかなというように思っ

ているところでございますから、この活用策に

つきましてはよりいろんな角度から検証しなが
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ら、どのようにこれを生かしていくのかという

ことにつきまして、もう少し時間をいただいて

検討を進めてまいりたいというように考えてい

るところでございますから、このまま実証プラ

ントとしての事業が終わったから後は知らない

よということではない。 

 遠野は、やっぱり80％が山林資源、森林資源

ということになってるわけでありますし、森林

環境譲与税なども新たに導入されるなど、山の

手入れが大きな課題になってるわけでございま

すので、そういうことも視野に入れながら、こ

の大型ボイラーの利活用等につきまして、改め

て慎重な検討を進めてまいりたいというように

考えているところでございますから、よろしく

お願いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  市長、私の質問の

趣旨がよく伝わっていないみたいで再度伺いま

すけども、これからよく検討するということで

はなくて、私が言いたいのは補修費、維持費が

高額にかかってくるものですから心配されるも

んですから、早目に見極めをつける必要がある

んじゃないですか。そのことについてどう思っ

ているんですかというお考えを伺っているんで

す。もう一度御答弁ください。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  繰り返しの答弁になり

ますけども、簡単にその大型はボイラー、特に

もバークボイラーのほうにつきましての一つの

検証は終わったというものの、燃料が詰まるあ

るいはその熱をどのように利活用するかという

部分についての、いろんな入り口出口をしっか

りと検証しながら生かしていかなきゃならない

ってことになるわけでございますから、関係者

が今さまざまな活用策を一案、二案、三案と持

ちながら検討しているところでございますので、

余り遅くない時期にその活用策等についてお示

しるすことができんじゃないのかなというよう

に思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  よくわかりました。

早目に対応策を講じて、利用していただくとい

うことで理解しました。 

 この実証実験の目的は、先ほども話したとお

り木質バイオマスのサプライチェーンの構築に

よって、現地残材や工場残材など木材の副産物

利用を徹底することによる木材の付加価値の向

上と、林業・木材産業の競争力強化、そして地

域経済の活性化ということです。 

 そこで伺います。実験終了によって、具体的

にどのような効果を見出すことができないでし

ょうか。また、今後遠野市の林業振興と地域経

済の活性化にどのようなことが期待されるのか

についてお答え願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  報告書の中にもそのこ

とについては触れているわけでありますから、

改めて答弁の中で申し上げたいというように思

っておりますけども、設備を継続して活用する

ことによりまして、林地の残材だ、あるいは工

場残材の有効活用、あるいは高品質のチップの

安定供給、化石燃料ボイラーからの切りかえ、

あるいはコスト面や環境面でのさまざまな光景

など、ただいまサプライチェーンという言葉が

出ましたけども、流通網のいろんな動き等につ

きまして、導入のメリットといったものを見出

すことができているんではないのかなというよ

うに思っております。 

 森林経営管理制度や森林環境譲与税、全国的

な問題になっております譲与税の導入、さらに

は全国的に問題視されております山林の山側の

担い手不足や、資源の維持といった川上の取り

組み、そういう中で需要がなければ流通は成り

立ちません。そのようなことをよく踏まえなが

ら、さまざまな今申し上げましたような効果と

いったものに、しっかりと一つの成果を見出さ

なければならないかというように思っておりま

す。 
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 ちなみに、これは質問とはちょっと違います

けども、昨年10月、ことし東京2020オリンピッ

ク・パラリンピックの大会開催が予定されてお

りますカウントダウンが始まっております。そ

の中におきまして、選手村の建築に使用される

木材が遠野の大型木材、木工団地の中で加工さ

れ、東京に出発いたしました。その出発式には

オリンピック・パラリンピックの関係者の方々

も駆けつけておりました。県の副知事以下、県

の幹部の方々も駆けつけておりました。 

 その岩手県で取れた木材が、遠野の木工団地

で加工され、選手村の建築材に使われていると

いう部分の中におきまして、地元の青笹小学校

の子どもたちが獅子踊りを舞いながら、それを

見送りました。非常に夢と希望と、そしてまた

そのような中で遠野の木工団地が位置づけられ

ているところに、私自身も本当に感動もいたし

ましたし、しっかりと今のような課題にも向き

合わなければならないなということを、その会

場の中で感じたところであります。 

 もちろんコストの問題、いろんな結果の問題、

費用の問題それはもちろん、それを避けて通る

ことはできません。しかし、こういう一つのプ

ロジェクトには、そのような子どもたちが夢と

希望を持ちながら、すばらしい笑顔で手を振り

ながら、私も感動するような、そのような挨拶

をしているという子どもたちの姿に、このよう

な一つの課題に向き合う一つのエネルギーもい

ただいたと、それはボイラーではありませんで

した。 

 やっぱり子どもたちの姿から、そのような一

つのエネルギーをいただいたということも申し

上げておきたいと思っておりますので、繰り返

しますけどもコスト、人件費、費用、それも避

けて通れない課題ではありますけども、もう一

方にはそれでは数字ではあらわせない、額では

あらわせない、金額ではあらわせない、そのよ

うな一つのコストもあるということも十分御理

解をいただければということを申し上げて答弁

といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午前11時02分 休憩   

────────────────── 

   午前11時12分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。17番佐々木大

三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  先ほどの市長の御

答弁よく承知しました。今後も、やっぱり林業

振興と木工団地の事業向上、そして地域の活性

化、これを期待しまして、次の大項目３点目の

質問に入らせていただきます。 

 ３点目は、小中学校の空調設備の設置工事に

ついて市長に伺います。 

 この件は、昨年12月議会の予算委員会で質問

しましたが、当局の御答弁内容について、市民

から疑問と戸惑いの声が寄せられておりますの

で、改めて伺います。 

 この事業は、国から早期の整備促進を進めら

れているものですが、その背景は近年の夏場の

猛暑は厳しく、児童生徒の熱中症が相次いだこ

とから、学習環境の改善を図るというものでし

た。そして、設置費用の３分の1は国から補助

されることになっております。 

 当市はこのことを受けまして、平成31年３月

議会で予算額１億3,000万円が計上され、この

うち国と県から3,970万円の補助金を受けてお

ります。その後、設置費用に不足が生じるとい

うことで、昨年12月議会で当初予算とほぼ同額

の１億2,400万円の追加補正予算が計上されま

した。 

 しかし、この追加補正分には国から補助金を

もらえないということでした。そこで、追加補

正予算の理由を質問しましたところ、当初予算

の算出にあたり職員の不なれと不注意から、費

用算出にミスが生じてしまった。また、このミ

スによって国からの補助金約3,000万円をもら

い損ねたということでした。 

 これは財政難にあえぐ当市にとって大きな損

失であり、市民からも疑問の声が複数寄せられ
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ております。 

 そこで伺います。この空調設備の設置にかか

わる当初予算の算出にあたって、どのような背

景と原因から算出ミスが生じたのか、お答え願

います。 

○15番（安部重幸君）  議事進行。 

○議長（浅沼幸雄君）  15番安部重幸議員、議

事進行。 

   〔15番安部重幸君登壇〕 

○15番（安部重幸君）  今の質問は、前の議会

でけんけんがくがく議論して、遠野市議会とし

て議決している案件ではありませんか。再度ま

たここの本会議場で取り上げるということは、

議長の判断を仰ぎたい。 

○議長（浅沼幸雄君）  安部重幸議員の議事進

行について、議長としての判断を申し述べます。 

 確かに御質疑のとおり12月定例会でも議論を

して、予算については可決した案件でございま

すが、ただいまの佐々木大三郎議員の御質問の

中身を伺っておりますと、その中で市民から何

点か、何人か疑問の声が寄せられたということ

で、その可決したことに対してのことではなく

て、内容について市民から寄せられた疑問につ

いての質問というふうに受け取りましたので、

引き続き一般質問を続けてまいりたいというふ

うに判断しました。安部重幸議員。 

   〔15番安部重幸君登壇〕 

○15番（安部重幸君）  ということは、議長の

判断で幾らこの場で我々、市民の代表としての

議決をしても、市民からそういう声があれば何

回でも取り上げるということですか。 

○議長（浅沼幸雄君）  佐々木大三郎議員、ち

ょっとお待ちください。もう一度申し上げます

けれども、12月定例会において可決したことを

覆すとかという内容ではないというふうに判断

しましたので、もし仮にそういう内容であれば、

私は受けません。 

 そういうふうなものに影響する内容ではない

ということで判断して受けたものでございます

ので、今安部議員が指摘したように、議決した

ものを何度でも本会議場で繰り返して質問でき

るのかということには当たらないというふうに

判断します。 

 とうことで本田市長答弁願います。答弁願い

ます。佐々木大三郎議員の質問に対して答弁願

います。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの質問につき

ましては、昨年12月定例会の予算特別委員会で

も多数の御質問を受け、答弁を申し上げている

ところであります。 

 この事業は平成31年３月補正予算で予算化し、

新年度に繰り越した事業でありました。新年度

に入り、各教室の熱付加計算を加味した設計を

必要と判断をいたしまして、令和元年６月補正

で予算化を行い、空調設備工事設計業務を発注

いたしました。 

 設計を完了し、平成30年度繰越額と比較した

ところ、予定していた教室の全部に空調設備を

設置することが困難であることが判明をいたし

まして、令和元年12月補正により予算を追加補

正を申し上げ、整備することとなったという経

過であります。 

 このように、年度途中に突発的に発生した事

業を進めるにあたっては、当初から関係者と情

報を共有し、十分な意見交換、情報共有がなさ

れていれば、このような結果にはならなかった

のではないかなというように、私は思っている

ところであります。そのことも、12月定例議会

における予算等審査特別委員会の場でも、申し

上げたところであります。 

 この件につきましては、12月定例会の最終日

でありましたけども、本会議開催前に開かれま

した議員全員協議会の場におきまして、一定の

けじめといたしまして、副市長からは申し出の

あった給与の10％、１カ月分の自主返納の申し

出を受けることとし、そして加えて関係職員を

処分をしたところであります。 

 なお、学校施設の空調設備に関して、次年度

の国の補助事業にあったが、それでは令和２年

の夏までに稼働することはできないという中で、

別の財源を探り過疎債を活用できることとし、
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今現在、おかげさまで工事は順調に進んでおり

まして、繰り越し分は３月中旬には完了予定、

12月補正分も６月中には稼働できるように工事

が進んでおりまして、この猛暑といわれる５月、

６月ごろには子どもたちに快適な学習環境の場

を確保することができるんではないのかなとい

うように思っているとこでございますので、予

算等の審議に当たりましては議員各位の御理解

をいただいたことに対しまして、改めて感謝を

申し上げ、しっかりと新たな工事、環境づくり

にもしっかりと向き合ってまいりたいというよ

うに考えているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  この件は誰にでも

ミスはあることですし、職員は懸命に頑張って

仕事している中で生じた間違いでしょうから、

この問題を追求するつもりはありません。 

 ただ、問題発覚後の後処理に課題があると思

います。それは、市長はこの件、この3,000万

円、国からもらえなかったということに件につ

いて、議員全員協議会の以前に御存じであった

はずであります。しかし、昨年12月の予算委員

会で、私からの指摘を受けて初めて明らかにさ

れたものであります。 

 このことについて、責任の所在を確認しまし

たところ、副市長からの御答弁は、私に全て責

任があるということでした。先ほど、市長から

その処分内容等についてもお話しいただきまし

たけども、私はこれは大変潔く責任感のある御

答弁であったと評価をしているところでありま

す。 

 しかし、果たしてそうでしょうか。私は、決

裁権者である市長に責任があると認識しており

ますが、御答弁をお願いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  責任という話がありま

した。責任を感じないで仕事しているわけでは

ありません。責任を十分感じながら市政課題に

真正面から向き合っており、その責任の取り方

という部分につきましては、市長としての一つ

の立場、あるいは一つのタイミング、あるいは

状況判断、そのようなことをしっかりと踏まえ

ながら、冷静に対応しなければならないのもま

た一つの責任の、一つ取り方のタイミングでは

ないのかなというふうに思っているとこでござ

いますから、それをもって答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  私の所感としまし

ては、このような重大過失案件について、副市

長や職員は市長の思いを忖度して、かばおうと

する職場環境、そのように見えてなりません。

また問題だと思われます。 

 健全な自治体であれば、悪い情報ほど速やか

に上層部へ報告が入り、トップが適切な判断と

指揮のもとで組織内の情報共有を図りながら、

市民と議会には速やかに情報公開を行うべきと

いうふうに認識しますが、市長の御認識を伺い

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの御質問の中

に、職員が市長をかばうというような、とんで

もない発言がありました。そのようなことは全

くありませんし、またそのような形で職員と向

き合っているわけではありません。その辺のと

ころをしっかり踏まえながら、単なる思い込み

そういう中で、かばうというような言葉の中で、

私自身が職員と向き合っているということにつ

きましては、非常に私自身は不本意であります

し、そのような言葉が出るということ自体思っ

てもおりませんでした。 

 責任をしっかりと感じながら、真摯に職員と

向き合いながらそれぞれのタイミングでもって

判断をし、指示をしているというところでござ

いますので、よろしく御理解をいただければと

思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  次に、大項目４点
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目の小中学校へのタイムカードの設置について、

教育長に伺います。 

 これまでの当局説明では、タイムカードは今

年度の３学期前半までに全校に設置されるとい

うことでしたが、現在の設置と運用状況につい

て伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  佐々木大三郎議員の

御質問にお答えをいたします。 

 タイムカードの現在の設置及び運用状況につ

いてでございます。 

 平成31年４月に施行されました労働安全衛生

法の改正によりまして、これまでは自己申告等

に基づくもので可とされていた勤務時間の把握

につきまして、客観的方法により把握すること

が義務化されてございます。 

 この客観的な方法というのは、原則としてタ

イムカード、パーソナルコンピューター等の機

器の使用時間の記録等とされてございます。本

市におきましては、ＩＣカード型タイムカード

とタイムレコーダーによりまして、教職員の労

働時間を把握することとし、令和２年１月21日

に市内全小中学校に設置を完了し、教職員はＩ

Ｃカードをタイムレコーダーにかざすことによ

り、出退勤時間の記録を行っておるところでご

ざいます。 

 また、この運用につきましては遠野市立小中

学校におけるタイムレコーダー運用実施要領を

定め、これにのっとりまして各学校が取り組ん

でございます。タイムレコーダーを設置したこ

とに伴い、１月中はタイムレコーダーの試用期

間としまして、各学校において出退勤の際にＩ

Ｃカードで勤務時間の記録を行うことの習慣化、

または出張のためタイムレコーダーで記録を行

うことができなかった場合の対応等について、

研修練習等を行ってございます。 

 したがいまして、学校におきましては２月か

らタイムレコーダーによる勤務時間の把握を本

実施しておりまして、適切に勤務時間の記録が

行われているところでございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  私、先ほどの質問

でタイムカードというお話をさせていただいた

みたいですが、タイムレコーダーの間違いでし

たのでおわびして、訂正させていただきます。 

 次に教職員は、多様な子どもたちを相手にし

て、勉強や長時間の部活動、運動会、文化祭な

どの過剰な準備による長時間労働が全国的に問

題視されております。 

 そこで伺います。現在の遠野市内の教育現場

はどのような労働環境に置かれでいるでしょう

か。タイムレコーダーが導入される前の労働環

境ですが、この現状について御答弁願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  市内小中学校の教職

員の労働状況についてでございます。 

 2017年４月に文部科学省が発表しました教員

勤務実態調査の結果は、全国におきましては小

学校教員で約３割、中学校教員では約６割が過

労死ラインの水準で働いているというふうな、

衝撃的な内容の発表がなされました。 

 過労死ラインといいますのは、１カ月の超過

勤務が100時間を超えるか、または80時間以上

の超過勤務が２月以上連続することとされてご

ざいますが、遠野市内の過労死ラインの状況は

全国と比して低い状況にございます。こうした

労働状況にある教職員につきましては、本人の

希望により医師との面談による相談を実施する

こととしております。 

 また、毎年教職員全員を対象にストレスチェ

ックを実施し、抗ストレスの状態にあるものに

は本人の希望に基づき、医師の面接指導を実施

し、心身の健康に配慮している状況でございま

す。加えて、本市の教職員の働き方改革を推進

するために、学校の管理職、事務職員、教諭、

用務員及び職員団体などの構成によりまして、

教職員の多忙負担軽減対策等検討会議というも

のを開催しておりまして、その中で協議検討を

実施しておるところでございます。 
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 この会議におきまして、小学校におきまして

は運動会や学習発表会の準備、地域の郷土芸能

伝承活動などの練習への対応、さまざまな作品

コンクールへの応募作品の制作指導などに時間

を要しているという実情が挙げられてございま

す。 

 また中学校におきましては、このことに加え

まして、各種大会に向けた部活動指導の対応や

週休日の練習試合、大会参加の引率等に多くの

時間を有しているという実情が上げられてござ

います。 

 さらに小規模校におきましては、教職員も少

人数であることから、一人ひとりが担当する事

務分掌が多くなる傾向にあるという声もござい

ました。現在、文部科学省をはじめ、県におき

ましても教職員の働き方改革について、さまざ

まな取り組みが例示されておりますので、これ

らの動きも踏まえまして、来年度も本市におい

て教職員の多忙負担軽減対策等検討会議を継続

して実施し、課題の解決を図り、労働環境の改

善に努めてまいります。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  今回、教師の働き

方改革の一環として、長時間労働を改善するこ

とを目的に、タイムレコーダーが投入されたと

承知しております。先ほど教育長からも御説明

がありました。このタイムレコーダーの導入に

よって、どのような仕事が改善されると認識し

ておられるかについて伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  タイムレコーダーの

導入には２つの狙いがございます。１つ目は、

客観的勤務時間の把握を行うことでありまして、

そのデータを活用分析し、学校種別、役職、季

節的な傾向等を把握しまして、校務分担の見直

しや行事の精選など、状況に応じた負担軽減を

図る手だてを講じることでございます。 

 従前は様式に、パソコンの様式に手入力し、

勤務時間の記録と集計作業を行っておりました

が、今回の導入にかかわり、その事務的な部分

も若干は軽減されたのではないかなというふう

に思っておるところでございます。 

 ２つ目の狙いでございますが、勤退時間を見

える化することによりまして、現場の教職員の

意識改革を進めまして、長時間勤務を抑制する

ための業務の効率化などの工夫につながるとい

うことでございます。 

 先月開催いたしました本年度３回目の教職員

の多忙負担軽減対策会議でございますが、市内

小中学校に導入されております公務管理システ

ムというシステムがございますが、この活用に

より業務の大幅な効率化が図れたことや、校長

のリーダーシップのもと、学校現場でも業務の

精選を行ったという取り組みについても、情報

の共有が現在図られているところでございます。 

 今後におきましても、タイムレコーダーで勤

務実態のデータを集計し、会議の中での議論を

進め、教育委員会が取り組むこと、学校現場で

できること、そして地域や保護者に協力をお願

いすること等のカテゴリに分けて、それぞれの

課題を整理し、課題解決に向けて協議・改善に

取り組んでまいります。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  ただいまの御答弁

の中に含まれておりましたけども、このタイム

レコーダーによる労働時間の把握と共に、やは

り求められるのは教師の具体的な業務の見直し、

あるいは子どもたちと向き合う時間を保障する

というようなことも必要であると思いますし、

またそのためには先ほどもありましたけども、

さらなるその職場環境、この辺の整備にもメス

を入れる必要があると思いますが、この件につ

いての教育長のお考えを伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  議員御案内のとおり、

教育環境の整備を図る、充実を図るというのは

教育委員会の責務の一つでございます。よって、

今教職員がどのような状況にあるのかというこ
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とを、客観的なデータにより把握した上で、そ

れぞれ管理職、教諭、事務職員それぞれの職に

応じて、多面的な視点のもと改善を図っていく

と。そして、その時間を生み出したものを、子

どもたちに向き合う時間としていく、そういう

ふうな取り組みを今後も取り進めてまいります。 

○17番（佐々木大三郎君）  以上で質問を終わ

ります。 

○議長（浅沼幸雄君）  次に進みます。引き続

き一般質問を行います。４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  無所属の佐々木敦緒

であります。 

 通告に従い、農業委員の役割について農業委

員会会長に、次いで遠野馬の里のあり方につい

て、市長に一問一答方式で質問いたします。最

初に農業委員会等に関する法律が改正され、平

成28年４月1日に施行されています。改正され

た目的について、お伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  千葉農業委員会会長。 

   〔農業委員会会長千葉勝義君登壇〕 

○農業委員会会長（千葉勝義君）  佐々木敦緒

議員の一般質問、本市の農業振興を図る上で重

く大きい農業委員会の役割について伺うとの質

問に、御答弁申し上げます。 

 農業協同組合法等の一部改正を改正する等の

法律が、平成27年８月28日に成立し、同年９月

４日に交付されてございます。この中に、農業

委員会等に関する法律の一部改正があり、その

改正の目的は国が掲げる担い手への農地集積率

を平成35年、令和５年度でございますけども、

８割に拡大する目標を達成することであります。 

 そのため、農業委員会には農地利用の最適化

を推進することを必須事務として制度化された

ものでございます。農地利用最適化とは担い手

への集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、

新規参入の促進の３つであります。 

 また、各地域において、農地利用の最適化を

推進する農地利用最適化推進委員が新設された

ところでございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  ただいまの御答弁に

よってよくわかった、理解されましたが、一方

で私は法律改正の背景には農業委員選挙はほと

んど無投票当選と形骸化したことに加え、耕作

放棄地が大きく増加し、農業委員会の活動が見

えないなど、批判の声が高まり、政府の規制改

革会議から選挙の廃止を求める法律改正の指摘

からと理解してございます。 

 法改正によって、ただいま御答弁ありました

とおり、農業委員及び農地利用最適化推進委員

が新しく選出されることになったという御答弁

でございましたが、その委員等の選出方法はど

のように変わったのか、お伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  千葉農業委員会会長。 

   〔農業委員会会長千葉勝義君登壇〕 

○農業委員会会長（千葉勝義君）  農業委員会

法の改正により、農業委員に選出方法が変わり

ました。選挙制と議会・団体推薦による市長の

選任制から、議会の同意を要件とする市長の任

命制となってございます。 

 農業委員については、委員の半数以上を認定

農業者とし、農業者以外の方、それから女性、

青年を登用することとされてございます。それ

はそのようになってございます。また、農地利

用最適化推進委員については、農地等の利用の

最適化の推進に熱意と誠意を有する方を農業委

員会が委嘱してございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  よくわかりました。

これまで選挙区を設けて、特定の区域に委員が

偏らない仕組みをとっておりましたが、改正に

伴い、農業委員を首長が任命し、農地利用最適

化推進委員が新たに新設され、農業委員会が委

嘱することで、私は特定の地域に委員が偏るの

ではないかと思っていましたが、旧町から等し

く委員が選出されています。 

 農業委員会名簿を拝見いたしますと、旧町か

ら等しく委員が選出されています。これは偶然

でしょうか、それとも委員会で何らかを講じた
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のか、お伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  千葉農業委員会会長。 

   〔農業委員会会長千葉勝義君登壇〕 

○農業委員会会長（千葉勝義君）  農業委員の

選任にあたっては、各地域に偏りがないように

選任の手続において、各地区の農家組合や関係

団体等に説明した経緯があると伺っております。

また、農地利用最適化推進委員については、遠

野市農地利用最適化推進員の選任に関する規則

により地区ごとの人数が定められてございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  わかりました。偏ら

ないように、農家組合長等へ御説明を申し上げ

たということを伺い、理解できました。 

 次に、農業委員及び農地利用最適化推進委員

の役割と申しますか、業務の内容について具体

的に御説明いただきますように、お伺いいたし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  千葉農業委員会会長。 

   〔農業委員会会長千葉勝義君登壇〕 

○農業委員会会長（千葉勝義君）  農業委員の

役割は、総会等に出席し議案等を審議し、決定

することです。これに加えて、農地利用の最適

化の推進の現場活動や農業者年金の加入推進、

全国農業新聞の普及拡大等を行ってございます。 

 また、農地利用最適化推進委員は、各担当地

区において担い手への農地の集積・集約化、遊

休農地の発生防止・解消、新規参入の促進の現

場活動を行っております。それに加えて、本農

業委員会では総会において現地確認調査の報告

をいただいてございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  具体的に御説明をい

ただきました。私は、農業委員会は農地の権利

移動、担い手への農地利用の集積・集約化等の

役割の中で、農業委員としては農地の売買、先

ほど会長から御答弁ありましたが、農地の売買

及び貸し借りの可否決定、農地転用の移転決定、

これは総会の場というふうに理解していますが、

のほか農地利用の最適化計画の作成等の内容が

主体で、農業委員会法第38条に定められる農地

利用最適化推進政策改善の意見書を、毎年首長

等へ提出する業務もあると思っております。今、

農業現場は高齢化に加え、農業の担い手の減少、

不安定な米価格、畜産農家の廃業、耕作放棄地

の増加など弱り切っています。 

 農業の専門家、先ほど半数が認定農業者を占

めなければならないということを会長御答弁な

されましたが、農業の専門家認定農業者が過半

数を占めることになった農業委員会ですから、

農業現場の生の声が農政に届くと注目しており

ます。提出された意見書の内容を、かいつまん

で御答弁いただきたくお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  千葉農業委員会会長。 

   〔農業委員会会長千葉勝義君登壇〕 

○農業委員会会長（千葉勝義君）  農業委員会

法第38条には、農業委員会は必要があると認め

るときは農地等の最適化の推進に関する施策を

企画・立案し、または実施する関係行政機関等

に対し、農地利用の最適化推進施策の改善につ

いて、具体的な意見を提出しなければならない

とあります。 

 遠野市では、毎年農林水産振興大会を実施し

ておりますが、これは市、農業委員会、関係機

関、団体で構成される遠野市農林水産振興協議

会が主催して行っております。その開催にあた

り、各地区協議会から市の農林水産業の課題・

意見等を取りまとめ、市がその回答をしてござ

います。 

 このことから、農業委員会として意見は提出

していない状況でありますが、必要があると認

める場合は意見を提出してまいります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  ただいまの御答弁で

は、若干疑問が残ります。農業振興大会、確か

に各地区からの意見・要望がございます。 

 しかしながら、先ほど申し上げましたとおり

今、農業現場は本当に困り果てていると。この

ことを、農家を代表する農業者を代表する農業
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委員が、このようにしてほしいという農業に対

する目標を首長へ上げることは肝要だろうと私

は考えます。農業の専門家がそろった農業委員

会、農業者の代表として弱り切っている農業現

場の声を、行政へ届けないということは、法律

改正の意図を理解しておられないと本当に残念

でもったいなく思いますが、もう一度意見書を

提出をしていなかった理由をお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  千葉農業委員会会長。 

   〔農業委員会会長千葉勝義君登壇〕 

○農業委員会会長（千葉勝義君）  先ほども申

し述べましたけども、市が主催する遠野市農林

水産振興協議会が、それぞれ各地区で開催され

ていく、質問書を出す場合は、各地区の協議会

で質問書を提出してございますので、農業委員

会としては今後、先ほど申したとおり必要があ

る場合は、意見書を提出してまいります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  認識の相違がござい

ましたけれども、次に新たに設けられた農地利

用最適化推進委員の選考基準についてお伺いい

たします。 

○議長（浅沼幸雄君）  千葉農業委員会会長。 

   〔農業委員会会長千葉勝義君登壇〕 

○農業委員会会長（千葉勝義君）  農地利用最

適化推進委員の選考にあたっては、選考基準を

定め、選考委員により選考が行われております。

その内容については、人事案件ですので非公開

となってございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  ただいまの御答弁で

は納得がいかないところですが、先ほど農業に

熱意があるとかで会長が御答弁なされました。

これが基準ではなかったんでしょうか。そのよ

うに人事案件ということでございましたから、

次に進みます。 

 農業委員が内容に対して、農地利用最適化推

進委員は農家を訪問して農地の売買や貸し借り

の話合い、遊休農地の発生防止・解消の指導、

若者など新規農業作業者の掘り起こし、廃業し

遊休化している牛舎や、パイプハウス等農業用

施設再利用の橋渡しなど、農家周りの外業が役

割と考えます。委員が額に汗して挙げてこられ

た活動の実績についてお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  千葉農業委員会会長。 

   〔農業委員会会長千葉勝義君登壇〕 

○農業委員会会長（千葉勝義君）  農業委員会

の活動実績は、毎年、市ホームページで公表し

ております「業務報告書」のとおり、農地法等

の申請の審議を行う総会の開催、農地パトロー

ルや農地相談会の実施、農業者年金や家族経営

協定の推進、情報提供活動としての全国農業新

聞の普及や、年２回でありますが農業委員会だ

よりの発行等を行っております。 

 また、改正農業委員会法による新体制におい

ては、おおむね２カ月に１回、農地利用最適化

推進検討会を開催し、農業委員と農地利用最適

化推進委員がともに現場活動を行う上での情報

交換や課題共有等を行ってございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  農地利用最適化推進

委員の重要な役割の中では、農地集積もさるこ

とながら、耕作放棄地の解消業務というのもあ

るんだろうと思います。この耕作放棄地の解消

や遊休施設の再利用を効率的に図るには、アス

ト重点品目栽培支援事業、アスト加速化事業の

活用が有効と考えますが、会長のお考えをお伺

いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  千葉農業委員会会長。 

   〔農業委員会会長千葉勝義君登壇〕 

○農業委員会会長（千葉勝義君）  過去２年の

農地集積面積と集積率についての回答でよろし

いでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  答弁者。農業委員会の

会長、今の質問は耕作放棄地の解消や遊休施設

の再利用を効率的に図るには、アスト重点推進

品目栽培支援事業、アスト加速化事業の活用が

有効と考えますが、会長のお考えをお伺いしま

すという質問だというふうには伺ったんですけ
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ども、それで質問者はよろしいですか。 

   〔農業委員会会長千葉勝義君登壇〕 

○農業委員会会長（千葉勝義君）  議員おっし

ゃるとおりだと考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  これから耕作放棄地

解消のためにも、このアスト事業を活用してど

んどん農家を元気にしていくんだという心意気、

会長の心意気が伝わった気がします。 

 先ほど会長の答弁にございましたけれども、

令和５年度までに農地の８割を認定農業者や農

業法人等担い手に集積する計画を国では掲げ、

その役割を農業委員及び農地利用最適化推進委

員に託したと理解します。そのため、集積実績

に基づいて報酬に上乗せする予算を国では確保

しています。 

 当市は報酬上乗せ条例を制定しましたから、

農業委員等が活動しての実績、過去２年、令和

元年度は２月時点としての集積面積と集積率を

お伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  千葉農業委員会会長。 

   〔農業委員会会長千葉勝義君登壇〕 

○農業委員会会長（千葉勝義君）  先ほどは大

変失礼しました。申しわけございませんでした。 

 平成30年３月２日に、農業委員会法の改正に

よる新体制に移行し、令和２年の３月１日で丸

２年となりました。この間に、農業委員、農地

利用最適化推進委員がかかわった農地の集積面

積は、令和元年12月末現在のデータでは約28ヘ

クタールとなってございます。 

 市の集積率は、耕地面積に対する担い手集積

面積の割合で算出され、市で毎年度取りまとめ

を公表してございますが、平成30年３月末時点

で39.7％、平成31年３月末で39.8％、令和元年

12月末現在では40％となってございます。おお

むね４割のところで推移してございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  わかりました。頑張

ってはおられるんですが40％、半分程度ってこ

れは大変厳しいなというふうに思われます。ま

すますの奮起を望むところであります。 

 本市の農地利用最適化推進委員26人は、全国

でも多い数です。農地の集積・集約化を図る目

的からとの認識が必要です。農家から農地の売

買・貸し借りの白紙委任を受け、担い手集積・

集約化の再配分ができれば、作業の効率化につ

ながり、足腰の強い生産基盤が構築されると思

いますが、会長が考える農地集積・集約化促進

の具体案をお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  千葉農業委員会会長。 

   〔農業委員会会長千葉勝義君登壇〕 

○農業委員会会長（千葉勝義君）  今年度と来

年度の２カ年を集中取り組み期間として、全国

で「人・農地プラン」、県ではこれを「地域農

業マスタープラン」と呼んでいますが、マス

タープランの見直しのため地域での話合いが開

催されていきます。 

 この話し合いは、市が実施主体となりますが、

農業委員会で行った「農家意向調査」を基礎資

料として、地域の農業について向こう５年から

10年を見据えて話し合います。 

 将来耕作できなくなって耕作放棄地が発生し

ないように、今使われている農地を使えるうち

に使える人に引き継いでいく未来の農地管理を

推進するため、実施されるものであります。 

 農業委員会ではマスタープランの話し合いの

調整役として参加するとともに、農家意向調査

で売買や貸借の希望があった農家との相談を行

うなどの現場活動を行い、農地の集積を行って

まいりたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  午後１時まで休憩いた

します。 

   午後０時00分 休憩   

────────────────── 

   午後１時00分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。引き続き、一般質問を行い

ます。 

 ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 
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○４番（佐々木敦緒君）  先ほどの農業委員会

会長の御答弁で、農地集積の指針となる地域農

業マスタープランの策定に農業委員会が市と連

携して頑張ると、力強い御答弁をいただきまし

た。私も安心した次第でございます。 

 次に、昨年10月にある農業委員会会長等が農

地転用にかかわる収賄容疑で逮捕されるなど、

農業委員会内に不祥事が重ねて発生しています。

これを受け、全国農業会議所から農業委員会の

法令遵守の決議を、毎年行うよう要請があった

と承知します。 

 不祥事のいきさつ、きょうも地元紙に青森県

でしたか、農業委員会事務局の不祥事が載って

おりましたけれども、不祥事のいきさつ、その

内容についてお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  千葉農業委員会会長。 

   〔農業委員会会長千葉勝義君登壇〕 

○農業委員会会長（千葉勝義君）  この件に関

しては、他農業委員会のことであり、経緯につ

いてはわかりませんので、回答は差し控えさせ

ていただきます。 

 ただ、当市として農業委員会組織の法令遵守

の申し合せ決議について、全国農業会議所から

通知があり、令和元年12月に開催した第131回

遠野市農業委員会総会において決議し、農業委

員、農地利用最適化推進委員及び事務局職員と

もども情報共有をしてございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  ただいまの御答弁に

違和感を覚えます。どのようなことがあったか

ら法令遵守の決議をしなければならないという

ことを、調査する必要があると私は思います。

こういう事案があるから、今後、当農業委員会

としてはこういうことをしないようにしましょ

うと、これは大事じゃないでしょうか。 

 私が知り得ている中では、法令違反を是正す

べき農業委員会が、農業委員が当初から宅地と

して分譲予定の転用許可は難しいものを、資材

置き場として申請すれば許可は可能と、目的外

申請の主導等便宜を図った違反転用案件につい

ては、ネット上で把握しています。そのほかに

も、数年前、花巻市で太陽光発電の転用に伴っ

て、逮捕者が出た事例があったやにも思ってい

ます。 

 もう一度繰り返しますが、こういう案件をき

ちっと把握しないと、今後、また繰り返しかね

ない、そういう思いがありますから質問をさせ

ていただきました。 

 私は、恐らく内容等をお聞きしていると思い

ますので、それ以外の事例、今、会長は知らな

いということでしたけれども、一切、そういう

ふうな事例は承知していないんでしょうか、お

伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  千葉農業委員会会長。 

   〔農業委員会会長千葉勝義君登壇〕 

○農業委員会会長（千葉勝義君）  その件に関

しては、先ほど申したとおり私のほうからは差

し控えさせていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  国会答弁のような感

じですが、次に、市内において農地を無断で農

地以外にした違反転用的事案があるものか、お

伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  千葉農業委員会会長。 

   〔農業委員会会長千葉勝義君登壇〕 

○農業委員会会長（千葉勝義君）  田畑などの

農地を宅地など農地以外にすることを農地転用

と言います。農地を転用する場合は、事前に農

地法第４条又は５条による転用許可を申請し、

県知事の許可を受けて転用することとなります。

違反転用とは、その許可を受けないで転用した

場合を言います。違反転用においても、事前に

許可を申請していれば許可されたであろう内容

であれば、追認許可される場合がございます。 

 平成21年１月23日に出された国の通知、農業

委員会の適正な事務の実施についてにより、毎

年度農業委員会活動の点検、評価を行い、県に

報告するとともに、市のホームページで公表し

てございます。違反転用については、現在まで

ございません。 
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 また、違反転用については、７月から８月に

かけて実施している農地パトロールで市内全域

を農業委員、農地利用最適化推進委員、事務局

職員が見て回り確認してございます。なお、農

地パトロール以外にも、違反転用の疑わしいも

のについては、農業委員、農地利用最適化推進

委員、事務局職員が現地確認調査を実施し、改

善指導を行い是正が行われております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  違反転用が事後的に

認められる、先ほど答弁なされました追認許可

があると記憶します。これは、農地法を知らな

い、または親から譲り受けた土地が違反転用し

ていたという事例が少なくないことから、始末

書等が添付された案件を認めることと思ってい

ます。始末書とは、違反転用を認め、今後、同

様のことはしないとの誓約書と解します。しか

し、対象案件は悪意のない農地法を知らなかっ

た場合などに限られ、違反転用者には重い罰則

に加え、原状回復命令が原則と承知します。 

 違反転用は全国で年間8,000件、岩手県96件

と専門書に載っていました。法律の専門家から

は農業委員会違反転用野放しの批判もあります。

よもや本市ではあるまいが、現職農業委員や農

業委員経験者が、これの活用が疑われるなど、

あり得ない悪用事例も耳にします。 

 そこで、今年度本市では追認の許可申請が何

件ほどあったのか、あった場合、その内容をお

聞きします。農業委員会総会等の議事録、平成

29年９月の第103回総会までしかホームページ

上に公開されていませんでしたので、お伺いし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  千葉農業委員会会長。 

   〔農業委員会会長千葉勝義君登壇〕 

○農業委員会会長（千葉勝義君）  追認許可の

内容は、前段で申し上げたとおりでございます

が、追認許可申請件数は、平成30年度は３件で

ございます。全て県知事により追認許可されて

ございます。なお、内容についいては、回答は

差し控えさせていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  追認というのは、既

に違反転用されておったということにも値する

かと思います。 

 次に、事前通告13、14番あわせて質問とさせ

ていただきますが、「農家意向調査」、いわゆ

る農家台帳調査とも連動したと思いますが、行

われました。調査によって相続農地が未登記の

現状も確認されたと思います。今後、相続登記

の推進を進め、調査資料をどのように活用する

お考えか、お伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  千葉農業委員会会長。 

   〔農業委員会会長千葉勝義君登壇〕 

○農業委員会会長（千葉勝義君）  最初に、

「農家意向調査」についてでございますけども、

農家意向調査については、平成31年２月から主

に３月にかけて実施してございます。農家意向

調査の内容は、農業を行っているか、農業後継

者はいるか、農地を所有しているか、農地の貸

借や売買の希望はあるか、など、農家と農地の

現在と５年後の状況について調査してございま

す。 

 調査対象農家世帯数は4,933戸で、回答件数

は3,946戸でございます。回答率は80％でした。

回答いただいたデータについては、これからの

農業委員会活動、地域農業マスタープランの話

し合い活動に生かしてまいりたいと思います。 

 それから、相続未登記などの農家調査後の活

用推進についてでございますが、農地の所有者

が亡くなられた場合は、相続等により権利を取

得したことを知ったときから、おおむね10カ月

以内に相続等により農地の権利を取得した方が、

農業委員会に届け出することになってございま

す。 

 しかし、相続登記は義務ではないことや、さ

まざまな事情により相続登記がなされていない

農地があり、相続未登記や所有者不明農地を解

消するための方策については、現在、国のほう

で検討していると伺ってございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 
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   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  本市農業委員会は、

活動する農業委員会と内外から評価されていま

す。会長は、農業委員会をどのように導いてい

こうとしておられるのか、御所見をお伺いしま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  千葉農業委員会会長。 

   〔農業委員会会長千葉勝義君登壇〕 

○農業委員会会長（千葉勝義君）  まずもって、

必須事務である農地転用等の許可業務や農地利

用の最適化の推進に努めて参りたいと思います。 

 また、農業委員19名、農地利用最適化推進委

員26名の計45名の委員の方々や事務局職員とと

もに、農地を農地として生かせるように、これ

からも取り組んでまいりたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  農業振興を図る上で、

農業委員の果たす役割は大きいとの思いで質問

させていただきました。さらなるなる御活躍を

期待し農業委員会会長に対しての質問を終わり

ます。 

 次に、「遠野馬の里の」のあり方について、

市長にお伺いします。 

 田畑においては馬耕、山仕事では地駄引き、

人と馬がともに生きてきた歴史があり、千葉家

に代表される曲がり家は、往時を今に伝える貴

重な遺産でもあります。また、遠野地域は藩政

時代から名馬の産地で、「流鏑馬」など、多様

な馬事文化が現在も継承されています。その馬

文化を守り構成に引き継ぐことを目的に、平成

31年２月に策定した、馬事振興計画に基づき、

遠野馬の里に乗用馬の種雄場、種馬ですが、導

入など生産基盤の環境整備とあわせ、生産者の

飼養経費の軽減、育成調教などに努めておられ

ますが、はじめに、馬事振興計画等、一連の施

策を展開して来られての、市長の評価をお伺い

します。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  馬事振興についての私

へのお尋ねであります。 

 遠野市馬事振興計画は、これまでの「馬事振

興ビジョン」の事業を引き継ぎながら、新たに

「人的体制の充実・強化」「馬の里施設の長寿

命化」を設け、馬の生産から活用まで、馬事振

興に必要な基礎の部分を再構築させるために策

定をいたしました。 

 計画期間は、平成30年度から令和２年度まで

の３カ年という、そのような位置づけでありあ

ます。馬生産者に対する支援や乗用馬市場の活

性化、馬事イベントをいろいろ展開をしてきて

いるところであります。 

 昨年10月29日に行われた、46回目となります

「遠野市乗用馬市場」本州では、唯一遠野馬の

里で開催されております。４歳馬、３歳馬、２

歳馬合わせて９頭が完売となりまして、購買率

は69.6％、売上総額は、前年比48.3％増の1,65

3万円となりました。 

 前回、一昨年でありますけども、市場結果の

低迷を受けまして、これまで訪問していなかっ

た乗馬クラブ等に出向きながら、乗用馬市場へ

のＰＲを行うとともに、馬の里ホームページを

活用したＰＲの強化、市場運営について、馬の

里、生産者が協議を重ねるなど、一体となって

この取り組んだ結果が、この成績につながった

のではないのかなというように思っております。

まさに、やればできるという、そのような中で

の結果がこの数字あらわれたのではないのかな

と思っております。 

 また、新たな取り組みといたしまして、馬の

活用推進体制の強化の一つとして、「遠野馬の

里人的体制の見直し」、これを支援するために、

より多くの市民に馬の基礎知識を学ぶ機会と触

れ合う機会の２つを提供しながら「馬学講座」

これを開催し、馬事文化の伝承に努めました。 

 さらには、馬事振興拠点施設の保全と利用者

の安全を確保するため、馬の里施設のこの修繕

にも対応いたしました。 

 さらには、農用馬の生産基盤を整備するため

「農用種雄場」を馬の里に配置しながら着手を

しておりまして、ある程度基礎固めができたの
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ではないのかなというように認識をいたしてお

ります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  ただいま、一連の施

策を展開しての評価をお聞きしました。希望が

見えているんだというふうな御答弁というふう

に認識したわけでございます。 

 私は、その認識とは若干違った思いがありま

すので、これから順次、質問させていただきま

すが、「馬の里」は平成10年に全国有数の馬産

地遠野に乗用馬の生産と、国産馬の安定した供

給確保を目的に整備し、社団法人遠野畜産振興

公社が管理運営をしています。 

 この「馬の里」、進化まちづくり検証委員会

からの指摘に基づいて、競走馬部門は民間への

管理移行は実現されましたが、乗用馬・ホース

パーク部門については、馬事振興計画は策定さ

れたものの、市の補助金に依存しないこと、公

社の管理部局の統合など組織の見直し、効率的

で経営力のある組織体制も構築の対応は、いま

だ道半ばと受けとめます。畜産公社の経営責任

者、理事長であられます市長は、進化まちづく

り検証委員会から指摘された、「馬の里」への

対応の進捗状況をどのように捉えておいでかお

伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  「馬の里」の経営状況

の進捗状況、理事長という立場でもあるわけで

ありますけども、その立場も踏まえながら御答

弁を申し上げます。 

 競走馬部門の完全民営化、これは平成23年10

月１日に実施されまして、民間会社は、これま

で安定した経営を続けているところであります。 

 馬事文化にこだわった馬事振興ビジョンの策

定につきましては、ただいまいろいろ申し上げ

たところでありますけれども、馬事振興と教育

あるいは福祉、観光事業との連携を図り、地域

のにぎわいを創出することを目的に、平成24年

１月に策定をし、現在は遠野市馬事振興計画に

引き継がれているという経緯であります。 

 計画の策定に際ましては、給付金などを募り

ながら、市民や関係団体との協働体制を構築す

るという提言について、それぞれ、例えばでは

ありますけども、馬とのふれあい事業や馬とＳ

Ｌ銀河との並走イベントなどにつきまして、全

国乗用馬倶楽部振興協会から財政支援をいただ

くほか、遠野市乗用馬生産組合やあるいは市民

の有志の方々などの御支援をいただきながら、

官民協働によるイベントも展開をされておりま

す。 

 経営責任の明確化及び組織体制の見直しにつ

きましては、平成25年度に、専務理事２名体制

（馬の里１名、放牧部１名）から専務理事１名、

これを常務理事１名に改めました。それに伴い

まして指令系統を統一しながら、責任の明確化

を図り、就業・給与規定の一元化にも取り組み

ました。 

 さらに、公益法人制度改革の対応として、平

成25年10月１日に一般社団法人に移行している

ところであります。そのような形で、馬の里部

門の経営改革を着実に進めているという中での

今の現状でありますので、そのことを申し上げ

て答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  私の質問は、進化ま

ちづくり検証委員会から指摘された３項目につ

いてどうなっているのかということの質問でご

ざいましたけれども、改革は進めていると、改

善を進めているという御答弁ですから、この指

摘はきちっと取り組んでいるんだというふうに

理解をしました。 

 馬事振興にかかわる予算「馬の里」の施設運

営事業費として4,739万2,000円など、平成31年

度当初予算案は議会が承認しました。予算案は

私も賛成した立場から増頭対策等を話し合うた

め、複数の馬生産者宅を訪問した際に、馬の里

の管理運営の不信等、さまざまなお話をお聞き

しましたので、現地を視察し、職員からもお話

を伺い、声に秘める内容が理解できました。 
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 「馬の里」の推定収入でありますが、競走馬

厩舎賃貸料年間1,244万円、市場で買い手がつ

かなかった、乗用馬生産組合員の調教預託馬、

現在７頭しかいなく月６万円、12カ月で504万

円、乗用馬市場上場一歳馬の２週間の調教手数

料120万円、馬のセリ市場手数料100万円、公社

所有種馬4頭の交配料、年間50頭と推定し150万

円、預託当歳馬は現在14頭、管理料月２万円、

６カ月で168万円、イベントへの貸出料を含め

て合算しても、年間の全収入は2,300万円程度

と伺われます。 

 到底維持費に間に合うものではなく、人権費、

水道光熱費、飼料代、敷料代、獣医師料等が市

からの運営管理料と察しますが、厩舎はいずれ

も空き状態、柱となるはずの預託調教馬の頭数

が少なくまことに寂しい状況から、馬の里の収

入源であります預託馬受託営業の実績が全く見

えないありさまです。 

 公社所有の体験馬８頭の半数はイベント使用

が困難な高齢馬、この頭数維持には経費がかさ

むのにもかかわらず、運営を容認している経営

陣の対応には理解の範疇を超えます。預託馬が

減少すれば経費は当然下がるはずなのに、例年

同額の運営管理費を支払い続ける市当局、これ

に異論を唱える市民の声は当然のことでありま

しょう。 

 平成20年10月に確認された馬パラチフスの蔓

延防止を図るための淘汰で、減少する遠野の馬

確保対策として補償金が支払われたものの、時

同じくして馬の価格が高騰したため、補償金の

みでは購入が困難となり、これを境に遠野の馬

が減少してしまった事実とはあわせ、国内の馬

需要が後退している社会情勢の変化も読み取れ

ないのでしょうか、経営規模縮小の検討も当然

必要の中、旧態依然のまま運営を続ける対応の

甘さは歴然で、不信どころかあきれてしまいま

す。馬の里の経営状況、どのようなっておられ

るんでしょうか、お伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  馬の里の経営状況はど

うなっているだろうかという中に、質問の中に

おきまして、いろんな数字を上げて現状をその

中に話をされておりました。それぞれが一つの

現状を示しているということにつきましては、

これはしっかりと、そしてまた謙虚に受けとめ

なければならいというように思っております。 

 そういう現実をあるいは現状を全く承知して

いないかとなれば、承知を十分しながらどうに

かしなければならないという一定の期間のもと

で、この部分にも向き合っているということを

まずもって申し上げたいというように思ってお

ります。 

 この「馬の里」の経営状況ということでござ

いますけども、施設の「使用可能馬房」は41頭

馬房で、現在29頭を使用していると、そのよう

な状況にありまして、預託されている馬も、今

８頭という状況になっております。 

 競走馬部門の民営化などから、近年は経営的

には大きな赤字は計上していないものの、収支

均衡の状態はどうにか保っているという状況に

あるんではいのかなと思っております。 

 平成30年度の決算におきましては、収益事業

が230万円ほどの黒字に対しまして、公益事業

は約470万円の赤字となったという数字になっ

ております。補助金に、この収益事業の収益を

公益事業で補填しているという状況にあるんで

はないのかなというようにも思っているところ

であります。 

 収益事業と公益事業これをどのようにバラン

スをとるものに持っていくかということについ

ても大きな課題ではないのかなと思っておりま

して、補助金については、公益事業に対して交

付しているものでありまして、収支割合だけで

判断されるものであれば御指摘のとおりの一つ

の現状ではないのかなということも、そのとお

りだというように認識をいたしております。 

 これを踏まえて、遠野市畜産振興公社では３

年間での黒字化を目指すという一つの方向で、

公社経営の安定化と基本的な組織体制の見直し

及び職員の処遇改善を目的とした「経営改善計

画」を策定をいたしているところでございます
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ので、この運営の根幹となる人材を計画的に採

用しながら、収益事業の拡大を目指すという方

向の中で、努力をしてまいりたいというように

考えているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  預託頭数の激減にも

かかわらず、職員は旧来どおり７から８名を雇

用、季節業務、牛の放牧時や粗飼料収穫時の繁

忙期には、畜産振興公社間の人事交流など、コ

スト低減も進化まちづくり検証委員会からの指

摘です。残念ながら現場は縦割りで、指摘が生

かされている様子は全く伺われません。 

 馬産地遠野を後世に伝える役割や、観光や畜

産振興の使命があるにせよ、現状の「馬の里」、

畜産振興公社による管理運営には疑念を覚えま

す。「馬の里」に21年間で管理運営費10億円近

い税金をつぎ込み、どのような効果が生まれた

のでしょうか。 

 昨年の３月定例市議会では、放牧部門につい

て一般質問しました。市の担当者は一所懸命改

善計画に取り組んでおられると評価する中で、

残念なことに他市へ放牧されている牛の呼び戻

しや農家の信頼回復など、畜産振興公社の努力

の跡が見えてきません。 

 市長は、御自身が管理する経営責任者として、

「馬の里」を、そしてそれを管理する畜産振興

公社の運営をどのような方向に導き、改善して

いこうとしておいでか、御所見をお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  文字どおり時代が刻、

一刻変わり、社会経済情勢、国内外の情勢も大

きく変わっているわけでありますから、それに

しっかりとこの馬の里事業あるいは畜産振興公

社の事業も向き合っていかなければならないと

いうことは、言うまでもなく当然であるわけで

あります。 

 この「馬の里」あるいは当市の馬事振興の一

つの拠点としてのこの事業を考えれば、これは

まさに、先ほど申し上げましたとおり、公益的

事業と収益的事業をどうするのか。それから馬

の里部門と放牧部門をどうするのか。であれば

馬の里部門のほうであれば乗用馬あるいは農用

馬、そのような、もう一つは競走馬という部門

をどのような形で一つの馬事文化、馬事振興と

いう中でくくるのかっていうところが、やはり

一つの課題ではないのかなというように認識を

いたしているところであります。 

 畜産振興公社、大きくくくれば放牧もあるい

は馬事も馬も一つの畜産振興ということになる

わけでありますけども、その立ち位置がちょっ

と違うというところの整合性をどうとっていく

のかということも考えなきゃならない。 

 しかし、冒頭申し上げましたとおり、時代が

変わりさまざまな流れも大きく変わっていると

いうことになれば、遠野とすれば馬事振興、そ

して畜産振興というくくりの中で畜産振興公社

のあり方、また畜産振興公社の進むべき一つの

道筋といったようなものを、進化まちづくり検

証委員会の中でさまざまな提言をいただいたこ

とを踏まえ、そして、また、それに伴う経営改

革あるいはいろんな見直し、これをまさに休む

ことなく進めながら、一つのあるべき姿を見出

していかなければならないんじゃないのかなと

思っておりまして、そのためには思い切った発

想の転換も、やっぱり求められるのではないの

かなという部分の、一つのいい意味での緊張感

を持って、この「馬の里」あるいは大きく言っ

て畜産振興公社、さらにはもっと大きく言えば

遠野の産業振興、その産業振興の中にあっても

馬事振興ばかりじゃない。 

 まさに観光、福祉あるいは教育といったよう

な部分の中でどう位置づけなければならないの

かということを考えていかなきゃならないとい

う中で、多くの皆様の御指導と、また御教示も

いただきながら、この改革をしっかりと進めて

まいりたいというように思っているところでご

ざいますので、よろしくお願いを申し上げたい

と思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 
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○４番（佐々木敦緒君）  ただいまの御答弁、

改革を時代の波に乗り遅れないように進めてい

かなければならないと、心強い御答弁をいただ

きました。ですが、私は馬の里を管理する「畜

産振興公社」も「遠野ふるさと公社」同様、多

額の公金を注がなくては立ちゆかない状況から、

今後も注意深く調査する必要があると思ってい

ます。 

 私は第三セクター、公共サービス提供の面が

あるにせよ、公益性があるにせよ、経営のプロ

として独立採算を目標に頑張ることが重要と考

えます。今、市で実施する指定管理者制度は、

運営管理料が毎年保証されることから、管理を

受託する側に甘えが生じ、経営が不安定となる

ことが特徴です。私は委託方法の改革時期を誤

ってはいけないと思っています。 

 市内各施設の指定管理料、総額御存じでしょ

うか。今の市政、施設を設けては管理運営事業

費「指定管理料」を定番で支払い、経営難に至

れば経営改善計画と称して、管理運営予算を増

額提案する姿に、税を扱う者としての資質の低

さと問題解決を図る手段選考の軽さに落胆しま

す。 

 人口の減少からますます地方交付税や市民税

等、税収が減少してきます。このままでは、遠

野市の教育、福祉、土木、農林水産業等の予算

は年々減額に追い込まれます。「子育てするな

ら遠野」、しかし、必要な財源を保有しなけれ

ば空論で終わるでしょう。 

 指定管理者制度を持続する考えなら、公社等

は市からの運営管理費に依存しない民間企業同

様の経営体の構築が必須と思います。市長のお

考えをお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほど時代の流れある

いは国内外の経済状況、さまざまな仕組みの流

れ、これをしっかり受けとめた一つの中で改革

を進めなければならないということを申し上げ

たところであります。 

 したがいまして、この一般社団法人畜産振興

公社のあり方等につきましても、そのような視

点の中で、やっぱり見直し改革を進めていかな

ければならないかというように思っております。 

 そこで、遠野の馬事振興、さらにはこの産業

振興という大きなくくりの中で考えれば、馬、

放牧、馬事振興と畜産の牛のほうの一つの放牧

のほうの部門と、どのような整合性をとった中

で畜産振興公社を位置づけなければならないの

か。 

 となれば、先ほどの繰り返しの答弁になりま

すけども、馬の里の競走馬、乗用馬といったよ

うな部分と、もう一つは馬力大会でも象徴的に

示されるように、農用馬といったようなものを

どのように保存、継承、そしてその文化を守っ

ていくのかということも、もう一方においては

考えていかなければならないという、そのよう

なところの中で遠野馬の里、遠野市畜産振興公

社というものは、その中にあるんではないのか

なというように思っておりますから、民間の一

つのノウハウあるいは民間のさまざまな経営の

一つのノウハウ、馬と通じながら、したがいま

して、畜産振興公社のほうの理事のほうに、中

央馬事団体、あるいは全国のそれなりの力のあ

ります乗用馬クラブなどの関係者にも参画いた

だきながら、そのような、今質問の中にありま

したような、一つの経営の望ましいあり方とい

ったものにつきまして、やはり人とその作業を

私自身は急がなければならないのかなというこ

とを認識しているところでありまして、流鏑馬、

これも大変なレベルの高い流鏑馬であります。 

 それから一方においては、馬力大会もあれだ

けの多くの方々を感動させるという一つの大き

な文化がその中にあるわけであります。そうし

ますと、その中には観光振興なり交流人口の拡

大なり、そのようなものを見出すことができる

ことになるわけでありますから、そのような大

きな遠野ならではのイベントを支えているのは

誰かとなれば、まさに生産者の方々であり、ま

た、馬の里の関係者の方々であるということも

踏まえて、やはりしっかりとした市としての考

え方を持ちながら、この改革に臨んでいかなけ
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ればならないというように認識をいたしており

ますので、その認識を申し上げて答弁といたし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  前向きな御答弁に馬

の里、畜産振興公社、改革をされて改善されて

いくんだなというふうに希望を胸にしたところ

であります。 

 それでは、公社再建の一例を紹介します。 

 愛知県長久手町、第三セクター食と農の広場

「あぐりん村」、運営面の責任者となる支配人

を全国から募集し配属。経営責任者の理事長に

は副市長を据え、市長は公務に専念する体制で

臨み、株主に余剰金を配当するまでに経営改善

された現実を目の当たりにしました。 

 農家から預かる農産物等の取り扱い手数料は

現在15％だそうでありますが、最低賃金法が改

正されたことに伴い、18％に改正の予定で生産

者と協議しているなど、すばらしい経営観念も

学ぶことができました。 

 そこで「馬の里」、生産者が激減している現

実、さらには乗用馬市場低迷の現状からすれば、

競走馬厩舎同様、馬飼養の経験豊富な農家もし

くは民間企業へ全面移行ないしは委譲を本気で

検討する時期と考えます。決断しかねる場合で

も、最低限理事長職の選任に加え、馬業界に知

名度があり、全国から預託馬を募ることができ

る手腕と能力を有する人材の登用など、運営体

制刷新の決断が必要ではないでしょうか。市長

の御所見をお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  繰り返しの答弁になり

ますけども、時代の流れといったものにしっか

りと向き合っていかなければならない。 

 日本経済の動向なども含めながらということ

になれば、長久手の事例が、今、紹介がありま

した。私もその状況はよく承知をいたしており

ます。進めているんだなと。やっぱり、そうす

ればできるんだなということも、その事例の中

に見出すことができるわけでありますけど、そ

れはそっちだ、うちはうちだということにはな

らない。 

 そのようないい好事例の中から、やっぱり遠

野とすればどうするかっていうことをやっぱり

進めていかなければならない。そのための決断

をし、また、きちんとした進行管理をしていく

のも、私の責任の一つではないかというように

思っているところでございますので、今、質問

の中でいろいろ述べられておりました一つの事

例あるいは一つのあり方、あるいは一つの進め

方等につきましては、十分に参考にさせていた

だきながら、改革により一層緊張感を持って取

り組んでまいりたいというように思っておりま

すので、よろしくお願いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  観光客の誘致、交流

人口の拡大、どれも重要ではありますが、何に

も増して大事なことは、市長が常日ごろ口にす

る身の丈、時の流れに逆らわず、馬の里も含め、

第三セクター各施設を順次、経営力に優れる市

内外の土建業者や製造業、サービス業等の民間

企業に委託もしくは委譲し営業することで、市

内の企業等も潤い、遠野市が活性化すると私は

考えます。いかがでしょう、本気で検討が必要

な時期ではないでしょうか。 

 成功事例として、競走馬育成部門の民間経営

の移行、さらには、つい最近まちなかでも「伊

藤家」で生まれたのではないですか。指定管理

委託している各施設を民間等への委託で得られ

る財源の一部を遠野の馬増頭対策事業として、

新規参入者を含めて競走馬、農耕馬の導入費補

助や、観光者向けの市内馬車運行、先ほど市長

が御答弁の中で申し述べておりましたが、馬力

大会、ホーストレッキング、流鏑馬等のイベン

ト予算を増額するなど、遠野ならではの馬事事

業を確立し、内外に発信する。こうした施策に

より「永遠の日本のふるさと」、田園地帯に馬

が歩く、自然体の遠野がよみがえる。これこそ

が身の丈に合った、市民目線に立った、本田敏
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秋市長の馬事振興と私は考えます。 

 これをもって、３月定例会、私の一般質問を

終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  次に進みます。７番菊

池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  遠野令和会の菊池美也

です。小学校６年生の社会の授業の中に、暮ら

しの中の政治という単元があります。この授業

の目当ては、市区町村の政治の働きと住民生活

とのかかわりについて理解を深めること。暮ら

しの中の政治のテストの２つの問いを紹介させ

ていただきます。 

 １つは、空欄になっている括弧の中を記述式

で穴埋めする問でございます。国や都道府県市

区町村は、国会で決められた「括弧空欄」に基

づいて政治を行っている。国や都道府県市区町

村は、国会で決められた、「ホニャホニャ」に

基づいて政治を行っている。この括弧に何が当

てはまるか。答えは「法律」です。国や都道府

県市区町村は、あくまでも法律に基づいて政治

を行っています。立法でもなく、司法でもなく、

ここにジレンマを抱えてしまうケースも出てき

てしまう。 

 ２つ目は、選択の問題です。市区町村の政治

には、どのような働きがありますか。次の中か

ら１つ選びましょう。選択肢Ａは、人々が税金

を納めることを助ける働き。Ｂは、人々を外国

に行きやすくする働き。Ｃは、人々のよりよい

暮らしを実現する働き。税金を納めることを助

ける。外国に行きやすくする。よりよい暮らし

を実現する。明らかですよね。Ｃが正解です。 

 政治には、よりよい暮らしを実現する働きが

あります。市区町村の政治の責任はその首長だ

けではなくて、市区町村議会も、そしてその議

会を構成する市区町村議員も背負っています。

私の質問と市長の答弁から、少しでも暮らし向

きがよくなったなあと実感できるような政策の

方向性を導き出したいと願いつつ質問をさせて

いただきます。 

 客観的データに基づいた経済分析による地域

振興策の展開について、地域の経済を盛り立て

る上で課題となっていることは何だろうか、そ

の課題を市民とともに解決に導くための市長の

考えについて伺ってまいります。 

 平成26年に安倍改造内閣が発足するとともに

打ち出された「地方創生」。国・自治体が一体

となり、全国各地で地域経済再生政策が繰り広

げられてまいりました。企業誘致を通じた雇用

創出や観光産業の振興は、その典型的な事例で

しょう。しかし、全国でのそれらの成功事例と

される中には、これから述べるようなことが実

際には見受けられます。 

 例えば、Ａ市の場合。先端企業Ｘを中心とし

た企業城下町のＡ市。地元経済を支える存在で

あるＸ社へは市も積極的な助成を展開。その成

果もあってＸ社の業績は好調で地域の雇用も安

定。にも関わらず地域経済は低迷を続けており、

市民にも豊かさの実感はない。 

 例えば、Ｂ市の場合。市による積極的なＰＲ

作戦が奏功し、観光政策の成功事例として知ら

れ始めたＢ市。ここ数年、観光入り込み客数は

右肩上がり。一方で、Ｂ市が重視している住民

の平均所得には変化は見られない。決して遠野

のことではありませんよ。あくまでも一般論と

して述べさせていただきました。例として挙げ

たＡ、Ｂの両市に起こっていることは地域経済

振興の難しさを物語っています。全国約1,700

ある自治体の多くが感じているのであろうと想

像をしています。 

 市長は、地域経済振興の難しさについて、ど

のような認識をお持ちでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  菊池美也議員の一般質

問にお答えを申し上げます。 

 一問一答方式におきまして、地域経済の一つ

の展開の難しさと、これは本当に今の御質問の

中にありましたとおり、大変難しい課題を抱え

ているんじゃないのかなあというように思って

おります。 

 明確な一つの方程式のないままに、さまざま
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な形でそれぞれの市町村が、どうすれば地域の

経済の活性化、特に人口減少、少子高齢化とい

う流れの中にどう向き合うのか、高速インフラ

をはじめ、さまざまなインフラ整備されてきて

いるという状況の中に、それぞれの市町村がと

いうことになるわけであります。考えてみれば、

地方と都市のこの問題がやっぱりその中に一つ

位置づけられるのではないのかなというように

思っております。 

 かつてと申しますか、この戦後75年近くなる

わけでありますけども、戦後から高度成長まで

の中で何があったかとなれば、まさに夜行列車

と申しますか、就職集団列車というものが走り

ました。それに基づきまして集団就職列車によ

りまして、多くの地方の若者が都市へ、都市へ

と流れていった。これが一つの国家プロジェク

トでもあったわけであります。そういうような

ことが半世紀前近くにそのようなものが展開さ

れていったということも、また改めて思い起こ

さなければならない。 

 その反面、都市での過密化が進み、公害など

のような問題も起こし、そしてさまざまな課題

がそういう中に、そしてもう一方においては、

地方においては過疎という問題がそういう中に

生じてきたというそのような中にあります。高

齢化や人口減少の課題に現れた。 

 私も時々話をしているわけでありますけども、

昨今は余り聞かなくなりましたけども、限界集

落、消滅集落、まさにはその中には地方消滅と

いう言葉まで飛び交ったという、そのような経

過もありました。まさにそのようなことを踏ま

えれば、この地域経済の振興の難しさに関しま

しては、このような経過をどうとらえるのか、

高度成長あるいはバブルという大変な時代の中

で、みんながおかしくなってしまったという時

代もあったわけでありますけども、バブル期と

いったものの教訓を、あるいは高度成長時代の

教訓といったようなものをどのように生かすの

か。 

 あるいは海外におきまして、高い成長を示し

てきております一つのいろんな、今では開発途

上国という言葉も聞かなくなりました。それぞ

れが大きな経済成長を遂げながら、要するに相

対的な成長が実感できない、そのような課題も

出てきているわけであります。先進国、後進国

という言葉も今はなくなってきております。 

 そのような中で、この地域経済に対する一つ

の認識といたしましては、経済が成熟し、新た

な投資の機会が減っているというだけで、長期

的な低成長もしくは停滞期を迎えているのでは

ないかなということも、いろんな評論家の方々

などもそのようなことを申し上げ、話している

ということも承知をいたしております。 

 経済の低迷や成長力の低下、さらにはグロー

バル競争の激化など経済環境の厳しさが増し、

先行き不透明感あるいは閉塞感が広がっている

のではないのかなというような指摘も耳にいた

します。 

 そういった状況下の中で、企業、社員、個人

事業者など関係各位の努力もありまして、これ

は地域経済という視点の中でちょっと申し上げ

ますけども、遠野市の中での一つの中で数字を

申し上げますけども、合併した平成17年度当時

の個人市民税に係る総所得金額が247億円（納

税者１人当たりが５万3,000円）に対しまして、

平成30年度は256億円（納税者１人当たり８万2,

000円）という形で増加をしておりまして、少

なくとも本市の地域経済に少しずつでも確実に

成長しているという数字の中に見出すことがで

きるのではないかなあというように思っており

ます。ただ、この部分の数字が、少し247億円

が256億円にふえたということだけでもって、

そのようなことは、だけども、少しずつではあ

るけども確実に成長しているという捉え方はで

きるんじゃないかなあというように思っており

ます。 

 ただ、過去の高度成長期とバブル期と比べれ

ば、その部分のあれは、特に額が少なくなって

きているわけでありますから、特に、この遠野

におきましては周辺の花巻・北上地域と比べて、

非常にパイが小さいわけでございますので、今

後ともこのようなことも踏まえながら、この地
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域経済の活性あるいは成長していく一つのなか

なかそれが、このように今数字を申し上げたわ

けでありますけども、実感としてはなかなか捉

えられないんじゃないかなと。統計的な数字は

そのように示しているけども、実感としては捉

えることができないのではないのかなという、

一つのジレンマにあるということも正直に申し

上げまして、ちょっと長くなりましたけども、

答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  過去の国策であるとか、

国全体の話、それから世界観に渡る認識を答弁

いただきました。いずれにしても、思うような

難しいんだよという認識だと思います。 

 自治体による地域経済振興策が、思うような

成果を上げられない理由は何だろうか。大きく

は私の中の考えですよ、３つ理由があるんでは

ないかなあと思います。第１に、現在広く重要

性が理解されているはずのＥＢＰＭ（エビデン

ス・ベースト・ポリシー・メイキング。証拠に

よる政策立案）が徹底されてこなかったこと。

地域経済を定量的に分析する事例が少なかった

んじゃないか。第２に、地域経済を鳥瞰的に捉

える視点が少し足りなかったこと。そして、最

後に、第１と第２の理由を踏まえた施策が導か

れなかったこと。 

 自治体の政策決定の過程では、地域の実情を

よく理解している分、知りすぎている分、固定

概念や思い込みのバイアスが働くケースが少な

くありません。一つの企業あるいは一つの産業

に支援が傾くなどは、その典型的な事例だと思

います。 

 このことは、第２の鳥瞰的な視点がなかった

ことにも関係しますが、地域経済を振興させる

には生産・分配・支出の３つで構成される経済

循環の全体像を捉える必要があります。これま

では、生産の分析に偏り、分配や支出の視点が

足りなかったんじゃないか。分析に必要なデー

タがそろっていなかったという事情も確かにあ

るでしょうが、それでは病状を調べずに処方箋

を出すようなものです。 

 企業城下町のＡ市、誘致企業のＸ社は東京資

本の大規模工場であり、地域企業との取引は少

なく、売り上げの多くを本社が回収してきた。

つまり経済循環の観点では生産から分配の段階

で市外流出が起こり、市内の支出には回ってい

ない構造である。この弱みを解消するには、新

たに地域企業との連携強化に助成を行うことで、

生産から分配の流れを補強する。さらには地域

金融機関を通じた融資を強化して、支出から生

産への流れを強める支援策が有効と考えられる

でしょう。 

 観光振興に力を入れるＢ市の場合は、市外資

本の商品やサービスに依存した構造が支出の市

外流出を招いていた。この場合は市内での商品

の開発、製造に助成を行い、支出の流出をとめ

る施策が有効となるでしょう。単に、誘致企業

を支援して生産面を強化したり、観光客数を増

加させたりする施策は地域振興策にとって、あ

くまでも必要条件の一つにすぎません。 

 自治体による地域経済振興策が、思うような

成果を上げられない理由、原因は何なのか、そ

の解決策はあるのだろうか、市長はどのように

考えますか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま質問の中で述

べられている一つのポイントは、極めて我々脆

弱な地方自治体においても、大事な視点ではな

いのかなというように捉えたところであります。 

 この地域経済の成果をどう捉えるのかと、こ

のような中で、これから令和２年度の予算など

も活発な議論が展開されるわけでありますけど

も、今のような論点をしっかりと踏まえながら

の議論をしていかなければならないのかなとい

うことを、改めて感じたところであります。 

 国は申し上げるでもなく地方分権の旗を掲げ、

市町村に自立と自己責任を求めてきております。

しかし、その反面、一方においては一極集中が

進み、大都市と地方の格差が依然縮まらないと

いうような、そのような状況にもあろうという
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ことは御案内のとおりであります。 

 自主財源の脆弱な小規模な市町村が、地域経

済振興策を実施しようとするときに、国・県・

市町村といった垂直構造の一つの枠組みの中で、

ひも付き財源の縛りからなかなか抜けきれない。

まあ、一つの例でありますけども、社会資本整

備総合交付金という市町村長が使い勝手のいい、

そのような極めて運用幅の多い交付金の中で、

市民の安心・安全のためのそのようなインフラ

整備をしっかり行っていこうと。 

 その中で生活に身近な道づくり事業を、地域

住民の皆様のしっかりとした創意を踏まえなが

ら、優先順位を決めながら計画的に進めていこ

うというような中で取り組んでまいりました。

これも、社会資本整備総合交付金という採択率

が非常に低くなってきておりまして、なかなか

この国・県・市町村という縦割りの中における、

その裁量の余地が少なくなってきております。 

 自主財源、そして、さらには裁量という言葉

があるわけでありますけども、その中におきま

して、その縛りからなかなか抜けきれないその

ような現状にもある。だから、先ほど申し上げ

ましたとおり、ジレンマにあるということもそ

のようなことを率直に申し上げたわけでありま

す。まさに、一つの制度の壁があり、組織の壁

があり、意識の壁は依然として高いものがある

という現状の中にあるわけであります。 

 しかし、ただ、そのように他人事のように言

っていていいだろうかという中におきまして、

特に、国レベルで進めてまいりました平成の合

併、いうところの合併前・合併後、そしてしっ

かりとした総括ができたのか。さらには、その

合併が一つの途上であったまちづくりの途上で

あったときに起きた大震災、東日本大震災、震

災前、震災後という一つの位置づけの中で、か

つては震災前は考えられなかったというよりも、

かなりハードルが高いだろうと思っていた釜石

自動車道が全通、さらには、私自身は不可能だ

と思っておった立丸トンネルなどが一つの整備

を見たという中で、大きく状況が変わったと、

これをどう生かすのかということが、やはり地

域経済の活性化にとっては極めて大事な、我々

のまさに裁量と知恵が問われているんじゃない

のかなというように思っております。 

 これまで国・県に対して何度も足を運びなが

ら要望してきたものが、順次、形となって表れ

てきている。今後は、それをどう利活用するの

かということが問われているということになろ

うかというように思っております。 

 これは、ひとえに言えば地域経済の活性化振

興を、成果をどのようにそこに位置づけるのか

ということになろうかというように思っており

ますので、このことを一つの現実と踏まえなが

ら、どうしようか、どのように持っていこうか

ということについての果敢な挑戦も、また必要

ではないのかなというように思っております。 

 行動、行政評価の導入、総合計画では「まち

づくり指針・指標」の設定、さらには「重要業

績指標」といたしまして、いうところのＫＰＩ

といったようなものも位置づけながら、段階的

に取り組んできております。 

 その中で、３つのポイントということであり

ました。３つの課題提起が今の質問の中で述べ

られました。ちょっと前置きが長くなりました

けども、述べられました。このＥＢＰＭという

一つのエビデンス・ベースト・ポリシー・メイ

キングというこの頭文字をとってのＥＢＰＭ、

これは客観的な一つの証拠（エビデンス）を活

用して、効果的な政策の決定と運営を目指す取

り組みとして、特に、欧米など先進国ではこの

考え方を取り上げているということであります。

このことについてはいろいろ質問の中でも述べ

られておりました。 

 国内では、平成29年に国の統計改革推進会議

報告書におきまして、この証拠に基づく政策立

案「ＥＢＰＭ」をこの推進体制の構築が示され、

内閣官房行政改革推進本部から「ＥＢＰＭの推

進」を公表しているところであります。 

 この辺は、私どもにもしっかりと情報が伝わ

っております。いうところの政策目的を明確化

させ、その目的に向かって本当に効果の上がる

手段が何なのか、政策の基本的な枠組みをこの
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証拠に基づいて明確にするための取り組みとい

うことになろうかというように思っております。 

 この問題などは、先ほどの佐々木敦緒議員の

公社改革の問題などにも、しっかりと位置づけ

なければならないようなそのような一つの問題

として認識もいたしているところでありますけ

ども、昨今はさまざまな統計の活用が可能とな

りまして、政策評価の手法が日々改良・進展し

ているという中にありますので、市の政策と効

果の因果関係などを分析し、どう説明していく

か、総合計画審議会の有識者の方々ともしっか

り議論を深めていかなければならない。もちろ

ん議員各位ともしっかりとその部分の議論を深

めていかなければならないということは、当然

であります。 

 それから、第２の鳥瞰的な視点をもってとい

うことにつきましては、これも同様に感じてお

ります。よく言う「鳥の目を持ち、そして虫の

目でもって」というようなそのような言葉があ

るわけでありますけども、その辺の一つの視点、

目の持ち方、これもしっかり持たなければなら

ない。 

 多角的な視点が必要ではないのかなというよ

うに思っておりまして、こういった議論を進め

る上で、よく言う総論、各論これをどのように

言うところの冷静に仕分けをしながら、よく言

う総論賛成、各論反対、各論賛成、総論反対よ

くあるわけでございますけども、その辺の取り

組みをしっかりと示していかなければならない

のかなというように思っておりまして、いうと

ころの款項目別に示す予算案といった一つの提

案の仕方をしているわけでありますけども、ま

さに虫の目でしっかりとしたこの情報を多角的

に集めながら、鳥の目で俯瞰的に状況を見つめ

ながら議論をしていくという、そのプロセスを

お互いに意識していかなければならないのかな

ということも、先ほどの質問をお聞きしながら

感じたところであります。 

 また、第３につきましては、これまた同様で

あります、本市の政策立案を担当する総務企画

部のほうに統計担当を配置するなど体制整備を

努めてきたところでありますけども、地域経済

の振興のみならず、市の施策におきましてある

いは立案におきまして、「なぜ必要なのか」こ

れは総論でありますね、「どう進めるのか」こ

れは各論ということになりますね。 

 そのような中で、これは統計が欠かせない統

計学という学問もあるわけでありますから、統

計が欠かせない。そのためには、やはり職員の

情報活用能力、データ分析能力の向上を図らな

ければならない。 

 まさにネット社会でありますから、それをし

っかりと受けとめて分析をしながら、一つそれ

を生かすというような能力の向上を図っていか

なければならない。そのための人材も確保して

いかなければならないという部分の中で、やっ

ぱりこの３つのポイントをしっかりと踏まえな

がら、地域経済の振興、産業の振興、国が何も

してくれない、県が何の対応もしてくれないと

いうことをぼやいていてもはじまらないわけで

ありますから、このような一つのポイントをし

っかりと見つめ、過去の歩みが今いる我々に何

を示しているのか、何を教訓として突きつけて

いるのかということを踏まえながら、もう一方

においては20年、30年を、遠野をどのように持

っていくのが一番望ましいだろうか、またどの

ような一つの構造をつくっていったらいいだろ

うか、そのためにはやっぱり人材養成をどのよ

うに持っていったらいいだろうかということも

踏まえながら、やっぱり取り組んでいかなけれ

ばいけない課題が、今の御質問の中に盛りだく

さんの中に盛り込まれていたのではないかなと

いうように認識したところでございますので、

私の所感の一端を申し上げまして、答弁とさせ

ていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午後２時10分 休憩   

────────────────── 

   午後２時20分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き、会

議を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。７番菊池美也
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君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  行政の産業政策の視点

は、地域内でなるべく効果的に資金を滞留、循

環させ、極論を言えば、誤解を恐れずにいえば、

結果として、税収増に結びつけることになりま

す。しかしながら、従来の経済産業政策が市民

個々人の豊かさにうまくつながっていないとい

う問題意識が私にあります。市長はどう考えま

すか。 

 20年後30年後の政策をどう持っていくかは、

過去の歩みが何を示しているのか認識しなけれ

ばいけないという答弁が先ほどありました。こ

れまで取り組んできた一連の地域経済振興策に

ついて効果をどのように捉えているのか、伺い

ます。 

 一番最初の質問で、合併当初と平成30年度の

納税、１人当たりの比較の数字は示されました

が、それ以外の効果をどのように捉えているの

か、伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この地域振興策をどう

図るのか、どのように進めるのかということは、

本当にこれはなかなかしっかりとした答えの見

出せない、一つの構造的なジレンマの中で、全

国の各市町村、特にもう脆弱な市町村にそれに

向き合ってんじゃないのかなというように思っ

ているわけであります。 

 この従来のといえば、第２ステージをつくろ

う、新たな令和の時代にふさわしい少子高齢

化・人口減少社会に沿った新たなステージをつ

くろう、新たな仕組みをつくろうという中で、

いろいろ議員各位からも御指導いただきながら

取り組んでいるわけでありますけども、この従

来の地域活性化という一つの言葉で定義づけた

場合におきましては、自治体がイベントを仕掛

け、人が集まって、要するに私は何度もいつも

話しているわけでありますけども、何人参加し

たかというだけで、いうなれば、成功しました

で終わってしまっているという一つの中にある

という、これもジレンマの一つでありますけど

も、そうじゃないだろうと、どういう方々が来

たんだと、客単価としてどのような波及効果が

あったんだというようなところも、もう少し丁

寧な分析をしなければ、次のイベントに持って

いけないぞという話をするわけでありますけど

も、なかなかそこに持ち込めないという一つの

ジレンマの中にありまして、前年対比何％集ま

ったんでまず成功でございました、よかったで

終わってしまっている部分が、これは率直に自

分も含めてでありますけども、反省もしなきゃ

ならない、一つの取り組みを、その中にもある

んじゃないのかなというように思っているとこ

ろであります。 

 しかし、このイベント消費型という一つの言

葉の中にあるわけでありますけども、イベント

は、目に見やすく、成果も説明しやすい、そし

て、いうところの瞬発力もあり、多くの関係者

の賛同も得やすい、そのような一つの言葉の中

で、その効果といったものを示しているわけで

あります。 

 しかし、その反面、消費型のために投入され

た人、物、金が、その次にどのように地域に循

環されているのかという部分は見えにくい部分

もあるということが、今の御質問の中にも一つ

指摘されたのではないのかなというように思っ

ております。 

 産業振興の施策は、いうなれば回り回って、

そして、最終的には税として市に戻ってくると

いう、そのような一つのことを考えなければな

らないんじゃないのかなと思っております。 

 私のほうから申し上げるまでもなく、市町村

の税の一つの税財産として大きなものは住民税

と固定資産税があります。個人または法人の所

得が伸びると住民税がふえ、市内の資産がふえ

ると、今度は固定資産が伸びてくるという仕組

みになっていることは御案内のとおりでありま

す。 

 地域振興策の成果については、税収と結びつ

けて捉えたときに、所得課税、これはフローと

しての住民税と固定資産税、固定課税、所得課
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税と固定課税、所得課税はフローとして捉え、

資産課税は、これはストックとして捉えること

ができると対しまして、この固定資産税の推移

については、総合計画まちづくり指標の成果で

も一部示しているとおり、総じていずれも伸び

てきているという状況にあります。 

 またこの産業振興条例、これは議員各位の御

理解もいただきまして、平成30年３月に議会で

承認、可決をいただきました産業振興条例、こ

の施行後、地域内のこの資金をなるべく滞留さ

せ、循環させる金融支援などとして、目に見え

にくくて、持久力を必要とするその施策を講じ

てきました産業振興条例におきまして、それぞ

れ滞留、それから、循環させる金融支援など、

そのようなものにも対応してまいりました。昨

年10月の消費税率引き上げに伴いまして、設備

投資の減少が懸念されましたが、市内の中小企

業の設備資金の新規貸付額が３億円を超えまし

て、一定の投資効果につながったのではないの

かなと思っております、この産業振興条例が。 

 そのことを踏まえますと、遠野市が取り組ん

でまいりましたこの遠野、いわゆる地方経済振

興策は、景気の下支えの役割を果たしていると

いう部分が、この数字の中から、かすかにでも

ありますけども、手応えとして見出すことがで

きるんじゃないのかなというように思っており

まして、やはりその辺をしっかり踏まえた、こ

れからの施策の展開を図ってまいりたいという

ように考えているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  これまでの一連の経済

振興策については、景気の下支え、かすかなっ

て言いました。その手応えを感じているという

ことでございました。大きなものに変えたいん

です、せっかく取り組むんであれば。 

 なぜ産業振興策がうまくいかない。その原因

は何なのか。ＥＢＰＭではない、それから鳥瞰

的な視点がないという、私と市長の認識は一緒

のようです。自治体の経済政策を取り巻く環境

は大きく変化し、例えば、立丸、釜石道、道路

事情のあるいは産業構造の変化などにより、従

来の取り組みが必ずしも地域経済の成長につな

がらなくなっている、つながりにくくなってい

るという現実があろうかと思います。 

 近隣市町村の大型ショッピングセンターや

ロードサイド店の出店によって、地域で生まれ

た所得が地域外に流出する構造が加速していま

す。この結果、経済政策の成果を地域住民の豊

かさにつなげにくい状況が生まれている。真に

政策の実効性を上げるためには、経済循環の視

点から、いま一度地域経済の健康診断を行い、

その分析結果に基づいた政策、証拠に基づいた

政策を実施することが重要と、市長も私も同じ

思いだと、今までの質疑の中で感じました。 

 その地域経済の精密な健康診断には、自治体

単位の正確な基礎データが必要となります。地

域経済循環分析という国・環境省が推奨してい

る新たな地域経済の分析手法があります。生産

（販売）・分配・支出の３つの側面で各自治体、

市とか町とか、村あるいは圏域の経済構造を捉

えるのが基本的な特徴となっております。生産

とは、地域の企業や事業所が稼いだ所得、この

所得は家計や企業に分配される。分配された所

得は、消費や次の生産・販売に向けた投資とし

て支出される。これが経済の流れです。現実の

地域経済では、国や都道府県からの補助金や交

付金といった財政移転、さらには地域外からの

投資なども生じています。所得の流れによって、

地域の経済構造を俯瞰的に捉え、地域内の経済

循環を促す強みと、逆に循環を遮ってしまう弱

みを把握し課題を捕らえるために開発された手

法です。 

 市外から所得を稼いでいる、強みがある産業

は何か。遠野の企業が得た所得が市民の所得に

なっているか。市民などの所得が遠野で消費さ

れているか。市内企業などの所得が遠野に投資

されているか。遠野の所得が市外へ流出してい

ないか。このような生産・分配・消費・投資・

域内収支の視点で数値を解釈するような分析は、

遠野としてこれまで手がけたことがなかったよ

うでございます。 
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 地域経済を鳥瞰的に捉え、証拠をもととした

政策の立案、証拠を明確にする施策を実現する

ために、遠野版ＧＤＰ「地域経済循環」の分析

が必要ではありませんか、市長のお考えを伺い

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  市長、答弁の前にちょ

っとお待ちください。質問の内容が非常に広範

囲に及んでおります。別にそれは構わないんで

す。なので、答弁も長くなる嫌いがあるんです

が、そこのところは限られた時間での議会です

ので、市長には、できるだけコンパクトにまと

めて答弁をお願いしたいと思います。本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま議長のほうか

らコンパクトにまとめて答弁をという、そのよ

うなお話がありましたので、ただ、この地域経

済の活性化という部分におきましては、我々は

今までですけども、これまで75年近く、国、県、

市町村という一つの縦の流れの中で組み立てら

れてきたという部分が、今大きくの次のステー

ジに変えていかなきゃならないという、その時

代に入ったわけでありますから、地域をどう見

てどうお考え、これをどう図るべきか、まさに

これは言葉としてあれございますけども、計測

なくして政策なしという一つの言葉にあらわす

ことができるんじゃないのかなというように思

っております。 

 地域経済循環分析は、非常にこれから市の政

策決定に必要なツールになるということは申し

上げるでもありません。今話がありましたとお

りであります。同じような認識であります。こ

れまでの遠野市総合計画、あるいは遠野スタイ

ル創造・発展総合戦略策定におきましても、お

話にありましたとおり、リサース、地域経済分

析システムを活用してきたという経緯はあるわ

けでありますけども、ただ、これは議員からの

御指摘もありましたとおり、生産・分配、そし

て、消費・投資といったこの経済循環からの分

析がしっかりと行われていないという部分を、

またしっかりこのリサースの一つの考え方とい

うよりもシステムを利用しながら分析を行い、

それを行う一つの職員の人材育成やら、情報活

用能力、データ分析能力の一つの底上げを図っ

ていかなければならないんじゃないのかなと認

識しておりますので、よろしくお願いを申し上

げます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  一つの産業に対する財

政投資が他産業にどう波及しているか、本当に

大事な視点だと僕は捉えています、分析をする

べきです。 

 従来の地域経済振興策がこれまでのままだと、

うまく機能しにくくなってしまった現在、時代

の流れっていえば時代の流れなのかもしれませ

ん。自治体が抱える課題に対する一つの解とし

て、地域経済循環分析が期待されております。 

 遠野の雇用の受け皿となっている産業は何な

のか、稼いだ金を市内で循環させている産業は

何なのか、市外から金を稼いでいるのはどんな

産業なのか、逆に、残念ながらお金を市内に流

通させているのはどんな産業なのか、そういっ

たものをしっかり把握し、その状況を市民の皆

様に示すことによって、証拠を示すことによっ

て、真に実効性のある、次の産業政策の方向性

を打ち出せるのではないでしょうか。 

 地域経済循環分析の目指すものは、地域の閉

鎖構造でも、ましてや地域間のゼロサムゲーム

の助長でもありません。目的は、地域の強い産

業をより生かす、あるいは弱い産業の立て直し

にてこ入れする。地域内の交易を活発化させる

ことです。 

 全国各地における地域経済循環分析の結果で

は、小規模自治体ほど何となく思っていた従来

の先入観や固定概念を覆す大きな発見が得られ

ているということです。地域経済再生にとって、

まずは固定概念に支配されない産業の強み・弱

みの分析が大きな一歩になります。産業構造や

生産性などに対する正確な分析結果を証拠とし

て市民の皆様に示すことによって、政策の理解

が進みます。政策に反映することができる。 

 先日の議員全員協議会の場で、遠野市国土強
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靭化地域計画の策定について報告をいただきま

した。先ほどの市長の答弁の中でも触れており

ました。本年の３月、今月中に策定を目指して

いるという報告でございます。 

 平成27年12月遠野市議会定例会において、小

林立栄議員が、国土強靭化の取り組みについて

と題し、また平成30年12月の定例会においては、

菊池巳喜男議員が、国土強靭化対策に伴う遠野

市の取り組みについてと題し、一般質問で市長

と質疑・議論を交わしています。その際、国土

強靭化地域計画策定の必要性の認識であるとか、

地域計画の方向性など、市長の考えを問いまし

た。 

 改めて、国土強靭化とは何ぞやというのを触

れさせていただきます。 

 平成25年12月に制定された強くしなやかな国

民生活の実現を図るための防災・減災等に資す

る国土強靭化基本法。地方公共団体は、国土強

靭化に関し、地域の状況に応じた施策を総合的

かつ計画的に策定し、実施する責務を有すると

され、国土強靭化地域計画を国土強靭化の観点

から地方公共団体のさまざまな分野の計画等の

指針となるべきものとして定めることができる

とされたところであります。さまざまな分野の

計画等の指針となるべきもの、地震、洪水等、

特定のリスクごとに計画を立てる防災の概念に

対し、国土強靭化地域計画は、あらゆるリスク

を平素から見据え、最悪の事態に陥ることが避

けられるような強靱な行政機能や地域社会、地

域経済を事前につくり上げておくことを目的に

策定されるはずです。 

 地域の強靭化の総合的かつ計画的な推進は、

住民の生命と財産を守ることのみならず、経済

社会活動を安全に営むことができる地域づくり

につながり、地域経済の成長にも資する極めて

重要なものと認識いたします。また。第２期遠

野スタイル創造・発展総合戦略の策定について

も概略の報告がありました。この第２期総合戦

略の目指すところは、人口減少と地域経済の縮

小の克服による好循環の確立とのことです。 

 しかしながら、計画策定に当たって、定量的

に分析した項目は、人口の将来推計と産業分類

ごとの生産額だけのようです。政策立案の証拠

として十分と言えるのでしょうか。 

 市長先ほどリサースとおっしゃいましたが、

リーサスとなります。リーサス、経済産業省が

取り組んでいる分析です。政策立案の証拠とし

て十分と言えるのか。生産・分配・支出という

３つの視点での各産業間の経済循環の分析をす

るべきであると思います。 

 生産・分配・支出という３つの視点から、包

括的に遠野経済・産業を客観的に分析し、その

結果を遠野市の産業政策ビジョンの議論の土台

をしっかり据えるべきだと考えます。 

 施政方針演述で市長はこう述べられました。

切り取るようで恐縮ですが、数値ではあらわす

ことのできない、人と人とのつながりや思いや

りや気遣いなど、アナログの感性を持ち合わせ

ながら各政策に反映させてまいります。アナロ

グの感性も大事です。義理とか人情とか浪花節

的な部分も大切です。でも、もちろんそれだけ

じゃだめで、それだけでは足りなくて、市長の

言うとおり、あわせ持つんです。ＡＩやデジタ

ル的な手法もあわせ持つ。第２次総合計画基本

計画の策定に当たっては、地域経済循環分析の

結果を政策立案の証拠の一つとして位置づける

べきです。市長のお考えを改めて伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの御質問の中

であわせ持つという言葉が出てまいりました。

私は、非常に大事な言葉ではないのかなという

ように思っております。アナログの視点を持ち

ながら、一方においてはデジタルのしっかりと

した視点も持つということの中に、ああいうと

ころのしっかりとした思いやりとその心配りの

施策が展開できるんではないのかなというよう

に思っております。あわせ持つという中で、イ

ンターネットの普及とＩＣＴ技術の進展に伴い、

いうところのビッグデータと呼ばれる膨大なこ

の数値データによってさまざまな分析が容易に

行われる時代になりました。人工知能（ＡＩ）、
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そのような中の時代であります。個人データの

処理、分析能力の高度化、そして、求められる

ニーズも多様化してきているというその中に、

客観的な指標に基づく施策の立案はますます重

要になってくる。この客観的な指標に基づく政

策の立案という中に、私はあわせ持つという言

葉もしっかりその中に盛り込まなければならな

いんじゃないのかなというように思っておりま

す。データが全てではない、数字が全てではな

い、目に見えないものもあるという部分も踏ま

えながら、やはり対応していくということが必

要ではないのかなと思っております。 

 現在策定を進めておる、ただいまの質疑の中

でいろいろを触れられてありました。 

ただいまその中で述べられたことは、今３月末

をめどに、国土強靭化地域計画をチームをつく

って、年度末でありますけども、何とか３月末

には、しっかりとしなやかな安心安全な地域遠

野市をつくろう、ハード・ソフト、それをしっ

かりつくろうということで、職員が懸命に頑張

っております。ただいまの話などは、やっぱり

懸命に作業に従事している職員にとってはかな

りの励みになるのではないのかなと思っており

まして、市長の立場といたしましては、心から

感謝を申し上げたいというように思っておりま

す。 

 地域経済の速やかな一つの環境整備の面から

おきましても、この国土強靭化地域計画といっ

たものは大変重要な一つの計画であるというこ

となわけであります。よく国土強靭化という言

葉の中から、公共事業ありきのような、そのよ

うな論評も一部マスコミは伝えてありますけど

も、中身はとんでもない、そういう中身ではな

いわけであります。この人口減少、そして少子

高齢化の中で、いかに安心安全なインフラを整

備し、想定外と言われる災害にどう向き合うの

かという部分の中における一つの計画なわけで

ありまして、それに伴ういろんな、まさに産業

振興、経済の波及効果、これはまさに大事な

我々なりの取り組みなわけであります。 

 国土強靭化地域計画をしっかり定めれば、見

える化、予算の重点配分、それから優先採択と

いったことも可能になるということを言ってい

るわけでありますから、今我々ができることは

何だとなったならば、この国土強靭化地域計画

を速やかに策定をしながら、安心安全なハー

ド・ソフトの環境整備をしなきゃならないぞと。

安心安全防災が一つの地域振興の大きなキー

ワードであるぞということを話をしながら、職

員には今懸命に頑張っていただいておりますし、

さらには第２期遠野スタイル創造・発展総合戦

略におきましても、先ほど来、お話をしており

ますリサース、地域経済分析システムのこの

データ分析によりまして、一つの状況のその数

字化としたものを加えてまいりたいというよう

に思っております。総合計画、そして、さらに

は、この部分におきましても、個別計画により

まして、保有データ、それを各種分析をしなが

ら、まさに縦糸横糸にしっかりと組み合わせて

いかなきゃならないかというように思っており

ますので、令和２年度は新たな５カ年の計画と

なる第２次遠野市総合計画後期基本計画の策定

の年に当たるという大事な年でありますので、

より市民の皆様にわかりやすく、そして、根拠

がある施策の立案となるよう、ただいま御質問

いただきましたような分析の重要性とその手法

をしっかりと受けとめながら作業を進めてまい

りたいと思っておりますので、これからもよろ

しくお願いを申し上げ答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  分析なしの直感だけで

行う地域振興策はもはや卒業すべきです。きっ

とこうだよ、これまでこうだったよ、そういう

直感だけの地域振興策は卒業すべき、客観的

データによる正確な地域経済分析で遠野の秘め

ているポテンシャルを見つけ出し、見える化し、

証拠に基づく実効ある産業振興策の今後の展開

を求めます。終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  引き続き一般質問を行

います。次に進みます。１番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 
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○１番（小松正真君）  小松正真でございます。 

 最近、このバッチ、何のバッチなのとよく質

問を受けます。ちょっと小さくて見えづらいと

思うんですけども、これはＳＤＧｓというもの

のバッチでございます。ＳＤＧｓとは、国連が

2016年から2030年までの期間の間、17個の持続

可能な開発目標を定めたものであります。この

目標の15番目に陸の豊かさを守ろうという目標

があります。自然環境は遠野市にとってかけが

えのない財産であり、後世に残していくため、

今生きる私たちが責任を持って守らなくてはい

けません。陸の生態系を守りながら持続可能な

方法で利用する。そのためにも本日の一般質問

は非常に重要だと考えています。 

 通告に従いまして、一問一答形式で市長に対

し、一般質問を行います。 

 私の一般質問は、大項目２点、小友町外山地

区のメガソーラー開発について、そして、松崎

町のメガソーラー開発についてです。 

 まず、大項目の１点目、小友町外山地区のメ

ガソーラー開発について質問をいたします。小

友町の外山地区には、外山川という遠野市が管

理責任者である河川があります。その外山川の

上流、山の斜面に民間企業が太陽光発電の施設

を平成30年度から開発をしております。現在の

状況としては、92ヘクタールという広大な土地

の表土をはぎ、立木を伐採し根っこを抜き、大

規模造成を行い、太陽光パネルの設置工事を行

っている状況であります。その工事現場から、

先ほど申し上げた市が管理責任者である外山川、

１級河川で、県が管理を行う小友川、同じく１

級河川である猿ヶ石川、そして、下流の田瀬ダ

ムにまで大量の土砂が流出し、河川と環境の汚

濁が広がっています。平成30年度から土砂流出

による汚濁は確認されていたようですが、平成

31年４月には状況はさらにひどくなり、魚やホ

タルなどが住めなくなるなど、生態系破壊、環

境破壊が続いています。 

 本定例会には、小友川下流域に位置する宮守

町鱒沢の柏木平地区の住民から、市当局に対し

ては要望書、そして、議会には請願書が提出さ

れていることを重く見て、昨年９月定例会に同

テーマで一般質問を行いましたが、事態が一向

に改善に向かっていないので、再度本テーマで

の一般質問を行います。前回の一般質問で、市

長は事業者に対して指導はしているというお話

をしていました。現在は冬期間であり、雪や凍

結の影響で川の汚濁は確認されておりませんが、

前回の一般質問後２カ月も経過した11月の末に

川の汚濁が確認をされています。 

 最初の質問でありますが、この外山川の汚濁

の件について、市長は現状をどのように認識し

ているのかお伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  小松正真議員の一般質

問にお答えいたします。一問一答方式で大項目

では２項目という中で、今現在展開されており

ます小友町外山地区の大規模太陽光発電事業、

いうところのメガソーラーの現状についてどの

ような認識を持っているのか、現在の状況につ

いてという、そのような御質問でありました。 

 これにつきましては、これまでもさまざま各

議員のほうに、経過あるいは現状等についても

御説明を申し上げているところでありますけど

も、ただいま御質問を受けましたので、より客

観性を持って御答弁を申し上げたいと思ってお

りますので、担当の経営企画担当部長のほうか

ら、現在の状況について答弁申し上げますけど

も、冒頭御質問にありましたとおり、国連が定

めた一つの取り組み方針、持続可能な2030年ま

で、その16項目でありますか、陸の豊かさとい

うのもある。一方においては海の豊かさという

のもある。再生可能という何らかの取り組みも

あるという、17の指標が、目標がしっかりと示

され、それを後世に、まさに世界的地球規模の

中で守っていかなきゃならない。それをしっか

りと持続可能な仕組みに持っていかなきゃなら

ないということになっているわけでありますけ

ども、遠野市としても、日本のふるさと遠野を

標榜している一つの地域づくり、まちづくりを

進めていかなきゃなりません。したがいまして、
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この問題にも真正面から向き合いながら対応し

ていかなきゃならないという、そのような決意

の中で取り組んでいるとこでございますので、

私のほうからはそのことを申し上げ、一方にお

いては、今の状況につきまして担当部長のほう

から御答弁申し上げますのでよろしくお願いい

たします。 

○議長（浅沼幸雄君）  経営企画担当部長。 

○総務企画部経営企画担当部長（菊池享君）  

命によりまして、答弁させていただきます。 

 平成31年４月15日、市民からの通報により、

小友町外山地区に建設中の太陽光発電事業の工

事現場から濁水が発生していることを確認いた

しました。この日以降も、降雨の都度、泥水が

流れ込むことによりまして、河川の濁りは、外

山川から始まり、合流する小友川、猿ヶ石川に

及んでおります。この濁水の確認以降、市から

業者に対して、改善要請を幾度となく行い、事

業者も改善策を講じてはおりますけれども、解

消への抜本的な解決には至っておらず、いまだ

に降雨の都度、濁水が発生している状況にござ

います。 

 生態系への影響評価につきましては、国が定

めた５項目の生活環境の保全に関する環境基準

が用いられます。昨年度、国土交通省が小友川

橋付近で測定した水質調査の結果、５項目につ

いては環境基準値以下という結果が出ているも

のの、濁度については上昇が見られております。

濁水の発生は、生態系への影響も心配されると

ころです。 

 小友町は、例年ホタルが多く発生する地域と

して知られておりますけれども、川に泥が流れ

込むことで川底に堆積し、ホタルの幼虫のえさ

となる巻貝や、ホタルの幼虫自身をはじめとし

た水生生物、さらには、川魚の減少が危惧され

ております。事実、地元からは、昨年のホタル

の発生は、濁水が発生している河川水系では少

なかったということを聞いておりますし、猿ヶ

石川下流域で営業する鱒沢やなの漁獲量は例年

の３割程度だったというようなことから、濁水

がもたらす生態系への影響が発生している、生

じているというふうに考えられます。 

 以上です。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  私の認識とほぼほぼ一

緒でございます。 

 市長、こういう話を御存知でしょうか。 

 鱒沢保育園の隣に、開発施工業者の現場事務

所があります。この現場事務所には多くのトラ

ックが出入りしていたそうです。現在は冬期間

で工事が進まないのか、工事が終わったのか、

ちょっと私にはわかりませんが、工事が進みト

ラックが走っている間、鱒沢保育園の子どもた

ちは、危険なためお散歩を取りやめしていたそ

うです。 

 これまでこのメガソーラー開発の問題は、大

人の経済活動に起因する環境問題だと私は思っ

ていました。しかしながら、問題は大人だけで

はなく、子どもたちにも影響が広がっています。

私はこの事実を知ったのはここ数日の話ですが、

この話を聞いて私は大変なショックを受けまし

た。なぜもっと早く気づけなかったのか、なぜ

もっと早く対応ができなかったのか。 

 確かに、その工事現場は私有地、私の土地で

ございます。行政が何かしらの指導できるとは

ちょっと考えづらい。しかし、子どもたちのこ

の心境を考えてあえて質問いたします。市長、

この話を聞いてどのような印象をお持ちでしょ

うか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの御質問にあ

った部分については十分承知をいたしておりま

す。平成30年度から施工業者の下請に入ってい

る電気事業者が鱒沢保育園周辺の民地を借り受

け、資材置き場として使用しているという状況

については把握をしております。資材置き場を

利用する工事車輌は、朝方に多かったために、

鱒沢保育園では、張り紙などをしながら保護者

に対して注意喚起を行いながら、十分な配慮を

行いながら進めているということについても報
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告を受けているところであります。鱒沢保育園

ではトラックの通行ルートを避けて、ただいま

御質問にありましたとおり、園児の散歩コース

を設定するなど、園児の安心安全確保に十分留

意しながら進めているというように聞いており

ますので、さらに、だからよしじゃなくして、

業者のほうにもしっかりとそのようなことを伝

えながら、万が一にも事故が起きないようにし

っかりと指導、また状況把握に努めながら指導

してまいりたいというように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午後３時01分 休憩   

────────────────── 

   午後３時12分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き、会

議を再開いたします。引き続き一般質問を行い

ます。１番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  次の質問に移ります。

市道の占用許可について伺います。 

 先日、新聞に小友町の住民から、遠野市に対

して市道の修繕に関する要望書が提出されたと

ありました。今回、太陽光発電施設から、送電

を行うために市道を掘削し送電線を埋設してい

ると確認しております。市道の占用許可はどの

ような内容なのか伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま御質問にもあ

りましたとおり、先般、小友町の協議会の代表

の方から、市道の維持補修等についての申し入

れの要望書を受け取ったところであります。し

たがいまして、この小友町の大規模太陽光発電

のこの事業現場から、市道に送電線を埋め込ん

だという部分の中における対応でありますけど

も、道路の占用許可ということについての一連

の経過についても答弁の中で御説明を申し上げ

たいと思っているとこでございますので、担当

の環境整備部長から、この市道の道路の占用許

可等についての現状と経過について御答弁申し

上げますので御了承いただければと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  環境整備部長。 

○環境整備部長（奥寺国博君）  命により、小

松議員の一般質問に答弁いたします。 

 道路占用の内容は、地下埋設管路方式による、

送電用電気ケーブルと通信用光ケーブル及び中

継マンホールを道路下に一定期間占用すること

について、市道６路線、総延長約8.5キロメー

トルの区間内において許可をしております。 

 また、発電所建設に伴う一時的な案内看板６

カ所の設置についても許可してございます。 

 送電線の接続に伴う連系変電所への進入路整

備に当たり、市道の取りつけ部も占用を許可し

ております。 

 申請の事前協議では、道路の原状復旧を原則

とし、路面を掘削する場合は、現道が砂利道で

あれば路盤用砕石、アスファルト舗装であれば

アスファルト舗装での復旧をするよう、復旧す

る材料や厚さ・幅等の構造仕様を打ち合わせし

ており、申請時には事前協議の内容が反映され

た書類が添付されて申請されております。 

 許可条件は、工事の実施に当たっては、一般

交通の支障を与えないように、特に交通量の少

ないときに実施するとともに、危険防止のため、

工事箇所に道路工事施行承認標識、道路標識柵、

その他の防護設備を設け、かつ、夜間には、赤

色灯を点ずることとしております。 

 占用期間中において、道路に関する工事等に

よりやむを得ない必要が生じた場合には、占用

物件の除却、改築、移転等を命ずることがあり、

この場合の費用は、占用者の負担としておりま

す。 

 今回の占用工事及び占用に起因して道路また

は第三者に損害を与えたときは、申請者の負担

をもって原状復旧及び損害賠償を行うものとし

ております。 

 原状に復旧するときの条件としまして、道路

占用廃止届を市に提出し指示を受けなければな

らない、原状に回復することに関して指示を受

けたときは、占用者の負担とするなどを付して

おります。なお、今回の占用については、サイ

ドラインの復旧を特記としておるところであり
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ます。 

 以上で答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  私も専門家じゃないの

で詳しい話はよくわからないところがあるんで

すが、現在その送電線が埋設されているところ

に関しては、継ぎはぎの状態になっています。

先ほど、原状復旧という言葉がありました。こ

の原状復旧というのは、その継ぎはぎのことを

指すんでしょうか。そして、市民が要望してい

るその市道の補修というか、その原状復旧に関

しては、いつごろをめどに復旧がなされるんで

しょうか、お伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  原状をどのように、継

ぎはぎだらけのことを原状というのかという分

でありましたけども、ただいま担当の環境整備

部長のほうから答弁申し上げましたとおり、こ

の状況については、原状に回復するときに関し、

指示を受けたときは占用者の負担とするという

ようになっておりますので、継ぎはぎだらけと

いう原状をどう捉えながら、これから事業者の

ほうとどう向き合うのかという分については、

しっかりと現状を踏まえながら、市としての対

応をしていかなければならないんじゃないのか

なというように思っておりまして、先般、事業

者のほうに対しましても、文書でその辺の一つ

の現状の維持管理も含めて、現状を踏まえて、

維持管理も含めて、改めて申し入れをしている

とこでございますので、交渉も途上であるとい

う一つの認識でもって受けとめていただければ

ということを申し上げて、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  この市道の補修に関し

てもですけど、水路の補修に関してもそうです

が、これから話をする内容ではなく、やはり工

事が始まる前にしっかりと話をしておかなけれ

ばならなかった案件だというふうに思います。

そういった足りないところをしっかりと指導を

していただきたい、そのように思います。 

 次の質問に入ります。次にこれまでの指導の

内容についてお伺いをいたします。 

 前回の一般質問でも確認をいたしましたが、

平成31年４月１日に遠野市と事業者が協定書を

結んだことにより、事業者に対して指導ができ

るようになったという御答弁でした。これまで

実際にどのような指導を行ってきたのか、お伺

いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  これまでどのような指

導を行ってきたのか、具体的にというお話であ

りましたので、ちょっとお時間をいただきまし

て、これまでの具体的な経過につきまして答弁

を申し上げたいと思っております。 

 当該事業の面積が約92ヘクタールと非常に大

きく、景観資源の影響や災害の発生が懸念され

たため、遠野市景観資源保全と再生可能エネル

ギーの活用との調和に関する審議会に諮問いた

しまして、審議会からの答申を踏まえ事業者に

対し、平成30年11月27日付で書面指導を行って

いるところであります。 

 市の指導を踏まえ、平成31年４月１日であり

ますけども、公害防止協定あるいは環境保全等

に関する協定を市と締結をいたしております。

これは、ただいまの小松議員の質問の中にもあ

りました。その平成31年４月15日に濁水が発生

したということになりまして、それ以降、協定

を一つの根拠にいたしまして、事業者に対し指

導を行っているところであります。 

 関係課で対策チームを立ち上げました。そし

て、昨年の平成31年４月からであります。事業

者との対策協議は11回に上っております。11回

に上り、それぞれ対策を話し、協議をいたし指

導を繰り返しております。平成元年７月５日に

は、代表取締役が河川を汚染したということで、

陳謝のために来庁した際にも口頭で強く指導を

行っているところであります。 

 さらには８月には事業地の立ち入り調査を行
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ったほか、関係課で構成する一つのチームが、

昨年の10月までに22回立ち入り調査を行い、現

地確認を行いながら指導を行っているところで

あります。 

 また書面では、協定に基づき濁水対策、事業

に対する住民理解を得るため必要な措置を講ず

るよう、２回書面に基づいて指導いたしました。 

 しかし、なかなか改善が見られないというこ

ともありまして、東北経済産業局、これは事業

を認可しているわけでありますけども、東北経

済産業局のほうに、事業者へのヒアリングを実

施し、しかるべき指導を行ってほしいというこ

とを申し入れをいたしました。さらには令和２

年１月31日でありますけども、東北経済産業局

から事業者に、具体的な対策効果、あるいは時

期を示すよう強く指導が行われました。さらに

は、１月の21日でありますけども、私自身、事

業者のほうの本社を訪れまして、代表取締役社

長に対しまして、一連の状況を厳しく受けとめ、

しかるべき改善と対策を講じてほしいというこ

とを直接申し入れを行っているところでありま

す。また、それを踏まえ、23日の日には再び現

地のほうに入りまして、現地の関係者のほうに

現場を確認しながら、雪解け対策に伴うさまざ

まな不測の事態が生じないよう対策を急いでほ

しいということを強く申し入れをいたしたとこ

ろであります。また、２月の13日でありますけ

ども、施工業者に対しましても、事業主のみな

らず施工業者に対しても、文書でもって申し入

れを行ったところであります。県のほうにもた

びたび足を運びながら、県の生活環境部のほう

の部長に、あるいは担当課長等に対しましても、

しっかり連携をとってこの問題に向き合いたい

ので、よろしく御協力をお願いしたいというこ

とで、私も用務等で出向いたときには、必ず顔

を出しながら、県との連携も図りながら、この

問題については向き合っているところでござい

まして、事業者に対しましては、早期の課題解

決、対策を急ぐように、改めてまた強く申し入

れをし、また指導しなければならないかと考え

ているとこでございますので、よろしくお願い

を申し上げます。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  これまで関係機関も交

えながら、さまざまな指導を行ってきたことが

わかりました。しかしながら、汚濁はとまらず、

一向に状況は改善に向かっていない。これは、

これまでの遠野市の指導が間違っていたのでは

ないでしょうか、お伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま間違いではな

かったのかということもありましたけども、現

行の法制度あるいは制度設計の中においては、

一連の見解の中でこの問題には取り組んでいる

ということでございますので、それを申し上げ

まして答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  次の質問に入ります。 

 市長のこの問題に関してさまざまなところで

発言をなさっているようですので、その発言に

ついてちょっと真意を確認をさせていただきた

いと思います。 

 昨年の11月末に市内で民間主催の忘年会が開

催をされたようです。これ事前に通告をしてお

りますが、個人情報を含むため、その会の名称

は申し上げられませんが、その忘年会の席上、

市長が遠野市長として挨拶に立たれ、外山のメ

ガソーラーの件については、事業者に訴えられ

たら必ず負ける、これ工事とめたりとかすれば

ということなんでしょうか、と発言されたよう

です。これを聞いた出席者の方々は大変驚いた

様子でした。これは真実なんでしょうか。もし

真実だとすれば、訴えられたら必ず負けるとい

う根拠はどこから来ているんでしょうか、お伺

いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  どういう場所でどのよ

うな場でもってそのような発言をしたのかとい
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うことについては明らかにしない中での御質問

でありましたので、多分私も推測でしか話はで

きないわけでありますけども、いろんな場所で

この問題は発言をしております。多くの市民の

皆様の理解と協力をいただかなければできませ

ん。一般論として、今の現行制度あるいは制度

設計、あるいは国、県、市町村という許認可と

いう一つの流れの中にあれば、市町村としての

一定の見解の中でこの問題に向き合っていると

いうことをまずもって申し上げたいと思ってお

ります。 

 本事業は、太陽光発電事業であるという中で、

環境影響評価法の対象にならず、いうところの

環境アセスメントの対象になっておりません。

さらには、林地開発や都市計画法の開発行為に

も対象とならないという中で、各種規制を受け

ない場所で事業が行われているということを、

まずもって御承知おきいただきたいというふう

に思っております。 

 遠野市の景観資源の保全と再生可能エネル

ギーの活用の調和に関する条例を策定している

ことから、しかし、この事業にこの条例の中に

おいては、届け出は求めているものの事業の可

否を許可する対象とはなっていないという、そ

のような状況であるわけであります。 

 そのような状況の中である会合でというお話

がありました。そのある会合というのは、私の

推測するところによれば、自然農法による全国、

北は北海道から南は沖縄・九州まで多くの自然

農法に携わっている方々が、例年遠野に集まり

ます。奇跡のリンゴという大変な大きな事業に

取り組んでいる木村秋則さんを慕っている方々

の集まりであります。私ももう10年以上のおつ

き合いの中で木村秋則さんからは、さまざまな

形で自然を大切にし、無農薬という一つの切り

口の中から安心安全といったものを考えるのも

首長の一つの仕事ではないのかなというような、

大変な志の高い御指導を受けている方の集まり

であります。 

 したがいまして、この一般論として、そのよ

うなことを申し上げ、多くの方々から、市長頑

張れというような、そのようなエールと励まし

をいただいているということも含めて、その中

にまさにこの問題にしっかりと向き合うために

は、多くの応援をする方々がいてくれなければ

ならないという思いの中で、今の現行制度の一

つの縛りの中でそのような発言をしたというこ

とでありますので、特に他意はなく、一般論と

して、私の一つの決意と、このプロジェクトに

向き合う、事業に向き合う決意をそのような言

葉で申し上げたということでございますので、

そこに何か問題があるのかなと、何か責められ

ることがあるのかなというような、そのような

一つの率直な感じを、通告が来た際にちょっと

感じたということを申し上げまして、答弁とさ

せていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  市長の決意が、訴えら

れたら必ず負ける、そういう決意なんだなとい

うふうに、私は受け取りました。 

 今回の外山の件について、最大の被害者は誰

でしょうか。私が考える被害者は、田んぼに水

が引けない、魚が育たなくなった、昔から見て

いるきれいな川が汚濁して悲しい思いをしてい

る、地域の皆さんではないでしょうか。市長が

盾となって守るべき遠野市民が一番の被害者で

あります。 

 市長は訴訟の話をしましたから、あえていう

なれば、我々遠野市が事業者に対して、是正を

求める側であります。真摯に約束を守る、その

姿勢を求める側であります。断じて負けるなど

ということはありません。市長は大きな勘違い

をされているんではないでしょうか、再度お考

えをお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまお話がありま

したとおり、市民の安心安全と不安のないよう

な生活環境をつくるのが、市長としての役目で

あり、務めであり、義務であり、責務でありま

す。そのことを十分に自覚しながら、事業者と
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も向き合いながら、真正面から大変なここは本

会議場でありますから、感情的な答弁は避けな

ければなりませんけども、事業者に対しまして

大きな声で怒鳴りました。どうしてくれるんだ

と。自分でも本当に寂しい思いがいたしました。

何で怒鳴らなければならないのか。しかし、真

剣に向き合うからこそ怒鳴ったんです、怒った

んです。しっかりと向き合ってほしいと、しっ

かりとした対策を取ってほしいと、大きな声で

怒鳴りました。そのような気迫の中で市民と向

き合っているということも、業者と向き合って、

市民の安心安全と、不安の解消に全力を挙げな

がら取り組んでいるということに、ひとつ御理

解と、また御支援もいただければということを

申し上げたいと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  次の質問に移ります。 

 先ほど御答弁の中でも若干説明がありました

が、令和２年に入り、市長みずから部課長を伴

って東京にある事業者の本社に赴き申し入れを

行ったと聞いております。どのような内容を申

し入れたのか、お伺いをします。また、その場

でどのようなやり取りがなされたのか、あわせ

てお伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  申し入れの内容につき

ましては、５項目にわたりました。一つは、濁

水への早期対応、雪解けが間近でありますから、

濁水対策の早期の対応。それから事業に対する

住民理解をしっかりと図ってほしいということ。

３つ目は、道路の維持補修、修繕、これについ

ても責任を持って対応してほしい。さらには、

現場管理の見直し、この現場管理につきまして

は、100人近い外国人労働者が工事現場に入っ

ており行方不明になったというような、そのよ

うな情報もありました。市民の皆様の不安をま

さに起こすような事案でありました。新聞にも

報道されました。そのようなことを踏まえ、現

場管理と、何と申しますか、工事の安心安全な、

そのような工事をしっかり行ってほしいという

ことでの４項目、５項目じゃなくて４項目につ

いて申し入れを行いました。 

 そのほかに、４項目のほか、これも繰り返し

になりますけども、３月、４月になれば雪解け

になるという部分の中で、想定外の雨なども降

る可能性もあるんで、しっかりした緊張感を持

ってという中で話をいたしました。 

 それから、今後20年以上事業を運営していく

という一つの中にありますので、社長のほうか

らは、真摯に対応していくというような、その

ような発言もいただきました。 

 私と担当部長と担当職員と３人で出向きまし

たけども、その際にもその申し入れの経過、あ

るいは状況等について報道機関等にお知らせを

しながら、しっかりと公表の中で行いたいとい

う中で交渉いたしましたけども、公表、あるい

は報道機関を入れることについては勘弁してほ

しいというような、そのような要請がありまし

たので、しっかりとした対策を講じるためには、

やっぱりある程度の信頼関係も持っていなけれ

ばならないかと思いまして、その報道機関への

公表等はせずに申し入れを行ったわけでありま

すけども、同行した職員がしっかりと議事録に

まとめておりますので、そのような中で、いう

ところの事業主、これは施工業者、その代表の

方々に、先ほど申し上げましたような内容の中

で、厳しく緊張感を持って対応してほしいとい

うことを申し入れをしたとこでございますので、

よろしくお願いを申し上げたいというように思

っております。 

 さらにはこれを踏まえまして２月の13日には、

事業者、社長と工事施工業者が参りましたけど

も、十分な回答ではありませんでした。具体的

な対応策を一つ示すように、今交渉をしている

ところでございますので、もう少し時間をいた

だきながら、道路の修繕につきましても、改め

て協議の場を設けることと、確認をし合ってい

るところでございますから、もう３月になりま

したので、しっかりと向き合ってもろもろの対

策、あるいは対応、そのようなものについて進
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行管理を行いながら対応してまいりたいと思っ

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  問題を起こしている会

社に、部課長を引き連れ、経費をかけて申し入

れに訪問するのが正しい形でしょうか。私なら

代表者を市役所に呼び、申し入れではなく強く

抗議するところです。このような状況における

一般の対処の仕方からは大きく外れているので

はないかと指摘をいたします。 

 先日、行った件については、市長と語ろう会

が鱒沢で開催をされました。この際に、市長は、

アメリカ系の外資系企業だから話が通じにくい、

そして、遠野市側が強く出過ぎて事業者が逃げ

出したら困る、まずは事業者と信頼関係を築く

ことが大事だ、旨の発言をされております。 

 相手が、外資系企業だから通じないという認

識のようですが、ここは日本です。相手が海外

の企業であろうがなかろうが、適用されるのは

日本の、そして遠野市のルールです。外資系企

業だから通じないとお話された意味が、全く意

味がわかりません。その旨お伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの御質問を聞

いておっても、短絡的な一つの現象の中で御質

問をしているんじゃないかなというように思っ

ております。外資系企業だから通じないという

ことではないわけで、通訳がいて、その中で通

訳をしながら、私の申し入れを伝えているとい

うところにもどかしさを感じ、なかなかフェー

スツーフェースの中で、代表の方々を交渉がで

きなかったというもどかしさを話しているわけ

でありますので、それはよくあることなわけで

あります。 

 そのような一般論の中で話をして、外資系企

業だから通じないというのはそのような一つの

表現の中には、そのようなもどかしさ中で向き

合っているということを申し上げたということ

をひとつ御承知おきいただきたいと思っており

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  結局英語だから通じな

かったという感じなんでしょう、多分。 

 先ほども話したとおり、事業者と信頼関係を

築くことが大事だというふうにお話もされてお

ります。今の状況は、信頼を裏切られている状

況であり、是正なくして信頼なしの状況だとい

うふうに思っています。信頼を損ねた企業に責

任をとらせなければならない状況なのです。そ

の状況を市長は理解しているのでしょうか。市

長と語ろう会の際に市長は、今回の市長と語ろ

う会で市民の皆さんから質問があったので、鱒

沢では、特別にメガソーラーの件、質問にお答

えいたしますという発言をなされました。質問

があったから特別に答えるということは正しい

姿勢でしょうか。 

 これまで柏木平地区に対して市役所が行った

説明会はたった１回、それも市長も副市長も来

ないで担当部長が来ただけでございます。市長

が本当に信頼関係を築かなければならないのは、

事業者ではなく市民ではありませんか。本当に

残念な姿勢だと言わざるを得ません。 

 また、事業者が逃げたら困るという発言をし

ています。遠野市はこの事業者に対して、外山

川の河川占用許可を出しています。また、先ほ

ど確認した市道の占用許可も出しています。だ

めな工事をした場合、指導をされるのは当たり

前です。それで逃げ出す可能性のある事業者に

対してどうして許可を出しているのか、その理

由をお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの御質問の中

で、鱒沢地区での市長と語ろう会のことが今述

べられておりました。ルールがあります。市長

と語ろう会のテーマは、小さな拠点づくりと消

防団の再編という一つのテーマを設けて、それ

ぞれの地区にお邪魔いたしまして、このテーマ

について率直な市民の皆様の意見を、あるいは
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提言を、あるいはさまざまな課題を確認し合お

うということで向き合ったわけであります。 

 冒頭メガソーラーの質問が出ました。したが

いまして、その課題については、一連のテーマ

に基づく意見交換が終わったならばということ

で丁寧にお答えをしたということを、まずもっ

て御報告申し上げておきたいというように思っ

ております。 

 さらには、信頼関係ということにつきまして

は、いうまでもなく、市民の皆様の信頼を得な

ければ市長という仕事はできません。安心安全、

そして、さまざまな環境づくり、いろんな分野

の方々がいるわけであります。どの分野の方々

もその部分に、自分の身の回りのこと、あるい

は我が地域のこと、あるいはさらには向き合っ

ている仕事のこと等につきましていろんな課題

があるわけでありますから、それに公平に向き

合わなければならないという、そのような一つ

の立場にあるわけであります。 

 そういった中におきましては、信頼関係とい

う言葉の中にあって、この事業については約16

0億円、市の当初予算に匹敵するような事業費

が、あの外山地区に投じられるという大きな事

業であります。そして、もう何度も繰り返しま

すけども、10回、20回と指導を行いながら向き

合っているとなれば、やはり事業主に、あるい

は施工業者に、しっかりとした対策をとっても

らわなければならないという現実論もその中に

あるわけであります。そのしっかりとした対策

を企業責任の中で行ってもらうためには、ただ

ただ声を大きくして、だめだだめだの繰り返し

では、その対策もしっかりしたものができない

んじゃないのかなということに一つの危機感を

持っております。だから信頼関係という言葉を

使っているわけであります。 

 そういった一つの背景、それを踏まえながら、

市民の皆様のその信頼関係はどうでもいいんだ

ということは何にもそんなことは微塵も思って

おりませんし、考えたこともありません。鱒沢

地区に出向くと言いました。説明をすると言い

ましたら、市長がみずから来なくてもいいとい

うお断りがありました。そのような中で断れた

から行かないんじゃない。断られても行かなき

ゃならないことがあるわけでございますけども、

市長と語ろう会の際にも、集まった鱒沢地区の

皆様には、一連の経過をしっかりと私みずから

説明をしながら、一定の理解と、これからも業

者としっかりと向き合うという部分についての、

地域住民の皆様のお力添えにもぜひひとつ協力

をよろしくお願いをしたいということを申し入

れたわけでございますので、そういったことを

踏まえれば、信頼関係という中に、そのような

形の中に今現在があるんじゃないのかなという

ように思っているとこでございますから、これ

からもひとつ議員各位も御協力と御理解をまた

いただければということを、くどいようでござ

いますけども、申し上げて答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本日の会議時間は、議

事の都合により、あらかじめこれを延長します。

１番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  市長が直接行くと言っ

たらお断りをされた。市民が言ったのは、今さ

ら市長が来なくてもいいと言っていることなん

じゃないかなというふうに想像をしております。 

 次の質問に移ります。 

 遠野市の景観資源の保全と再生可能エネル

ギーの活用との調和に関する条例の一部改正に

ついてです。本定例会には、さきの条例の改正

議案が上程されております。この後の予算委員

会に付託されての協議となっておりますので、

詳細はそちらで議論したいと考えておりますが、

本件に関係がございますので、この条例の改正

の内容と意味についてお伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  今般の議会に改正条例

を提案申し上げているところでありますけども、

御審議をいただくことになろうかと思っており

ますけども、太陽光発電事業は、先ほどの答弁

と繰り返しになりますけども、環境影響評価法

の対象事業とはなっていない。それから、大規
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模林地山林開発が行われる場合においても、林

地開発許可の対象とならない場合があるなど、

太陽光発電事業を規制する法令が十分に整備さ

れていないという状況にあります。 

 そのようなことを踏まえながら、十分なその

ような発電事業においても、今問題なっており

ます十分な調整地等が設置されないまま工事を

行ったという中で、雨の際の濁水が発生したと

いうような大きな問題にもなっているわけであ

ります。 

 昨年の２月に、市民の有志の会が、抑制、地

域を条例で定めることを求める要望書が提出さ

れまして、昨年、１年前の３月でありますけど

も、市議会からも再生可能エネルギーの発電施

設の導入に関する条例の制定を求める意見書が

提出されていることは御案内のとおりでありま

す。こうした背景を踏まえ、遠野市景観資源の

保全と再生可能エネルギーの活用との調和に関

する条例の一部改正につきまして、本定例会に

提案を申し上げているところであります。改正

条例は市内全域を自然環境の保全及び災害防止

から、太陽光発電設備の設置を抑制する区域と

して指定をし、これまで市内で約3,000平方

メートルを超える再生可能エネルギー事業を行

う際には、市に届け出を行う必要があったもの

を、市の許可を必要とし、事業地が１万平方

メートル以上の太陽光発電事業については、市

は許可しないという、そのような定める内容と

なっているところであります。 

 これは全国的にもかなり厳しい内容でありま

して、このメガソーラー、全国の過疎地の中に

展開されております大規模太陽光発電事業につ

いては、かなりのインパクトのある抑制効果が、

遠野市のほうから発信されたんではないのかな

というような、そのような問い合わせなり、視

察者がふえているということも皆様に、議員各

位にも御報告申し上げておきたいというように

思っております。 

 いうところの条例改正等によりまして、永遠

の日本のふるさと遠野とし、守り続けてきた観

光資源を保全するとともに、災害の未然防止を

図るものと捉えております。 

 そのような中で、なおこれも繰り返しになり

ますけども、今問題になっております小友町外

山地区の太陽光発電事業には、既に改正前条例

の手続によりまして、着手済みということにな

っている案件でありますので、改正条例は適用

にならないということの中に、今その事業主と

向き合っているということを皆様にも御理解を

いただければというように思っているとこでご

ざいますので、条例改正の審査につきましては

特段の御理解と御配慮をいただければというこ

とを、この場におきましても、私の立場でお願

いを申し上げたいというように思っている次第

であります。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  本条例改正が外山地区

のメガソーラー開発には適用できない、ちょっ

と残念な話であります。 

 本条例改正は、先ほど市長から説明があった

とおり、太陽光発電の開発に関して規制をかけ

る目的だということで承知しております。これ

はこれで大変有意義な条例じゃないかなという

ふうに思っているところなんですが、太陽光や

面積要件によるものではなく、全ての開発行為

について監理監督できる体制にしていかなけれ

ばいけないというふうに考えております。その

ためにも市の許可や同意の要件を明確にし、適

切な技術基準を定めるべきだと考えます。技術

基準がないから、国の法律がないからというよ

うな無責任な管理者の発言にならないためにも、

本市は、例えば環境審議会、そして再エネ審議

会と、さまざまな諮問委員会があります。それ

ら審議会や専門家の意見を聞いて、明確な開発、

その他の基準、例えば、河川法にのっとった調

整池だとか沈砂池だとか、川を汚濁させないた

めの明確な基準を策定しなければならないと思

いますが、いかがでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この条例に関する審議
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会も立ち上げまして、学織経験者、有識者、専

門家の方々も入っての審議会の中で、客観的に

いろいろ御意見をいただきながら進めていると

ころでございますので、あらゆる角度から検証

をしながら、あるいは検討しながら、対応を進

めてまいりたいというように思っているとこで

ございますから、御理解をいただければと思っ

ております。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  ぜひ先ほどの話検討し

ていただいて、明確な技術基準、そして、罰則

基準などを設けていただきたいと思います。今

後の議会に提出されることを期待しております。 

 次の質問に移ります。 

 ここが本日一番重要なところだと思っており

ますが、この外山川のメガソーラーに関して、

今後どのような対応をしていくのか、お伺いを

いたします。 

 前回の一般質問の最後に、市長が市民の盾に

なってこの問題に対応してくれという旨の質問

に対して、市長は、まずは事業者と市民が向き

合っていただきたいという答弁をしております。

今回の議会には、柏木平地区から請願書が提出

されております。市民は市当局の手を借りず、

事業者としっかりと向き合い、事業者から明確

な回答を取りつけました。 

 事業者は、これまでの防災減災工事の不十分

さを認めた上で、日本河川協会による防災調整

池等技術基準に準じて、防災減災工事、そして、

河川の汚濁対策を行うと市民と約束をしており

ます。これまで行われてきた不適切な防災工事

を全面的に修正すると市民が事業者と約束を取

り交わしました。市長が議会で答弁されたとお

り、市民は事業者としっかりと向き合いました。

そして、このような結果に導きました。次は市

長が逃げずに市民の盾となり、事業者と向き合

う番ではないでしょうか。 

 本日は柏木平の皆さんも傍聴にいらっしゃっ

ております。柏木平の住民から市に提出された

要望書にも、防災調整池等技術基準に準じて防

災工事を事業者が行うように監視指導をしてほ

しい旨記載があります。必ず全ての事項を事業

者に守らせるよう、市長として責任を持って、

要望書のとおり監視指導を行うと約束をしてい

ただけませんでしょうか、お伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  まず、市民の皆様が事

業主のほうとしっかりと向き合えということを

言ったじゃないかというような、そのような御

質問でありました。地域住民の皆様の理解と協

力がなければ、市としても向き合うことができ

ないわけであります。地元の、あるいは関係住

民の、あるいは市民の皆様の総意がしっかりと

まとまっておれば、市といたしましても、とい

うよりも市長といたしましても、しっかりと向

き合うことができるということを申し上げただ

けでありまして、市民の皆様が事業者と勝手に

向き合えということを申し上げたつもりは毛頭

ありません。その辺の言葉をしっかりと踏まえ

て御質問をしていただければなということを正

直思っているところであります。 

 小友町と鱒沢地区の対策協議会の立ち上げが

ずれているわけであります。一緒にやってもら

いたかったんです、正直なところ、私の立場と

すれば。そうすれば、向き合い方もまた違った

わけであります。その辺がばらばらになってし

まったというところに、正直申し上げまして、

事業主のほうとどう向き合うのかという部分の

戸惑いもちょっと出たということも、要するに

うそ隠ししなく正直に申し上げますけども、そ

のことも議員各位にもお伝えを申し上げておき

たいというように思っております。 

 もちろん小友の協議会と、鱒沢、柏木平の協

議会を差別するとか、使い分けるという気持ち

は毛頭ありません。しっかりとその地域住民の

方々と公平な立場で向き合いながら、事業主と

も向き合っていかなければならないという、そ

のような一つの環境に持ち込むことが一番説得

力があり、しっかりとした対策を進めてもらう

ための大きな圧力になり、プレッシャーになる
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わけでありますから、そのことをひとつ皆様に

も、繰り返しになりますけども、御理解をいた

だければと思っております。 

 新たなこの基準といったものにつきましての

お話もありました。法が適用されない土地の開

発に関するこの技術基準の設定については、基

準が守られなかった場合における罰則も含め、

実効性を担保できるかといったことにつきまし

ては、やはり慎重に検討を進めなければならな

いというように、そのように認識をしておりま

すから、担当のほうにはその辺のところも踏ま

えながら、この基準というものをどのように業

者の方との向き合い方の中に、それを有効な手

だてとして使えるかどうかということについて

少し考えてみてくれないかという話も申し上げ

ているところをつけ加えまして、答弁とさせて

いただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩します。 

   午後４時02分 休憩   

────────────────── 

   午後４時12分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き、会

議を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。１番小松正真

君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  先ほどの市長の御答弁

をお伺いいたしますと、要望書のとおり監視指

導はしてくれないのかなという考えを持ちまし

た。それであると、やはり残念でならないなと

いうふうに思います。さらには市民が１枚にな

らないから市長として動けない、どうも、私に

は他人事のように感じられる御答弁だなという

ふうな印象を持ちました。 

 先ほど説明した事業者と住民との約束という

のは、法律に縛られるものではありません。し

かしながら、事業者と住民が約束をしたという

ことは口頭だけの口約束ではありません。書面

で内容を確認した契約行為と同じだというふう

に認識をしております。 

 市長の認識のとおり遠野市が明確な意思表示

をしなければ、住民との約束を破って、事業者

が逃げ出してしまうかもしれない。そういう危

惧を市民の皆さんは持っています。 

 本件について、最後にお伺いをいたしますけ

れども、市は市民の盾にならないから市民の皆

さん頑張ってね、市長はそのような認識だとい

うことでよろしいでしょうか。お伺いをいたし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  これまでも何度も質問

を通じながら、私の一つはこの問題に対するス

タンスと一つの決意、さらには思いを申し上げ

ているところであり、そのためには市民の皆様

の理解と協力を得なければということを申し上

げているわけでございますので、その繰り返し

になりますので、そのことを申し上げまして、

答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  次の質問に移ります。 

 大項目の２点目、松崎町のメガソーラー開発

についてお伺いをいたします。 

 本日お話してきた小友町外山地区以外にも、

遠野市内では、メガソーラー開発の計画が上が

っております。過去の議会でも議論がなされて

おりましたが、松崎町にもメガソーラー開発の

案件があると聞いております。その松崎町のメ

ガソーラー開発の進捗状況をお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  小友町のメガソーラー

のほうにつきましては、100ヘクタール近い面

積の中でということで、今、向き合っているわ

けでありますけども、この松崎町地区に持ち込

まれた２つの事業につきましては、１つは47ヘ

クタールであり、発電量規模が、発電規模が14.

5メガワットである。もう一つの事業は、7.7ヘ

クタールで、発電規模が1.9メガワットである

という２つの案件が、企業が今持ち込まれてい

るところであります。 
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 これにつきましては、現在、遠野市景観資源

の保全と再生可能エネルギーの活用との調和に

関する条例に基づきまして、事前協議等の手続

を行っている案件であります。 

 市議会の皆様からもさまざまな形での議論と

意見をいただいているところでありまして、特

に、この２つの事業区域は市内の広範囲な場所

から目視、視認できる、いわゆる見える、見え

る場所だと、それから景観資源の保全の観点か

ら、そのようなことがありまして、十分な配慮

が必要であるということであります。 

 また、一方、高清水という一つの大きな山を

抱えたその山麓にあるわけでありますから、ひ

とつ、その辺もしっかり踏まえなきゃならない

ということで、平成30年11月27日付で指導を行

っているところであります。 

 そして、また、この一つの事業のほうに対し

ましては、昨年の２月、ちょうど１年前であり

ますけども、地域住民で組織しております有志

の会の皆様から事業の中止を求める要望書と署

名簿が市に提出をされているということもあり

ますので、そのようなしっかりとした経過を踏

まえ、そして、また、事業規模、あるいは、計

画の中身等を踏まえながら、今ありますこの条

例に基づきまして、市議会の意見の、市議会の

委員の皆様の意見を踏まえながら、２つの事業

に、事業者に対し、さまざまな形での検討と指

導を行っているということでございますので、

御理解をいただければと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  この松崎町のメガソー

ラー開発には、さきに議論を行った遠野市景観

条例は、条例改正を行ったとしても規制ができ

ないという認識でよろしいのか、お伺いをいた

します。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  条例が改正となったと

しても、松崎地区のほうについては、この改正

条例が適用にならないという中でありますので、

いうところの住民の皆様の一つのお力という一

つのこの条例改正、あるいは今持っている条例

の理念、そういうことをしっかりと踏まえなが

ら、その計画の妥当性、あるいは、さまざまな

対策の、何と申しますか、中身、もう一方にお

いては景観といったものにどのように配慮をし

ているのかにつきまして、厳しく向き合いなが

ら、一つの指導を強めてまいりたいというよう

に考えているところでございますから、これに

つきましても、議員各位の、これもまた同じこ

とになりますけども、御理解と御協力も、また、

お願いを申し上げなければならないかというよ

うに思っているところでございますから、これ

もこの場を通じましてお願いを申し上げ、しっ

かりとこの松崎地区の２つの事業にも、私自身

もみずから真正面から向き合ってまいりたいと

いうように考えているとこでございますから、

よろしくお願いを申し上げたいと思っておりま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  私は、この松崎町のメ

ガソーラー開発が外山と同様に遠野市の自然環

境を損ね、住民の安心安全が脅かされるような

ことにならないか、不安でたまりません。これ

までも申し上げましたが、条例がなくても、メ

ガソーラーに関する法律がなくても、河川の接

続許可や道路の施工許可について監理責任を持

ち、許可条件などでしっかりと指導することで、

市長が市民の先頭に立って、遠野市を守ること

は十分に可能だと認識をしております。 

 小友町での例をしっかりと反省した上で、こ

の松崎町の件に当たっていただきたいと思いま

す。今後の方針と決意をお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  小友町のメガソーラー

への一つの向き合い方も含め、これも一つの大

きな教訓としながら、この松崎の問題にも、課

題に真正面から向き合いながら、何とか遠野の

次世代にしっかりとした景観資源、あるいは、
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災害防止といったようなものに備えるという部

分の中に、一つの課題解決として見出してまい

りたいというように思っておりますから、何度

も申し上げますけども、よろしく御理解と御協

力をお願い申し上げたいということを申し上げ

て、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  最後にですけれども、

私は太陽光発電の開発に反対をしているわけで

はありません。冒頭お話しした、開発によって

自然を破壊してはいけないという考えを持って

います。将来に対する責任を今生きる我々がし

っかりと果たすためにも、持続可能な社会の構

築のためにも、さまざまな開発行為がしっかり

としたルールのもと行われることを望むだけで

あります。 

 きょう質問した内容について、今後の遠野市

の毅然たる対応を期待して一般質問を終わりま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  引き続き一般質問を行

います。 

 次に進みます。６番小林立栄君。 

   〔６番小林立栄君登壇〕 

○６番（小林立栄君）  公明党の小林立栄でご

ざいます。通告に従いまして、一括で質問して

まいります。 

 新型コロナウイルスの感染が拡大をしており

ます。今回テーマとして取り上げましたのは、

決して不安をあおるのではなく、早急に市民に

対して、正確で、きめ細やかな情報をお伝えし、

不安要因を徹底して減らし、市民の皆様が安心

して冷静に対応できるようにする。正しく恐れ

ることが重要であると考えるからであります。 

 私たちは、感染の予防、拡大防止、重症化予

防、そして景気・経済への影響緩和に取り組ま

なければなりません。幸い県内では感染事例の

報告はありませんが、災害と同じく備えが大事

であります。新型コロナウイルス感染症への対

応について、質問をしてまいります。 

 あすの一般質問でも同僚議員が同テーマにつ

いて質問する予定となっておりますので、詳細

な議論はあすに譲り、私からは現状と基本的な

考え方について伺ってまいります。 

 行政、各課ごとの行動計画の作成、警戒本部、

状況に応じては対策本部の設置など、対策はど

のように取り組まれているのでしょうか。市の

取り組みと現状とあわせて、お考えをお伺いを

いたします。 

 ２点目、市民にわかりやすい情報発信、相談

窓口の明確化、相談体制の強化など、十分な情

報提供を行う必要があると考えますが、お考え

を伺います。 

 マスク、消毒液、防護服などの備えは十分で

しょうか。また、必要に応じて、災害時備蓄用

のマスクや消毒液を高齢者施設、障害者施設、

妊産婦等へ配布する必要もあると考えますが、

御対応を伺います。 

 ４点目、新型コロナウイルスによる感染症の

拡大に伴い、市内経済への影響が広がることも

想定しなければなりません。経営が悪化した中

小企業、小規模事業者を支援するため、政府は

5,000億円規模の資金繰り策を取りまとめ、実

行しております。 

 これは経済産業省の資料になりますが、この

ように資金繰りであったり、経営環境の整備、

こういったものについても、それぞれコロナウ

イルスの影響を受けた際の支援策がもう発表さ

れております。 

 また、今、学校休みになりました。臨時休校

措置に伴い休業する保護者の所得減少に対応す

るための助成金の制度、こういったものについ

ても、政府として検討をしていると表明をされ

ました。 

 このように支援策のきめ細やかな情報提供、

市内の各産業の現状確認、必要があれば国等の

支援策に上乗せをするなど、遠野市単独での資

金繰り支援などの対策強化に備えるべきと考え

ますが、市のお考えを伺います。 

 今後多くの市職員、その家族等が感染してし

まい、行政そのものが機能しなくなる可能性も

想定する必要があるのではないでしょうか。行
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政としての業務継続への対策、備えの現状をお

伺いいたします。 

 さて、今回の新型コロナウイルス感染症の拡

大については、お隣の中国で起こっていた感染

症の問題があっという間に私たちも当事者にな

っております。とても当たり前のことではあり

ますが、私たちの住むこの世界は多くの人々の

営みが重なり合い、影響を与え合う中で成り立

っています。人と人、人と自然、国と国、地域

と地域など、全てがつながり、影響を与え合っ

ている現実を強く感じております。感染症のみ

ならず、世界各地で起こっている戦争や地域紛

争、気候変動による異常気象、そして災害。遠

野は関係ない。私たちは関係ないと言っていら

れません。私たち一人ひとりが地球という惑星

の中で共同生活をしていることを意識すること

が重要であると考えます。 

 大項目２つ目、持続可能な社会を目指すエネ

ルギー対策について質問してまいります。 

 ことしは、第２次遠野市総合計画の前期基本

計画の総仕上げの年であり、第２期遠野スタイ

ル創造・発展総合戦略を策定し、人口減少社会

に立ち向かう新たなスタートを切る年でありま

す。新たな時代を開く、10年後、20年後を見据

えたスタートを切る大事な年であり、遠野の将

来を決定づけると言っても過言ではありません。 

 また、国や世界に目を向けると、10年後の20

30年を目標とした持続可能な開発目標であるＳ

ＤＧｓ、地球温暖化対策の国際的な枠組みであ

るパリ協定の取り組みにとっても、本格的な取

り組みをスタートさせ、達成に向けて加速化さ

せる正念場の年であります。 

 世界各地で大規模な災害が猛威を振るい、多

くの命が奪われ、人々の安全な生活を脅かして

います。日本も例外ではありません。今後も気

候変動の影響で自然災害の激甚化が見込まれて

おります。 

 昨年のＣＯＰ25、国連気候変動枠組条約第25

回締約国会議の中で、グレテス国連事務総長の

「危険な地球温暖化を抑えられるか、今がまさ

に節目だ」とのコメントは印象的でありました。 

 「共有地の悲劇」という例え話があります。

話の内容を要約すると、誰もが自由に利用でき

る牧草地では、皆が自分の牛をより多く飼おう

として、結局は牧草が枯渇して荒廃してしまう

という話であります。地域環境経済学を専門と

する法政大学石神隆名誉教授は、この例え話を

通して、「有限な世界の中で、自分の利益拡大

のみを追い求め、自分１人くらいは構わないと

いう意識が積み重なって、結局、皆が損をする。

海洋プラスチック汚染や温室効果ガス排出など、

地球規模の環境問題も、こうした人間のエゴに

起因しています」と述べられております。 

 私たち市民一人ひとりが他人事ではなく、自

分事として、気候変動・環境問題について考え、

行動することが求められております。 

 本市の将来像である「永遠の日本のふるさと

遠野」を環境面から実現するため、「自然環境

と人間生活の調和～遠野型環境調和社会を目指

して～」と掲げ、取り組みを進めている遠野市

環境基本計画、そして、地球温暖化対策実行計

画が今年度目標年次を迎えます。また、一般廃

棄物処理基本計画の中間目標、新エネルギービ

ジョンの中間検証の年次でもあります。 

 今回の一般質問では、遠野市におけるエネル

ギー対策の今後の取り組みについて、主に省エ

ネルギー、再生可能エネルギーの２点について

質問してまいります。 

 省エネルギー対策の推進について質問いたし

ます。 

 「私たちは毎週クレジットカード１枚分のプ

ラスチックを食べている」、昨年のニュースで

あります。世界自然保護基金がオーストラリア

のニューカッスル大学というところに委託した

調査報告によると、ほとんど目に見えないマイ

クロプラスチック粒子が水道水やボトル入りの

飲料水、貝、食べる貝ですね、貝や塩からも検

出され、１人の平均摂取量を推計すると、毎週

５グラム、クレジットカード１枚分に相当する

そうであります。 

 １年間に日本国内で流通するレジ袋は、国民

１人当たり平均300枚。レジ袋を生産して最終
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処分されるまでにかかるエネルギー量は、超大

型石油タンカー２隻分、約42万キロリットルに

相当し、ペットボトルについては、１年間に23

2億本。１分間に約４億4,000本が国内だけで消

費されたことになります。 

 プラスチックは生活に利便性を与え、衛生を

保つ上でも役立ち、大量生産・大量消費されて

きました。しかし、海と生態系への影響、排出

される温室効果ガスは深刻な問題となっており

ます。 

 このような中、マイバック、買い物袋や、マ

イボトル、水筒を持参する脱プラスチックを促

す声、取り組みが加速をしてまいりました。本

年７月からはレジ袋の有料化が実施され、発生

抑制の動きが活発になることが見込まれており

ます。 

 全国的に脱プラスチックの機運が高まりつつ

あります。脱プラスチックの取り組みを遠野市

でもさらに進めるべきと考えます。広報や各イ

ベント、飲食店やスーパーなど小売店と連携し

たマイバック・マイボトルの普及啓発、公共施

設の自動販売機でのペットボトル商品の販売廃

止、各会議でのペットボトル禁止など取り組ん

ではどうでしょうか。本市での脱プラスチック

の取り組みの推進についてお考えを伺います。 

 続いて、再生可能エネルギーの活用促進につ

いて質問いたします。 

 遠野市新エネルギービジョンでは、2025年ま

でに、エネルギー消費量に占める新エネルギー

の割合を30％とする目標を掲げ、遠野型新エネ

ルギー導入施策による好循環型社会の構築を目

指し取り組んでおります。 

 中間検証の年度となりましたが、目標に対し

て、現在までの進捗状況と今後の見通しについ

て、市長の御認識を伺います。 

 遠野市景観資源の保全と再生可能エネルギー

の活用との調和に関する条例の一部改正案が議

案として上がっております。これから予算等審

査特別委員会、本会議で議論をしていくわけで

すが、いずれ、私は、今後は地域の特性を生か

しながら小規模な地域型の太陽光・小水力発電

の推進、革新的技術である水素の利活用に取り

組むべきと考えております。今回は水素の部分

について、水素の利活用についてお考えをお伺

いしたいと思います。 

 水素の利活用について、国は、平成29年12月

に水素基本戦略を策定し、2050年を視野に入れ、

将来目指すべき姿や目標として官民が共有すべ

き方向性・ビジョンを示しました。 

 水素は、電気を使って水から取り出すことが

でき、石油や天然ガスなどの化石燃料、エタ

ノールやメタノール、下水汚泥、廃プラスチッ

ク、太陽光や風力・水力などの再生可能エネル

ギーといった、未利用の地域資源を含むさまざ

まな資源から製造することができます。酸素と

結びつけることで発電したり、燃焼させて熱エ

ネルギーとして利用することができ、その際、

二酸化炭素を排出しません。また、貯蔵・運搬

することも可能なため、自立分散型エネルギー

システムとして、新たな地域産業の創出、非常

時の自立電源、災害時に避難所等に電力を供給

できる分散型電源としても大いに期待をされて

おります。 

 今後、水素の製造、貯蔵、輸送、利用という、

水素サプライチェーンの確立に向けた導入計画

を遠野市としても検討していく必要があるので

はないでしょうか。 

 地域特性を生かした、水素エネルギーのサプ

ライチェーン確立に向けた導入計画へのお考え

について、市長の御所見をお伺いいたします。 

 さて、２月18日のニュースに、「気候変動は

全ての子どもに差し迫った脅威である」と、国

連報告があったというニュースを耳にしました。

気候変動、地球温暖化対策を含め、私たち大人

は未来の宝である子どもたちを守り育てていく

ことが大きな役割であろうと改めて実感をして

おります。 

 大項目３点目はテーマを変えまして、子育て

支援・就学前教育の充実について質問をいたし

ます。 

 人生100年時代を迎え、子どもや若者から高

齢者まで、お一人お一人の活躍を最大限に後押
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しして、誰もが安心して生きがいを持って暮ら

すことのできる社会を築いていく必要がありま

す。特にも、少子化・人口減少が同時進行する

中で、子育て世代への支援は最優先の課題です。

少子化の要因は、教育費など経済的な負担、子

育て中の孤立感、子育てと仕事の両立の難しさ、

晩婚化、健康上の理由など上げられます。こう

した要因を解決に導き、安心して子どもを産み

育てられる支援が重要であります。 

 昨年、子どもを取り巻く社会情勢の変化に対

応するため、わらすっこ条例が改正され、条例

に基づき、子育て施策のさらなる充実が図られ

ようとしております。これまでのわらすっこプ

ランの推進とあわせ、「子育てするなら遠野」

としての取り組みは大いに評価をしております。 

 さて、さまざまな要因の中で、教育費の負担

軽減についてですね、昨年10月から幼児教育・

保育の無償化が始まりました。喜びの声が多数

寄せられた一方で、保育の質や保育士不足など

の課題も指摘されました。 

 そこで、昨年の11月から12月にかけ、私を含

む全国の公明党議員2,982人でアンケート調査

を実施しました。御協力いただいた皆様にこの

場をお借りして御礼を申し上げます。 

 利用者と事業者を合わせ全国で、２万7,424

人の方から回答をいただき、分析を行いました。

その結果、幼児教育・保育の質の向上と受け皿

整備に対する要望が大きく、今後の課題である

ことが明らかとなりました。では、保育の質の

向上のために必要とされることは何かと尋ねる

と、処遇改善が必要と答えた事業者が約８割に

上り、以下スキルアップが７割、配置改善が５

割と続いております。そのほか、医療的ケアを

必要とする子どもや気になる子ども、集団での

行動が苦手な子どもなど、支援や援助が必要な

子どもへの対応、夜間や土日祝日の保育など、

さまざま御意見をいただきました。 

 このように、さまざまなニーズがある中、こ

のニーズに対応しながら、質をさらに向上して

いくためにも、子どもたちに寄り添い働いてい

る現場の保育士・幼児教諭の皆様が、力を発揮

できる働き方への支援、保育士・幼児教諭の育

成と確保への支援が重要であります。 

 現役の保育士・幼児教諭、また、保育士や幼

児教諭を目指している方に、スキルアップへの

支援、手当、給料の上乗せ、住宅や社宅などの

家賃補助、就職準備金など、さらなる処遇改善

の充実を図り、人材確保を後押しする必要があ

ると考えます。市の取り組みとお考えを伺いま

す。 

 また、あわせて、書類作成、業務連絡、情報

共有など、園児たちに接する活動以外の業務に

ついては、効率化や軽減を図ることが大事では

ないでしょうか。 

 ＩＣＴ情報通信技術の利活用による業務改善

の推進、現場がＩＣＴを効果的に活用できるサ

ポート支援、外部講師によるＩＣＴについての

研修支援など、ＩＣＴ利活用の環境整備を推進

してはいかがでしょうか。お考えをお伺いいた

します。 

 さて、保育・幼児教育の現状は、保育士・幼

児教諭の人材不足、多様化するニーズへの対応

で、現場の負担がはかり知れず、多忙化してい

ると認識をしております。 

 そこで、ファミリー・サポート事業に注目を

したいと思います。現在の育児を手伝ってほし

い「おねがい会員」と育児を手伝いたい経験豊

かな「まかせて会員」さんを結んで、通院や買

い物、冠婚葬祭、学校行事への参加等の用事の

際に託児が行われております。お互いの善意で、

信頼で成り立っている地域で子育てを支援する

大事な事業であります。視点を変えると、多忙

化している保育・幼児教育の現場の負担をふや

さない、役割分担としても必要な事業であると

考えております。 

 昨年、子育て世代の方から相談を受けました。

「学校行事に参加するので子どもを預けたいと

思ったが、預かってもらえなかった」、また、

「このファミサポの制度を知らなかった」、

「必要性を感じなかったので入らなかったけど、

やっぱり必要だなあと感じた」、そういったお

母様方の声もたくさん聞く機会がございました。 
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 新年度予算案にファミリー・サポート・セン

ター推進事業が新たに計上されております。利

用者や参加者の率直な声や思いが組み込まれた

形でのファミリー・サポート事業の充実が図ら

れるものと期待をするところであります。 

 学校行事への対応、学校や地区センター、公

共施設等で、ファミリー・サポート事業を実施

できる仕組みも必要ではないでしょうか、事業

の周知の充実を含め、ファミリー・サポート事

業の充実を図るべきと考えます。お考えを伺い

ます。 

 以上、１回目の質問といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  小林立栄議員の一般質

問にお答えを申し上げます。 

 一括質問という中で、新型コロナウイルス感

染への対応等につきまして、全部で項目的には、

11項目ほどの御質問をいただきました。 

 まず、第１点の新型コロナウイルスのこの対

応につきましては、拡大の一途をというか、い

ろんな形で国民に不安を与えているということ

は、そのとおりであります。新しく認知された

新型コロナウイルスという一つの対応につきま

しては、今、市は国の方針等に基づきまして、

岩手県、あるいは、県の中部保健所等の指示も

受けながら対応を進めているところであります。 

 先般、政府の決定という中で、２日から全国

一斉小中高の臨時休校というものが飛び込んで

まいりました。私も、６時からのニュースでも

って、正直なところ驚きました。全国一斉とい

うところに、そして、また、いろんな感染が拡

大している中にあって、やっぱり事態が深刻化

しているんだなという一つの認識と、もう一方

においては余りにも唐突じゃないだろうかと。

また、市町村という現場が混乱してしまうこと

にならない、学校教育現場が右往左往すること

にならないだろうかということを一番最初に危

惧したわけであります。そのようなことを踏ま

えながら、政府決定を受けまして、当市におき

ましても、直ちに対応を進めたところでありま

す。 

 まず、小中高への対応、特に小中学校への対

応につきましては、臨時小中校長会議を開催い

たしまして、教育委員会のほうで開催をいたし

まして、それぞれ、この臨時休業の一つの対応

につきまして、２月28日、これにつきましては、

市とすれば、５回目の対策会議ということに位

置づけられます。政府決定があったから会議を

持ったんじゃない。これは、いずれは、我々自

治体の中にも持ち込まれるだろうという中にお

きまして、国や県の情報に基づきまして、関係

職員が集まりまして、どのようにするというこ

とを常に話し合ってしたという中におきまして、

この政府決定があったときには、５回目の会議

になったということでありまして、その５回目

の会議におきまして、臨時休校するという、そ

して、市が主催する各種イベントの中止やウイ

ルス対策につきましても、情報を共有したとい

うことであります。 

 そして、土日が入りました。土日になりまし

ても、いろいろ情報を共有しながら関係職員も

集まりまして、きのうも集まりまして、それぞ

れの関係職員の中から情報をとりながら、今現

在準備が進めておりますけども、全世帯に注意

を呼びかける。そしてまた冷静に対応してほし

い。そしてまた一方、子どもたちがあす３日か

ら休みに入るので、子どもの居場所、あるいは

子どもの見守り、あるいは働いている家族、お

父さん、お母さんのフォロー、そのようなもの。

そうすれば、企業の方々にも協力を呼びかけな

ければならない。あるいは児童館との連携をど

う図らなければならない。さまざまな課題があ

るということをみんなで確認をしながら、あす

には全世帯に基本的な一つの情報の提供と専用

窓口を設け、電話回線も専用にしながら、市民

の皆様の一つのニーズ、あるいは御相談、ある

いはいろんな悩み等に受け答えするような、そ

のような体制をきのうのうちに構築いたしまし

て、きょう、この本会議終了後におきまして、

教育委員会のほうで進めております総合教育会

議と市のほうが進めております地域経営会議、
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この合同臨時会議を開催いたしまして、情報を

しっかり確認しながら、市民の皆様に冷静な対

応と、繰り返しになりますけども、予防、ある

いは、きのうも、ある市民の方から連絡があり

ましたけども、市内の量販店からトイレット

ペーパーが消えたという話も来ておりますので、

量販店等にも確認しながら、備蓄の状況なども

確認しながら、市民の皆様に情報提供し、その

ような中で、この問題には向き合ってまいりた

いというように思っているところでありますし、

今、政府も休業補償といったような制度化もす

るということが出てきておりますので、そのよ

うな情報もしっかりとキャッチしながら、市民

の皆様の不安が１つでも２つでもなくなるよう

な最善の努力をしてまいりたいというように考

えているところでありますし、刻一刻と情報が

変化してきておりますので、遠野テレビのネッ

トワークを活用しながら、文字情報等も通じて

市民の皆様にリアルタイムで情報提供するよう

な、そのような仕組みづくりを今進めていると

ころでございますから、御了解をいただければ

というように思っております。 

 この２つ目のわかりやすい情報発信、相談窓

口といったようなものにつきましても、ただい

ま申し上げたような内容になるわけであります。

手洗い、アルコール消毒、それに伴う一つの基

本的な対応、特に持病がある方、あるいは、高

齢者等については、人混みや多い場所は避ける

とか、さまざまな注意が出てきておりますので、

この辺の基本に立ちながら、わかりやすい情報

提供をしっかりと行ってまいりたいというよう

に考えているところであります。 

 マスクとか、消毒液等、さまざまな防護服も

含めそれぞれ確認をとっておりますけども、い

うところのトイレットペーパーなり、消毒液等

についてはいくつかございますけども、マスク

は、やっぱり、品切れになっているということ

もありますけども、いろいろ関係機関が連携を

とりながら、十分な数は確保できるということ

になっているところでございますから、その辺

も県と国との連携の中、あるいは、周辺自治体

ともしっかり連携を図りながら、備えていった

ものについても十分確保するような中での対応

を進めてまいりたいというように思っておりま

す。予防に供する備えを行ってはいませんけど

も、万が一、市内にも発生したという状況にと

いうこともリスク管理として必要でございます

から、その辺も一定の危機管理を持ちながら、

それぞれの情報共有を進めてまいりたいという

ように思っております。 

 それから、感染拡大に対して、市内の経済へ

の影響はということであります。２月17日から

20日にかけて、市内、遠野市の商工会を通じま

して、また、金融機関を通じまして、状況把握

を行いました。売上高等が前年同月比で、20％

以上減っているという報告を受けておりますか

ら、これ２月20日時点でありますから、その後

もいろいろ事態が拡大してきておりますから、

また、さらに売上高等の減が続いてんじゃない

のかなというように思っておりますので、それ

から、これ以外にも、中国からの原材料や、あ

るいは部品の調達が困難となる事例、これも市

内でも出てきておりまして、出荷量が減少した

という事態も生じてきております。さらには、

そのような地域経済の一つの揺るがすような状

態にもなりかねないというように思っておりま

すので、これも繰り返しになりますけども、

国・県、金融機関、中小企業団体等とも十分連

携を図りながら、市独自の利子補給なども検討

するなど、措置をするほか、独自のやっぱり支

援制度も考えていかなければならないんじゃな

いのかなというように思っておりますので、そ

こも注意深く情報を分析しながら対応してまい

りたいというように思っております。 

 職員、その中にも、家族が子育てというのは

あるんではないのかなということもありまして、

けさほどの庁議におきまして、各部長に対しま

して、しっかりと状況を把握しながら、協力し

合い、支え合うという一つの言葉の中で、みん

なで協力しながら、職場環境と市民サービスと

いったものがちゃんと両立するように対応して

ほしいということを、きょう、しっかりと指示



－ 77 － 

をいたしているところであります。 

 イベント等につきましても、中止・延期とい

ったような一つの流れの中にありますけども、

これも全庁横断的な一つの調整を行いながら、

市民の皆様に混乱と不安を与えないように十分

配慮してまいりたいというように考えていると

ころであります。 

 新型コロナウイルスにつきましては、大体８

項目につきまして、そのような御質問いただき

ましたけども、冒頭、基本的な方針と考え方を

示してほしいということでございましたので、

そのような状況の中で取り組んでいるというこ

とを申し上げて答弁といたします。 

 それから、続きまして、このエネルギー対策

における一つの廃プラというよりも、脱プラス

チックというものについて、いろいろ事例を挙

げて述べられておりました。 

 今、海洋汚染をはじめ生態系まで揺るがすと

いう中で、このプラスチック問題が大きな全世

界を、地球規模の大きな課題になっているとい

うことは質問の中にもありました。 

 脱プラスチックにおける、係る国内外の機運

の高まり、これをしっかりと受けとめながら、

海洋プラスチックによる一つの汚染問題には向

き合わなければならないかな。生態系、あるい

は漁業、観光、まさに悪影響を与えているわけ

でありまして、世界的な大きな社会問題になっ

ているということであります。質問の中でいろ

いろ述べられておりました。したがいまして、

海洋のみならず、陸上においても対策が求めら

れているということは、言うまでもなく、当然

なわけであります。一般廃棄物処理基本計画に

おいて、３Ｒ、いわゆるリデュース、リユース、

リサイクルといった一つの言葉の中から、ペッ

トボトルやプラスチックの、プラスチック製容

器の分別収集を行い、市民の皆様の協力のもと

に適正な分別とリサイクルを進めてきていると

ころであります。具体的にも、さまざまなイベ

ントを通じながら、マイボトルの普及啓発や、

あるいは、ペットボトル等の公共施設等におけ

る販売機の一つの対応についての御協力といっ

たようなもの、取り組み進めながら、いろいろ

進めておりますので、このような分については、

さらに加速させていかなければならないんじゃ

ないのかなと思っております。 

 それから、それに伴いまして、このエネル

ギー問題、水素エネルギーの問題が出ました。

水素エネルギーの問題。平成26年11月に新エネ

ルギーの導入による地域経済循環の実現、自立

分散型エネルギー供給体制による安全・安心な

住民生活の確保、そのような３つの項目を上げ

ながら、新エネルギービジョンを、策定をいた

しました。その中に、いうところの水力発電及

び地熱発電のそのようなエネルギーのことを新

エネルギーということになるわけでありますけ

ども、この新エネルギービジョンでは、2015年

から2025年までの10年間、エネルギー消費量に

占める新エネルギーの割合を30％以上とする目

標を立てているところであります。しかし、そ

の導入率は、今13.9％というような状況の中に

あります。したがいまして、今後、市内で予定

されている風力発電、これなども含めながら、

2025年までには何とか目標が達成するところに

行けるんじゃないのかなというように捉えてい

るところでありまして、そのような中で対応を

進めますけども、ただ、今、いろいろ議論あり

ましたとおり、新エネルギービジョンに基づく

目標の達成においては、景観資源の保全や災害

の未然防止等を踏まえるなど、環境との調和し

た事業であることを十分踏まえた上で、これは

進めていかなければならないんじゃないのかな

というように思っております。 

 私は間違いなく、新エネルギーと環境との問

題、あるいは、景観との問題、市民生活の安心

安全との問題、災害防止の問題、そのようなも

のは、きちんと向き合えば調和ができるんじゃ

ないのかなというように思っておりますし、ま

た、そうしなければならないかというように思

っているところであります。それに伴いまして、

先ほどちょっと申し上げました、この新エネル

ギービジョンの一つの向き合い方と水素エネル

ギーの問題でありますけども、これもさまざま
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な資源から製造することが可能である。これは

御質問の中にもありました。利用の際にも、二

酸化炭素を出さないクリーンなエネルギーとし

て利用の拡大が期待されているエネルギーと承

知をいたしております。 

 ただ、一方、製造や調達に係るコスト、ある

いは、インフラ整備に係るコストが非常に高額

になるというような一つの対応、弱点もあるわ

けでございまして、なかなか復旧が進まないと

いう状況にあります。したがって、復旧、拡大

には、なお、それぞれ検討しなければならない

課題があるというように認識しております。 

 いろんな資源のこの製造する、さまざまな資

源から製造することが可能だ、利用の際にも二

酸化炭素を出さないという一つの大きなメリッ

トがあるわけでありますけども、コストという

問題がその中に立ちはだかっているという中に

ありまして、経済産業省が水素あるいは燃料電

池戦略ロードマップを策定いたしまして、水素

エネルギーは、これから展開が期待される新た

なエネルギーであるということを示していると

ころでございますから、この動向を注目をして

まいりたいというように考えております。 

 エネルギー対応については、この２つを申し

上げて答弁といたします。 

 人材確保と業務の負担軽減策につきまして、

「子育てするならば遠野」という一つのスロー

ガンの中で、さまざまな施策を展開し、第２ス

テージに入り、条例、プランで、この基金三本

柱、３点セットを基本に全面的な見直しを行い

ました。 

 その中に、わらすっこ支援委員会やわらすっ

こ会議、先般もこの議場でわらすっこ議会が開

催されました。小学生、中学生、高校生、見事

な意見をこの演台の中で申し上げておりました。

私も市長席に座り、思わず本当に感動し、また、

子どもたちにしっかりと向き合い、子どもたち

の夢と希望にこたえなければならないなという

思いをその中で感じたということも一言つけ加

えておきたいというように思っております。 

 そういった中におきまして、この質問にあり

ますとおり、２項目について位置づけておりま

す。この２項目というのは、保護者や関係者か

ら寄せられた意見を踏まえということでありま

すけども、この市内の幼児数あるいは保育施設

の職員数でありますけども、保育所は12カ所20

7人、認定こども園は２カ所で40人、幼稚園１

カ所で７人、15施設の職員数の合計は、何と25

4人になっているわけであります。この職員が

毎日毎日未来のある将来のある子どもさんたち

と真摯に向き合いながら、その可能性を伸ばし、

夢を育み、そして可能性に挑戦するような子ど

もさんを育てるというところに全力を挙げてい

るわけでありますけども、その１日の勤務形態

を見ますと、保育所施設で見ますと、通常、朝

７時から乳幼児を受け入れ、朝７時から乳幼児

を受け入れ、夕方の６時までの児童は11時間と

なっております。 

 保育士の勤務時間を調整しながら入園してい

る子どもの年齢や人数に応じて必要人員を確保

し、やりくりをしているというように聞いてお

ります。また保育士の確保のための方策として、

保育所において、毎年県内の大学や専門学校、

あるいは、新規採用に伴う求人票を持参し、周

知をしながら活動をしているということであり

まして、令和２年度は市の県内の大学等を訪問

いたしまして、市内保育所への就業を促してい

るという、そのような共同歩調をとりながら活

動をしているところであります。さらには、平

成31年４月から遠野市奨学金返還支援補助金を

創設いたしておりまして、この中には、この保

育士確保の中の一つの条件としても補助対象と

して対応しているということでありますので、

その辺も踏まえながら、子どもさんたちに向き

合う職員の勤務体制の改善等にも、保育協会、

関係機関団体、事業主の方々ともしっかり連携

をしながら、きめ細かい対応を進めてまいりた

いと思っております。さらに、このＩＣＴの利

活用に係る業務改善につきましては、業務負担

の軽減につきましては、遠野テレビのインター

ネットを利用した業務用ポータルサイト、ある

いは保育に関する計画・記録、それから保護者
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との連絡、及び子どもとのいろんな連携ですね、

保育時間等の一つの業務等について、ＩＣＴ化

を行うためのシステム導入をさまざまな形で、

これも推進をしているということであります。 

 令和２年度は、保育所等におけるＩＣＴ化推

進事業として国庫補助金が予算化される見通し

であることから、システムの導入による業務処

理の効率化を推進してまいりたいというように

考えておりまして、そのことによりまして、そ

の分職員の時間的な一つの余裕というよりも、

が生まれまして、さまざまな職場の勤務状況の

改善につながるんじゃないのかなと思っており

ますし、保育士のスキルアップ等につきまして

も、これにつきましても、それぞれの関係機関

と連携をとりながら、きめ細かくフォローし、

情報の提供あるいは研修などの自己研さん、そ

ういったようなものにつきましても、市として

いたしましても、全面的に連携を図りながら対

応してまいることによって、保育士の確保ある

いは良好な職場環境といったものを見出してま

いりたいというように考えております。 

 それから、ファミリー・サポート・センター

事業における学校との連携についてであります

けども、28年度より育児の援助を受けたい人、

いうなれば育児の援助を受けたい人、「おねが

い会員」、お願いしたい「おねがい会員」。そ

して育児の場、育児の援助を引き受ける人「ま

かせて会員」。この「おねがい会員」と「まか

せて会員」の会員登録といたしまして、組織を

いたしまして、会員同士が相互に連携を図りな

がら、支援活動、援助活動を行う、ファミ

リー・サポート・センター事業、通称でありま

すけども、ファミサポ事業を実施をしていると

ころであります。 

 この活動の内容は、保育園等の送迎、あるい

は学校行事、冠婚葬祭がある場合、あるいは買

い物等の際に子どもを一時的に預かるサービス、

サポートサービスであるとともに、さらには、

病児または病後児、そのような一つの預かりな

ど、保護者が非常にかかわれないときにも対応

しているということでありまして、これまでの

一つの参考のために申し上げますけども、この

件数、活動件数は、28年度は21件、29年度は31

件、30年度は45件と１週間に１回ペースで活動

しているというこの数字、それぞれのやっぱり

今の家庭の状況、共稼ぎあるいは核家族、その

ような一つの現状が、このあたりも見出すこと

ができるんじゃないのかなというように思って

おりますので、子育て世代の周知がまだ十分で

ないという部分も聞いておりますので、令和２

年度におきましては、サービスの内容のＰＲの

強化とともに、きめ細かい、この預かりサポー

トを続けるための再構築をしっかり図ってまい

りたいというように思っております。小学校の

学習発表会の際に、学校の、教室の一部を活用

しながら、ファミサポの方々がそれにしっかり

と向き合うという部分なども、やっぱり考えて

もいいんじゃないのかなというように思ってお

りますので、そのような事業をしっかり仕組み

ながら、仕掛けながら、ただいまの御質問にあ

ったような子育て支援・就学前教育の充実に向

けて対応してまいりたいというように考えてい

るところでございますので、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ６番小林立栄君。 

   〔６番小林立栄君登壇〕 

○６番（小林立栄君）  ３項目について御答弁

いただきました。 

 再質問を行います。再質問については、大項

目２点目のエネルギー対策の部分について、１

点お伺いをいたします。 

 温暖化対策でありますが、賢い選択をしてい

こうという国民運動として、「ＣＯＯＬ ＣＨ

ＯＩＣＥ」というものがございます。遠野市役

所も、ことしの１月に「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣ

Ｅ宣言」を行って取り組みを進めていこうとい

うことで、ホームページでも拝見をさせていた

だきました。大事なことは、１人の１歩も大事

ですが、だけど、100人の１歩、より多くの皆

さんが参加して取り組んでいくということが大

事だと思っております。多くの人に参加してい

ただくということは、やっぱり、ある程度楽し
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みながらとか、気楽にというところが大変重要

であると私は認識もしております。そういった

意味で、１つ提案でございます。 

 省エネルギー対策・脱プラスチックの取り組

みについて質問いたしましたが、その中のマイ

ボトル、水筒の普及啓発について、再質問いた

します。 

 マイボトルの普及啓発のために、市内の公共

施設に給水スポット、水飲み場やマイボトルに

水を足すことのできる給水機、こういったもの

を設置してはいかがでしょうか。また、飲食店

やスーパーなど小売店に協力を求めてはいかが

でしょうか。 

 この給水スポットを設置することで期待され

る効果としては、ペットボトルや紙コップなど

使い捨てのゴミの削減、夏の熱中症の予防対策、

自治体にとっては水道事業の利用促進、協力店

にとってはエコショップとしての宣伝効果によ

る利用客の増加が見込まれます。 

 実際、全国各地の自治体でも取り組みが広が

ってきております。また、民間では国際ＮＧＯ

団体が中心となり、「水Ｄｏ!キャンペーン」

という活動を展開をしております。 

 行政として公共施設に水飲み場や給水機を設

置して給水スポットを設けることや、市内の店

舗や事業所にマイボトルＯＫ店への参加を呼び

かけるステッカーであったり、のぼりであった

り、ポスター等を作成して配布するなど、マイ

ボトルの普及啓発について、楽しみながら多く

の人が参加できるような仕かけづくり、仕組み

づくりを遠野市でもできるところから始めては

いかがでしょうか。御見解をお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  今の御質問の中に、楽

しみながら、できることからやってみてはどう

かという、非常に大事なことではないのかなと

いうように思っております。 

 この熱中症対策あるいはエコの観点から、外

出時でもあるいは職場でもマイボトルを利用す

る方がふえてきており、これが脱プラスチック

や紙コップの使い捨ての削減につながっている

ということになるんではないのかなと思ってお

ります。 

 また、非常に、このマイボトルなども含めな

がら、すぐれたデザインや性能を持つ、何と申

しますか、水筒なども数多く開発されてきてお

りまして、消費者がそれこそ楽しみながらエコ

に取り組む、そのような社会的な醸成が広がっ

ているということは、私は喜ばしいことではな

いのかと思っております。 

 市役所の中の話がありました。市役所内のエ

ネルギーの取り組みの一つといたしましては、

遠野市地球温暖化対策実行計画の全庁的な推進

と事業間の調整及び推進を図るため、遠野市地

球温暖化推進委員会を立ち上げまして、各課に

１名ずつ配置された推進委員が日々、エコオフ

ィス取り組み活動に取り組んでいるところであ

ります。まさに楽しみながら、やればできると

いうところに持っていきたいもんだなと思って

おりますけども、推進研修会においても、会議

でのペットボトルの廃止、あるいは、マイボト

ルの持参について普及啓発に取り組み、まず行

政として、しっかりと足元から取り組んでいく

ということも大事じゃないのかなというように

思っているところでございまして、年々猛暑と

いうのが、これは今では災害だというまで言わ

れるような、そのような地球温暖化の中にあり

ます。夏季を、夏場を迎え、この給水スポット

の設置等につきましては、公共施設からどのよ

うにという分につきましては、このような情報

をしっかりと整理しながら、取り組みを検討し

ていくことになるんではないのかなというよう

に思っているところでございますから、よろし

くお願いをし、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ６番小林立栄君。 

   〔６番小林立栄君登壇〕 

○６番（小林立栄君）  さまざま質問してまい

りました。通告した分については質問いたしま

したので、あと細かいところは、予算等審査特

別委員会でいろいろ質問したいと思いますが、

１点だけ。これは松戸市、千葉の松戸市の取り
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組みです。保育士になりたいがかなう町として、

いろいろ、松戸手当支給しますよとか、幼稚園

の先生になりたい人、保育士になりたい、幼稚

園の先生になりたい人に対して、きちっと取り

組んでいることを、わくわくするような形でア

ピールをしております。遠野市も十分子育て施

策については、さまざま本当にきめ細かく取り

組んでいると私は思っておりますので、そうい

ったものを必要な方にわくわくするような形で、

しっかりお伝えをしていく。そういった意味で

は、先ほど御答弁にございました県内の大学等

に求人票を持って訪問する。大変すばらしい取

り組みだと思います。そういった当事者に必要

な情報をお伝えする。そして、かたくじゃなく、

楽しくですね、わくわく希望を持てるような形

で、ぜひ取り組みを進めていただきたいと考え

を述べまして、一般質問終わります。 

────────────────── 

   散  会   

○議長（浅沼幸雄君）  お諮りいたします。本

日の会議はここまでとし、散会いたしたいと思

います。これに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、本日はこれにて散会いたします。御苦

労さまでした。 

   午後５時17分 散会   
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